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地底世界へ　七月四日（日）







　サンレンジャーの五人にとって、貸たい与よされたフォルトーゼ製の武器は全く未知の存在だった。紛ふん争そうの拡大を防ぐ為ために基本的に非殺傷兵器ばかりなのだが、それでも地球に存在するどんな武器よりも洗練されて優すぐれている。目を見張るものばかりだった。

「なんだこれは………銃じゆう弾だんを撃うち込むだけでいいテーザー銃なんて初めて見たぞ」

「ハヤト兄ちゃん、こっちにはバズーカ砲ほうみたいなのがあるよ。これで本当に無力化兵器なワケ？」

「ケンイチ、あなたはこれがいいんじゃないかしら？　ショックソードだって」

「そうだな。ダイサク、少し相手を頼たのめるか？」

「うん、分かった。一通り使い勝手を確かめておこうよ」

　当初は目を白黒させていたサンレンジャーだが、戦いの時を間近に控ひかえているので、あまり驚おどろいてばかりもいられない。本番に備えてそれぞれの武器の扱あつかいを習得すべく、軽く模も擬ぎ戦せんを始めた。

「どうだ、ダイサク？」

「うん、命中してからピリッと来るまでほんの少し間があるみたい」

「なるほど。いつもの剣けんで戦うより、早めの対応がいるか………」

　ドンッ

「………命中。お見事、ハヤト兄ちゃん」

「嫌いやみな銃だ。狙ねらった場所にそのまま当たりやがる」

「それでちょっと上に当たってるんだね」

「どうやらこっちで補正する必要はないようだな」

　そのまま彼かれらはしばらく練習を続けた。そしてその練習が終わろうとしていた頃ころ。

「あらっ？」

　メグミはドラム缶かんの陰かげから自分達たちを窺うかがう、幾いくつかの小さな人ひと影かげを見付けた。この人影は地底人の子供達。今サンレンジャー達が身を寄せている地底人の拠きよ点てんにいた、穏おん健けん派はの人々の子供達だった。

「どうしたのあなた達。ここでは戦いの練習をしているから危ないわよ？」

「………お姉さん達は、正義のヒーロー？」

　ドラム缶の陰から顔を出した子供達の一人が、恐おそる恐るメグミに尋たずねる。彼らは大人達の会話から変身ヒーローがいるらしいと知り、様子を見にやってきたのだった。

「いつもそうなりたいと思っているわ」

「………地底人をやっつけるの？」

　そして子供達が一番心配していたのがそれだった。まだ世の中の仕組みがよく分かっていない子供達だから、正義のヒーローが敵に回るのは嫌いやだったのだ。

「ううん、違ちがう違う。私達には地上人も地底人も関係ないわ。他人を傷付けようとする人を、止めに行くのよ」

「じゃあ………僕ぼくらの味方？」

「あなた達は誰だれかをいじめてる？」

「ううん、そんな事しない。みんな仲良しだよ！」

「地上の人とも？」

「うん！　おととい、一いつ緒しよにお祭りに行った！」

「そう。だったらお姉さん達たちはみんなの味方よ」

　メグミがそう言って笑いかけると、子供達の間に安あん堵どの空気が広がる。そして一人、また一人とドラム缶の陰から姿を現した。子供達は全部で七人。その目をきらきらと輝かがやかせて、サンレンジャー一行を見つめていた。

「変身するんでしょ!?」

「ええ、するわよ」

「見たい見たい！」

「そうねぇ、お兄さん達にお願いしてみましょうか。………みんな、ちょっと！」

「おう！」

　ケンイチ達はメグミに呼ばれて子供達に近付いていく。そうしながら、ケンイチは大おお真ま面じ目めな顔で仲間達に告げる。

「………みんな、俺おれ達の責任は重大だぞ」

「分かってる。俺達も去年の俺達じゃあない」

「食べてばかりじゃダメなんだよね」

「ちょっと照れくさい気もするけどさ」

　今のサンレンジャーは去年の彼らとは違う。実力はまだ発展途と上じようにあるが、今の彼らは何を裏切ってはいけないのかを、よく理解していた。

　だから彼らは決意する。

　結果はどうあれ、子供達に誇ほこれる戦いをしよう、と。










　孝こう太た郎ろう達は今、地上にある大地の民たみの穏健派の拠点にいた。この拠点は本来、不測の事態に備えて用意されていた大型の避ひ難なん施し設せつだったのだが、現在はこれを基地として利用している。孝太郎達はそこで、間近に迫せまった急進派との対決に向けて、作戦を決めたり、装備を整えたりと、急ピッチで準備を進めていた。

　今は会議室において作戦会議の真っ最中。六畳間の関係者と穏健派の要職にある者達が一堂に会して、長い間議論を繰くり返していた。一方、サンレンジャー側の参加者は六本木博士しかいない。サンレンジャーは武器の習熟訓練で席を外しているので、会議は司令官の六本木に委ゆだねられていた。

「………では作戦の最終確かく認にんへ移る」

　会議を仕切っているのは作戦全体の司令官であるキリハ。作戦の全容がまとまると、彼かの女じよは厳しい顔つきで会議で決定された内容を順番に解説していった。

「地上部隊はティア殿どのを指揮官とし、ルース、静しず香か、真ま希き、サンレンジャー。これに穏健派の実働部隊八十名を加えた、総勢八十九名とする」

　急進派との決戦にあたり、孝太郎達は戦力を二つに分ける事にした。それは地上で地じ震しん兵器の攻こう略りやくに当たる部隊と、地底で急進派上層部の身み柄がらを拘こう束そくする部隊だ。

　地上で地震兵器の攻略をする部隊には、基本的に大規模な攻こう撃げきが可能なメンバーが選出されている。宇宙戦せん艦かんの『青騎士』が使えるティアとルース、巨きよ竜りゆうの力を身の内に秘めた静香。また、集めた情報を分ぶん析せきした結果、地震兵器には真ま耶やによって大規模な魔ま法ほうが使用されている可能性があるので、真希も同行する。

　サンレンジャーが地上部隊に配属されているのは、その能力が地上戦向きというだけでなく、政治的な事情を加味しての事だった。地底の政治問題に介かい入にゆうするより、地上にある差し迫った危機と戦う方がサンレンジャーの本来の任務に近い。これは地上と地底の対立構造を可能な限り避さける為の処置だった。

　これにキリハ直ちよつ轄かつの穏健派の戦せん闘とう部隊八十名が同行する。穏健派は元々兵力が小さいので、現時点では用意出来る兵力の限界近い数字がこちらに割り当てられている。これより多いと移動の問題も生じるので、適切な数字と言えるだろう。

「地底部隊は我われが指揮官を務め、孝太郎、ゆりか、晴はる海み、早さ苗なえ。この五名に穏健派の実働部隊二十名を加えた、二十五名とする」

　一方、地底に向かうメンバーは比ひ較かく的てき柔じゆう軟なん性せいに富んだ顔かお触ぶれがそろっている。頭の回転が速く常に冷静なキリハを筆頭に、多くの力を操あやつって戦う孝太郎、魔法が使えるゆりかと晴海、霊れい力りよくが読めるおかげで誰よりも敵を見付けるのが得意な早苗。可能な限り交戦を避け、少人数で多くの状じよう況きように対応し、素す早ばやく目的を達する為の布ふ陣じんだった。

　同行するキリハの部下は二十名と、地上部隊の四分の一しかいない。だが閉へい鎖さ空間の地底では多過ぎる兵力は無む駄だになる場合が多い。この二十という数字は隠おん密みつ性と戦闘力のバランスを考えられた数字だった。

「クラン殿は宇宙船の『揺ゆり籠かご』で上空に待機、作戦全体のフォローを担当して貰もらう」

　どちらの部隊からも漏もれた例外がクランだった。彼女には二つの仕事がある。地上と地底の連れん絡らく役やくと、双そう方ほうの戦いの支し援えんだった。

　地上と地底に分かれて戦うので、通常の手段では通信が出来ない。フォルトーゼの通信方式である重力波通信なら辛かろうじて可能だが、それでも地底とは通信し辛づらい。そこでクランが『揺り籠』で上空に待機して、通信の中ちゆう継けいをする。これにより地上と地底で完全に連携した行動が可能となる。

　またそれと並行して、双方に対して支援を行う。情報の分析から物資の転送まで、その仕事は多た岐きに亘わたる。

　この二つの仕事をこなすクランの役割は、一見地味に見えて、その実かなり重要なポジションだった。

「まずは地底部隊が先行し、敵の拠きよ点てんを発見した後に、地上地底双方が同時に攻撃をかける。それぞれがお互たがいの陽動としての側面を持っているので、攻撃をかけるタイミングに関しては細心の注意を払はらうよう願いたい」

　現状において、地震兵器の位置はほぼ掴つかめていたが、急進派の本拠地はまだ掴めていなかった。手て掛がかりはあるが、本拠地探しは地底に向かってからが勝負だった。

　そして急進派の本拠地を発見した後に、本拠地と地震兵器の双方に対して同時に攻撃が行われる。同時に攻撃する理由は、一方に対する攻撃により、もう一方の防ぼう御ぎよも固められてしまう可能性が高いからだった。

「行動開始は本日十九時。日にち没ぼつを待って作戦を始めるものとする」

　季節は夏に移ろうとしているので、日没は夜の七時近い。攻撃を仕掛けるなら、日没後の方が人目に付き辛い。地底、地上双方の勢力の目に付きたくない訳だから、日没後の行動は必然だった。

「作戦の概がい要ようは以上だ。質問は？」

　キリハは作戦の最終確認を終えると、一同を見回す。その瞳ひとみはいつになく厳しい。今回ばかりは、彼女も笑え顔がおではいられなかった。そしてそれは、キリハだけには限らない。他の少女達にとっても、これは初めてのケース。彼女達の方から本格的な攻撃を仕掛けるのは、これが初めての経験だった。

「………では作戦会議は終しゆう了りようとする。各自、準備を始めてくれ」

　作戦について、質問は出なかった。誰もが十分に理解しているのだ。この先に待ち構えているのは、かつてないくらい厳しい戦いであるのだという事を。










　多くの人間を率いるクラノ＝キリハという少女にとって、素す顔がおの自分を見せられる相手は限られる。その数少ない相手の一人が、実の父親であるクラノ＝ダイハだ。そしてキリハは今、自分の部屋でダイハと通信をしている最中だった。

『………急進派の者達が、即そく時じ降こう伏ふくして従えと言ってきた。例の地震兵器、あれの存在をちらつかせてな』

「やはりそれが狙いでしたか」

『汝なんじに直接情報を与あたえる事で、情報の確認に要する時間を省略、我々に時間稼かせぎをさせない………マグズは手て強ごわい』

「どうなさるおつもりなのですか？」

『通信では言えん。………情けない話だ。娘むすめと腹を割って話せんとはな』

「同感です」

　重要な局面を迎むかえ、内通者や魔ま法ほう使つかいの存在を意識せざるを得ない今、ダイハは娘のキリハにさえ本当の事を口に出来ずにいた。そしてそれは、キリハにとっても同じ事。実の父親が相手であっても、キリハは作戦の内容を口にする事が出来なかった。それがキリハには情けなくもあり、悲しくもあった。おかげで表情は厳しいままで、父親に見せる表情としてはいささか不似合いなものだった。

『詳しよう細さいは追って連れん絡らくする。それまではキリハよ、己おのれの判断で行動するがいい』

　ダイハはキリハが急進派に攻撃を仕し掛かけようとしている事を知らない。だが、キリハの瞳に言い知れぬ決意が漲みなぎっているのは見て取れた。これでもダイハは人の親。キリハが何か大掛かりな作戦を抱かかえている事は想像がついた。そしてキリハが連絡を寄よ越こした理由がそれに絡からんでの事だと考えると、非常に納なつ得とくがいく。ダイハとしては、表面上は冷静に見えても不安を抱えている筈はずの娘を、何とか力付けてやりたいと思っていた。

「ありがとうございます、族長」

『汝の顔が見られて良かった。ところでキリハよ、また汝に見合いの話が来ているのだが―――』

「必要ありません。結けつ婚こんの相手ぐらい、自分で何とか致いたします」

『汝は結婚の事だけは、頑がんとして譲ゆずらんな。………あいつにそっくりだよ』

　ダイハは笑う。どれだけ厳しい状況にあっても、結婚の話を持ち出すと少しだけキリハは年とし頃ごろの少女らしい表情を見せてくれる。通信越ごしではこの程度しかしてやる事が出来ないのだが、多少なりとも父親らしい事が出来たので、ダイハは満足だった。










　通信を終えると、キリハはそのまま席に深くもたれかかって大きく息を吐はいた。戦いの前に父親の顔が見られた。あとは精せい一いつ杯ぱいやるだけだった。

「………あれがキリハさんのお父さんか」

　そんなキリハに声がかかる。その声の主は、キリハを探して彼女の部屋を訪おとずれた孝太郎だった。

「孝太郎………聞いていたのか？」

「悪い。盗ぬすみ聞きをするつもりはなかったんだが」

　孝太郎はキリハに書類を差し出す。孝太郎はこの書類を届ける為に、キリハの部屋を訪ねた。書類には多くの項こう目もくがあり、その全てに準備完かん了りようの印が付いている。あとは作戦決行の時間を待つばかり―――書類はキリハにそれを告げていた。

「どの辺から聞いていたのだ？」

「キリハさんの見合いの話ぐらいからかな」

「それは何も聞いていないのと同じだな」

「聞いたよ。キリハさんの結けつ婚こん話ばなしは実に興味深い話だった」

「気になるか？」

「俺おれが気になるのは、君がちゃんと幸せになれるかどうかだ」

「心配ない。将来設計はきちんとしている」

「ならいい」

　キリハは笑っていた。その笑顔を見た時点で、孝太郎は自分には出る幕はなかったようだと感じた。孝太郎はキリハがまた一人きりで落ち込んでやしないかと心配していたのだ。父親のダイハと話をした事で気持ちが強まったのか、それとも最初から落ち込んでいなかったのか。理由はともかく、孝太郎の心配は杞き憂ゆうだった。

「しかし………不思議なもんだ」

　そこで孝太郎は話題を変える。慰なぐさめはもう必要ない。他た愛あいのない話で構わなかった。

「何が不思議なのだ？」

「君は最初、侵しん略りやくに来た。なのに今、君は侵略を防ぐ為に頑がん張ばっているんだ」

「我の望む侵略は、奪うばい、奪われるようなものではない」

「その本音をなかなか明かしてくれないものだから………君には随ずい分ぶん振ふり回されたよ」

　キリハの侵略は、命や尊厳を傷付けるものではない。大地の民自体が非合法なので法律には従わない部分は多いが、それで誰かを傷付けたり損をさせたりはしないのだ。

　けれどキリハは最初、孝太郎にそうは言わなかった。それは時間を稼ぐ為と孝太郎の人となりが分からなかったからなのだが、そのせいで孝太郎はかなり苦労させられていた。

「今にして思えばおかしい事だらけなんだ。奪われる痛みを知っていると言いながら、埴輪のような兵器を量産して侵略すると言う………俺はもっと考えるべきだったんだ」

「騙だましてしまって済まなかった。しかし、そのおかげでしばらく急進派を静かにさせておく事が出来た。そして何より………想おもい出の人と再会する事が出来た」

　キリハはそう言って微笑ほほえむと、軽く胸に手を当てる。その手の下には、例のカードがしまい込まれている。キリハの想い人が、幼い頃の彼女にプレゼントしたカードだった。

「怒おこってはいないんだ。難しい立場だったのは、ちゃんと分かっているし」

「ありがとう、孝太郎」

　この時の孝太郎には、微笑むキリハの表情に十一年前の世界で出会った少女の顔が重なって見えていた。初めて見る地上の世界に瞳を輝かせ、そしてジェットコースターに乗れなくて落らく胆たんしていた少女。そのせいで、孝太郎の中では次し第だいにある願望が大きくなっていった。

「なあキリハさん」

「うん？」

「今日の事が全部無事に済んだら………またジェットコースターに乗りに行こうか」

　キリハは小さい頃からわがままを言わなかった。今も何か、我が慢まんをしているのかもしれない。だが戦いが終われば、彼女は我慢をしなくてよくなる。そして我慢を吐き出す最初の一つとしては、ジェットコースターが相応ふさわしいのではないか―――孝太郎にはそんな風に思えたのだ。

「………孝太郎………」

　だがここで思いがけない事が起こった。キリハは笑顔のまま、両目からぽろぽろと涙なみだを零こぼし始めたのだ。

「お、おい、どうした？」

　キリハが泣くとは思っていなかったので、孝太郎は心配になって彼女の顔を覗のぞき込む。するとキリハは涙でいっぱいになった瞳で孝太郎を見上げた。

「汝は今、取り返しがつかない事を言ったのだぞ………その自覚はあるか………？」

　両手を胸に当て、溢あふれ出そうとしている熱い感情を、懸けん命めいに抑おさえ込みながら。

「キリハさん………」

「それ、を………このタイミングで言われて、キリハとキィが何を想うのか………それが分からない程ほど、汝は鈍どん感かんではない筈だ………」

　キリハの中には二人の少女がいる。それは今ここにいるキリハ自身と、なかなか表に出てくる事が出来ない寂さびしがり屋の少女キィ。その二人には、ジェットコースターにそれぞれ別の想い出がある。そんな相手に、重要な戦いを控えたこのタイミングでジェットコースターに乗りに行こうと告げれば、特別な意味を期待させるのは必然だろう。

「分かってる。でも………他に相応しい言葉が見付からなかった」

　孝太郎にも重々分かっている。分かっていて、他の言葉が思い付かなかった。二人がこれまでに積み重ねてきた関係には、これ以上に相応しい言葉はなかったから。

「だったら………ひとつ、お願いしたい事がある」

「なんだ？」

「このまま汝に、抱だき付いても、構わないだろうか………？」

「………わざわざお願いするような事か？」

　こんな時にも遠えん慮りよをするキリハに、孝太郎は苦く笑しようして軽く両りよう腕うでを広げてやった。

「孝太郎っ!!」

　するとキリハは席を抜ぬけ出し、身体を投げ出すようにして孝太郎に飛び付いた。そして両腕でしっかりと孝太郎を抱き締しめる。孝太郎もそんな彼女をしっかりと抱き返した。そのままキリハは、小さく肩かたを震ふるわせながら泣き続ける。

「そういう訳だから、さっさと事件を解決するぞ」

　孝太郎はキリハの背中を撫なで始める。するとキリハはそのまましばらく孝太郎の腕の中で泣き続けた。

「うん………大好きだよ、おにいちゃん………」

　キリハには新たな目標が出来た。その為にも、全力を尽つくす。

　泣き続けてはいても、今の彼女の心の中は、強い前向きな力で満たされていた。










　行動開始の午後七時になると、孝太郎と六畳間の少女達、そしてサンレンジャー全員がエントランスホールに集まっていた。先に出発するのは孝太郎達地底へ向かうメンバー。残りの顔触れは見送りだった。

「コータロー、分かっておるじゃろうな？　そなたが負けてよいのは、我らが相手の時だけじゃ。他の何者にも敗北は許されぬ。万ばん物ぶつに勝利し、無傷で帰れ」

「無茶を言うな、無茶を。それはともかくティア、お前も気を付けろよ。お前はただでさえ目立つんだ。無茶をするんじゃないぞ」

「キリハ様、どうか御ご無ぶ事じで。それと、おやかたさまをよろしくお願い致します」

「ありがとう、ルース。孝太郎の鎧よろいのマニュアルには一通り目を通している。心配は要いらない」

「早苗さん、騎き士し団だんの制服を着る為にも、無事に戻もどって下さいね」

「うんっ！　………真希は藍あい色いろかぁ。あたしの制服は何色にしようかなぁ………ん～ふふふふ～」

「うぅっ、おなかいたいですぅ………」

「あら、流石さすがのゆりかちゃんも緊きん張ちようしているの？」

「がっ、がんばって食べ過ぎましたぁ………うぅうぅっ」

「全部終わったら、一緒にダイエットしましょ？」

「ハルミ、ＰＡＦの稼か働どう時間は二十四時間以上ありますけれど、余よ裕ゆうがあるうちにパワーパックを交こう換かんするように心こころ掛がけて下さいまし」

「常に不測の事態を意識して、という事ですね。分かりました、気を付けます」

　孝太郎と九人の少女達は互いの健けん闘とうと無事を願いつつ、別れの言葉を交かわす。作戦通りに進めば、この十人が再び顔を揃そろえるのは戦いが終わった後になる。それだけにいつものお別れのようにはいかず、どこか寂さびしげな雰ふん囲い気きが付きまとっていた。

　―――仕方ないよな。強くても普ふ通つうの女の子だ………。

　孝太郎には少女達の緊張が手に取るように分かっていた。孝太郎自身も、過去のフォルトーゼで大規模な戦闘が行われた時に感じていた緊張なのだ。少女達の中でこの緊張を知っているのはクランしかいない。

「サンレンジャー、みんなの事をよろしく頼む。みんなは強いが、実戦の経験はそれほど多くはないから」

　孝太郎はサンレンジャーに向かって頭を下げた。サンレンジャーは地上部隊なので、孝太郎の代わりにティア達に同行する事になる。サンレンジャーは戦闘力こそティア達に劣おとるものの、実戦の経験という意味では少女達を遥はるかに上回る。今回はその豊富な経験に頼たよりたい局面だった。

「任せて下さい、男だん爵しやくさん。俺達五人が自じ慢まん出来るのは、経験だけですから」

「男爵様に頼られてる!!　頼られてるぅぅぅっっ!!　いやあぁあぁぁぁぁんっ、しあわせぇぇぇぇぇっ!!」

「メグちゃん、大事な話をしているところだからこっちに居ようね」

「時々思うんだけどさ。メグミ姉ちゃんって、大物だよね」

「こんな時でも普段通り………確かにそうかもしれんな」

「頼むぞ、サンレンジャー」

「はいっ」

　孝太郎とケンイチは軽く拳こぶしを合わせる。戦士同士の約束は、いつの時代も変わらなかった。

「孝太郎」

　それを待っていたかのようにキリハが孝太郎を呼ぶ。孝太郎が声の方に目を向けると、そこには地底へ向かうメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

　六畳間の少女達からはキリハ、早苗、ゆりか、晴海の四名。そしてキリハの部下が二十名。これに孝太郎を加えた総勢二十五名が、地底へ向かうメンバーだった。

「それじゃ、行ってくる。そっちも気を付けて」

　孝太郎は後に残る仲間達に別れを告げると、地底部隊の列へ向かう。

「者共、必ず無事に帰るのじゃぞ！」

「おやかたさま、留守はお任せを！」

「虹にじ野のゆりか！　真ま耶や様には気を付けて！」

「キィ！　あなたは一人ではなくてよ！　仲間を頼りなさい！」

「みんな、しっかりね！」

　孝太郎と地底部隊に向かって、多くの声が飛ぶ。それは思わず立ち止まりたくなる声ばかりだったが、孝太郎は振ふり向かずにそのまま列へと加わった。

　こうして孝太郎達は多くの人間に見送られ、地底へと向かったのだった。










　孝太郎達が地底へ向かうのに利用したのは、数十年前に閉鎖された通路だった。

　地上から地底へ向かう通路は幾つか存在しているのだが、その内の一つが人口の減少により人が住まなくなった旧市街へ続いている。だが住む人がいなければ、自然とその通路を使う者もいなくなる。言ってみれば、時代に忘れ去られた場所だ。閉鎖さえ破ってしまえば秘ひ密みつ裏りの潜せん入にゆうにはもってこいの場所と言える。

　キリハが武力行使を考えている事はギリギリまで急進派には知られたくないので、一行は正規のルートを使わずに秘密裏に地底へ向かっていた。

『じゃっ、ちょっと向こう見てくるネ』

　早苗は元々幽ゆう霊れいであった彼女だけで身体を抜け出して、閉鎖された扉とびらを通り抜けて向こう側の様子を見に行こうとしていた。

「早く帰って来てね、早苗ちゃん！」

　後に残されたもう一人の早苗―――つまりは病院に入院していた早苗―――は、心配そうな様子でその姿を見送る。幽霊の早苗はその視線を知ってか知らずか、音もなく扉の向こうに消えていった。

「どんな様子だ？」

「え、えと………近くには誰もいないようです」

　孝太郎に乞こわれると、この場に残った『早苗さん』は、扉の向こう側にいる『早苗ちゃん』が見聞きした事を報告していく。二人の早苗は完全に分ぶん離りした訳ではなく、霊力で編まれた線で繋つながっていた。二人に分かれているように見えても魂たましいはあくまで一つで、記き憶おくは共有されている。彼女達は二人に見える一人なのだった。

「コウモリやモグラ、虫の気配なんかはあるみたい、です」

「ひぃぃぃぃぃっ!!」

　虫という単語が出た途と端たん、ゆりかが悲鳴を上げる。彼女は虫が苦手なのだ。

「お前、カブトムシは平気だったじゃないか」

「クモやゲジゲジみたいに、気持ち悪いのとか、毒のあるのが苦手なんですよぅ～」

　シュッシュッ

　ゆりかは半泣きで虫むし除よけスプレーを撒まき散らす。地底世界へ行くと決まって、ゆりかが真っ先に用意したのがこの虫除けスプレーだった。

「カラマ、コラマ、開けてくれ」

『了りよう解かいだホー、姐あねさん！』

『任せるホー！』

　ゆりかがまだスプレーを撒いている間に、キリハは二体の埴はに輪わに命じて、扉の開放を試みた。まずカラマが自身の霊子力ジェネレーターと扉とをケーブルで繋ぎ、エネルギーを供給する。これにより息を吹ふき返した扉のコンピューターを、コラマが解かい析せきしてロックを外す。その間にかかった時間は数十秒といったところ。数十年放置された扉と、設計は古くとも改良が繰り返された埴輪とでは性能が桁けた違ちがいなので、彼らが苦労した様子はなかった。
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『孝太郎、開けてくれだホー！』

『力仕事は任せるホー！』

「はいはい」

　着ていると目立って仕方がないので、孝太郎はまだ鎧を着ていない。だがそれでも一行で一番の力持ちなのは孝太郎だった。

「よいしょっ」

　ガコンッギギギギギッ

　孝太郎が扉の取っ手を掴んで思い切り引っ張ると、扉は耳みみ障ざわりな音を立てながら、ゆっくりと開いていった。そして開いた扉の隙すき間まから『早苗ちゃん』が戻ってくる。

『ただいまっ！』

　そして彼女は元気な笑顔を振り撒きながら、孝太郎の背中にしがみついてしまう。

「早苗、帰る場所が違うだろ。あっちだ、あっち」

　孝太郎は『早苗さん』の方を指さす。

「早く帰って来て、早苗ちゃん！」

　内気な彼女は大好きな孝太郎の傍そばにいるのが恥はずかしくて仕方がなく、早さつ急きゆうに『早苗ちゃん』との融ゆう合ごうを求めていた。

『………あんたね、好きなら好きで堂々としてなさいよね』

「意地悪言わないでよぉ～～～」

「早苗、早く元に戻れ。すぐに行くぞ」

『こうした方が、孝太郎も暗いところが良く見えるんだよ。ホラ』

　早苗も状況は分かっているので、遊んでいる訳ではなかった。孝太郎の霊視の力は早苗が与えているものなので、元々彼女の方が大きく勝っている。だが早苗が背中にくっついていれば、食事の味が分かる仕組みの逆で、彼女の霊視の結果が孝太郎に伝わる。電気が通っていない通路を歩くには確かに便利だった。

「そういう事か。なら、このまま行こう」

『分かったら、ちゃんと褒ほめやがれ』

「えらい、えらい」

『ふふ～ん』

「この状態なら俺が先頭がいいだろう。みんな、付いて来てくれ」

『しゅっぱーつ！』

「待ってぇっ！　置いてかないでぇっ！」

　孝太郎は背中に『早苗ちゃん』を乗せたまま、通路に入っていく。そんな二人を『早苗さん』が慌あわてて追いかけていった。そんな孝太郎達を見て、晴海とキリハが笑い合う。

「なんだか不思議な光景ですね？」

「気持ちが先走るという言語的な表現を、自分の目で見るとは思わなかった」

「本当にそうですね。ふふふっ」

「ま、待って下さいよぉ～～～！」

　そして晴海達やキリハの部下達も孝太郎の後を追う。

　こうして孝太郎達一行は、大地の民の支配する領域へと踏ふみ込んだのだった。










　地底世界へ続く通路はデザインこそ古いものの、作りはしっかりとしていた。壁かべや床ゆかはコンクリートに似た素材で表面を覆おおわれ、美しい平面を作り上げている。それらは使われなくなって数十年の時を経ても劣れつ化かした様子は見られない。建築技術の高さが窺うかがえる作りだった。

「………キリハさんの部屋とどことなく似た印象があるな」

　通路を見た孝太郎はそんな感想を持った。質素だが堅けん実じつな作りは、一〇六号室の地下にあるキリハの私室の雰囲気に通じるものがあった。

「同じ伝統的な工法で作られたものだからな」

「そうか………建築技術が進んでいると、コンクリートみたいなものまで伝統工法なんだなぁ」

「湿しつ気けと圧力に耐たえる技術は、我らに一日の長がある」

「今後はそういう分野に進出すると、特許とかで有利かもな」

「なるほど、覚えておこう」

　一行はそういう古いのに近代的な通路を進んでいく。先頭は『早苗ちゃん』を背負った孝太郎。それにキリハ、『早苗さん』、晴海、ゆりかが続き、最さい後こう尾びがキリハの部下達二十人。二十五人もいれば本来は相当騒そう々ぞうしいのだが、彼かれらはゆりかの魔法で足音を消して進んでいるので、物音一つない。霊力で敵を探しつつ、魔法で気配を消して進む。理想的な潜入方法と言えるだろう。

『孝太郎、止まって！』

「何かいます！」

　孝太郎の背中に乗っている『早苗ちゃん』が身を乗り出して通路の奥おくに目を凝こらすのと同時に、『早苗さん』が孝太郎の手を掴んで歩くのを止めさせる。二人に見えてもその実一人。連れん携けいは完かん璧ぺきだった。

「早苗、何かって何だ？」

『人間じゃないみたい。なんだかカラマちゃん達に似てる感じ』

「この通路の先に二つ曲がり角があって、その向こう側にいます。近付いてきてるけど、こっちに気付いた訳じゃないみたい、です」

「キリハさん、何だと思う？」

「多分、カラマやコラマと同じ、自立型の霊子力兵器だろう。こうした僻へき地ちの警備にはもってこいだからな」

　カラマやコラマのような霊子力兵器は、自身の魂が発する霊力と、周囲から吸収した霊力を使って、身体を動かしている。その為ため、身体に使われているパーツや触しよく媒ばいが消しよう耗もうするまでは基本的に補給を必要としない。侵しん入にゆう者しやの確率は低いが、完全に無人には出来ない場所を警備させるには非常に便利な存在だった。

『こういう場所が得意なの？』

『違ちがうホー。おいら達は狭せまくて暗いの苦手だホー』

『急進派には平気なヤツらがいるんだホー』

「もしかしてぇ、テーマパークに攻せめてきた土ど偶ぐうみたいなヤツですかぁ？」

「多分、その筈だ。万が一に備えて、急進派はここにも警備を配置していたのだろう」

　穏おん健けん派はが使う霊子力兵器には、日常的な警護や召めし使つかいとしての役割が求められるので、人間に近い魂が与えられている。その為、一人でいると寂しくなる。カラマやコラマは特にその傾けい向こうが強いが、穏健派では全体的にそういう傾向になっている。

　だが急進派が使う霊子力兵器は純然たる兵器としての役割しか求められない。結果的にその魂は非常に機械的なものになる。これは魂というよりも、コンピューターのプログラムに近い代しろ物ものだ。だからどんな仕事であっても文句を言わないし、寂しいとも思わない。効率的ではあるが、道具に対しての愛着が感じられない。大地の民たみにも、長年使い続けた道具には魂が宿るという考え方がある。そこに照らすと、急進派は文字通りに急ぎ過ぎているという事になるだろう。

「それでクラノさん、どうなさるおつもりですか？　早く決めないと、その土偶がやって来てしまいます」

　晴海が指し摘てきする通り、急進派のものと思おぼしき霊子力兵器は今も接近中だ。早々に対策を考える必要があった。

「少し通路を戻って迂う回かいしよう。見付かりたくないし、倒たおす訳にもいかない」

　キリハはすぐに決断した。

　この場所に霊子力兵器が単独で配置されているのは、侵入者を阻そ止しする為ではなく見付ける為だと考えて間ま違ちがいない。ここで発見し、戦い易やすい場所で迎げい撃げきすればいい。無理にここで倒す必要などどこにもないのだ。

　そうなるとこの霊子力兵器はやり過ごすのが一番いい。見付かっても倒しても、ここに孝太郎達たちがいる事を急進派に教えてしまう事になるからだ。

「よし、すぐに行こう。それとゆりか、念の為にカモフラージュの魔ま法ほうを強くしてくれないか？」

「わかりましたぁ」

　孝太郎の指示に従い、ゆりかはすぐに魔法の杖つえを構える。そしてその魔法の発動を待って、孝太郎達は足早に来た道を引き返していった。










　キリハの予想通り、早苗が感じ取った異常は土偶型の霊子力兵器だった。大きさはカラマやコラマの何倍もあり、形状も刺とげ々とげしく兵器に相応しいシルエットをしている。人数で大きく上回るので倒すのは簡単だが、一対一なら危険な相手だっただろう。

　孝太郎達は土偶との接せつ触しよくを避さけ、通路を迂回した。ゆりかの魔法の助けもあり、土偶に見付かる事はなかった。そして今は再び孝太郎を先頭にして通路を進んでいた。

『ねー、キリハ、後どのぐらい？』

「もう少し進むとエレベーターがある。それに乗れば相当深い場所まで降りられる。距きよ離り的てきにはまだ半分も来ていないが、時間的にはもう少しだ」

『ふぅん、もうちょっとなんだ。ねえねえ、晴海、大だい丈じよう夫ぶ？』

「大丈夫です。ありがとうございます、東ひがし本ほん願がんさん」

『何かあったら、すぐリーダーのあたしに言うのよ？』

「はい。ふふふ………」

　土偶をやり過ごしてからは取り立てて大きな脅きよう威いもなく、無事に次の目的地に辿たどり着く事が出来た。そこは地底世界へと通じる、輸送用の大型エレベーター。土偶が移動に使っているからか、その操そう作さ盤ばんには明かりが灯ともっていた。

「これに乗るんですかぁ？」

　エレベーターの前にやってくると、ゆりかは何気ない様子でエレベーターの呼び出しボタンを押おそうとする。

「待った待ったぁっ!!」

　孝太郎はゆりかがボタンに触ふれる直前に、彼かの女じよを捕つかまえて引き戻した。

「きゃあっ!?　なっ、なんなんですかぁっ!?」

　突とつ然ぜんの事に、ゆりかは目を白黒させる。孝太郎はまだボタンが押されていない事を確かく認にんすると、ゆりかを抱き抱えたまま大きく安あん堵どした。

「勘かん弁べんしてくれよゆりか。エレベーターが動いたら、流石さすがに気付かれるだろう？」

「あ、そ、そうでしたっ、すみませぇんっ」

　ゆりかも事情を悟さとり、頬を赤く染める。

　急進派が待ち伏ぶせをするなら、このエレベーターの出口が一番理想的だ。孝太郎達がエレベーターに乗った事を悟られれば、エレベーターから出た途端に攻こう撃げきを受けるのは目に見えていた。

「ここはもう敵地なんだ。慎しん重ちようにな、ゆりか」

「は、はいぃ………」

　ゆりかが頷うなずくのを見て、孝太郎は肩を落としつつ彼女を解放した。自由になったゆりかは、頬ほおを赤らめたまま孝太郎を目で追い続ける。

　―――もう少しこう、リアクションがあってもいいと思うんですけどぉ………仮にも女の子を抱き締めてた訳ですからぁ………。

　緊急時でそんな事を意識している場合ではない事は重々分かっているのだが、ゆりかは孝太郎に女の子として意識して貰もらえなかった事が残念だった。

「キリハさん、何とかなるんだろう？」

　孝太郎はそんなゆりかの思いをよそに、キリハに話し掛かける。ゆりかはしばらくキリハを見つめた後、自分の胸に目を落として溜ため息をついた。

「うむ。セキュリティは施ほどこされているが、なにぶん作られたのは数十年前だ。現在の技術には比べるべくもない」

『ホー、おいら達に任せるホー』

『ホホー、今回は大だい活かつ躍やくだホー』

　カラマとコラマがエレベーターの操作盤を弄いじり始める。それは監かん視しカメラやフロア表示といった各種セキュリティを誤ご魔ま化かす面めん倒どうな作業なのだが、キリハが言う通り埴はに輪わ達が苦労した様子はなかった。










　エレベーターを乗り継つぎ、階段や通路を歩く事しばし。最初の扉から一時間ほどの時間が経たった頃ころ、孝太郎達は遂ついに地底世界へと辿り着いていた。

「これがクラノさん達の故郷………」

　初めて地底世界の様子を目まの当たりにした晴海は目を丸くする。彼女の目の前には、一目では地底とは分からない程に、見事な都市の夜景が広がっていた。そんな晴海にキリハは笑いかける。

「そう………ここは我ら大地の民が数百年かけて作り上げた地底最大の都市、シアルの里だ」

　その笑え顔がおがどこか誇ほこらしげなのは、この場所は彼女達大地の民にとって特別な意味を持つ土地だからだった。

　大地の民の伝承によると、その祖先は大罪を犯おかして故郷を追われた罪人であったのだという。流る浪ろうの旅の末に吉きつ祥しよう春はる風かぜ市の周辺に辿り着いた彼らは、そこを第二の故郷と定めて細々とした暮らしを始めた。彼らは高い技術力を持ってはいたが、過去の罪を顧かえりみて権力とは距きよ離りを置いた。その為、彼らの繁はん栄えいは非常に狭い範はん囲いに留とどまった。

　優すぐれた技術と文化に裏打ちされ、彼らの平和な暮らしは長く続いた。だが時間の経過と共に周辺に住む人間達の文明化が進み、お互たがいの生活領域同士が接触するようになった。そうなると自然と摩ま擦さつが生じるようになる。その摩擦が一定のラインを超こえた段階で、大地の民の祖先は地下へ移り住む事を決めた。技術で勝まさる彼らが周囲の人間達を制圧するのはそう難しい事ではなかったのだが、彼らの伝承や神話は支配や権力が破は滅めつをもたらす毒である事を告げていた。そこで彼らは技術や文明の放ほう棄きと引き換かえに地上へ残る事を選せん択たくした一部の者達を除き、その殆ほとんどが地底へと移り住んだ。この結果、大地を住すみ処かとする一族、大地の民が誕生した。

　そこからの暮らしは決して楽ではなかった。しかし大地の民は一丸となってこの困難に立ち向かい、地底に立派な集落―――シアルの里を築き上げた。以来数百年、少しずつ拡大を続けた集落は近代的な都市へと生まれ変わった。結果的に、大地の民は争いを放棄してなお繁栄を手にした。だからこの都市は多くの者達にとって故郷であるのと同時に団結と誇りの象しよう徴ちようでもあるのだった。

「でも………こっち側は暗いね？」

　大地の民の故郷、シアルの里は地下にあった巨きよ大だいな空くう洞どうを埋うめ尽くすようにして都市が築かれた。今は夜なので太陽代わりの照明は落とされているが、個々の家の窓からは煌こう々こうと明かりが漏もれていて、美しい夜景を作り上げている。しかしその夜景は北側の領域に限られていた。孝太郎達がいる南側は、何な故ぜか明かりが殆ど見当たらない。早苗にはそれが不思議で、しきりにあたりを見回していた。

「こちら側は旧市街………人口が減って、今は使われていないのだ」

　早苗の疑問に答えたのはキリハ。しかし彼女の表情は寂しげだった。

　かつては隆りゆう盛せいを誇った大地の民も、地上の発展に伴ともない人口が減り続けていた。今の人口は最盛期の半分以下。その為、南側の地区は放棄されて使われていない。なまじ建築技術が優れているから、住む者を失っても街並みはそのまま残っている。在りし日の残像、目で見て分かる滅ほろびの兆候、それが旧市街。大地の民として生まれ育ったキリハにとって、住む者のない街を眺ながめるのは悲しい。無人の街を見ていると、団結と誇りが失われつつあるのだと、見せ付けられているような気分になるのだった。

「それでぇ、これからどこへ向かうんですかぁ？」

「旧市街にある衛えい士しの詰つめ所で味方と合流する。こっちだ」

　キリハは一行を先導して旧市街の街かい道どうを進み始める。目的地はかつて衛士の詰め所だった場所。地上の言葉で言い換えると、警察署にあたる場所だ。そこで地底にいる穏健派の勢力と合流し、急進派との戦いに備える事になっていた。

「クラン、クラン」

　孝太郎はキリハの後を追いながら、腕うで輪わを使ってクランとの通信回線を開いた。

『なんですの？』

　すぐにクランの立体映像が現れる。彼女は宇宙船で全員のバックアップを担当しているので反応は早かった。

「大地の民の里に着いた。例の発信器の電波は拾えないか？」

　孝太郎の言う例の発信器とは、急進派の工場で五台のトレーラーに取り付けたものだった。そのうちの一台が地底に向かったのは確認されているので、孝太郎はその行き先が知りたかった。その行き先が急進派の拠きよ点てんである可能性は非常に高かったから。

『ちょっとお待ちなさいな』

　クランは孝太郎の腕輪を遠えん隔かく操作し、問題の発信器の電波を拾おうとする。

『まだ距離があるせいか、大まかに北というぐらいしか分かりませんわね。もう少し時間が経てば、解析する事もできますけれど』

　しかし残念な事に、まだはっきりと位置を割り出すまでは至らなかった。孝太郎がもっと発信源に近付くか、時間をかけて解析するかのどちらかが必要だった。

「データを取り続けて、解析してくれ」

『結果が出たら連れん絡らく致いたしますわ』

「頼む」

　そうして孝太郎がクランとの話を終えた、まさにその時。

　ズドンッ

　北側にある新市街で爆ばく発はつが起こった。それはあまり大きな爆発ではなかったが、一度では終わらなかった。まるで轟とどろく雷らい鳴めいのように、爆発は何度となく繰くり返された。驚おどろいた孝太郎達は一いつ旦たん足を止め、新市街の方に目を向ける。すると煌きらびやかな夜景の一角に、燃え盛る炎ほのおが見えた。爆発で生じた炎が、街を燃やしているのだろう。

「火事………爆発事故でしょうか？」

『晴海ちゃん、あれは違うホー！　あの場所には爆発するようなものはないホー！』

『姐あね御ご、距離と爆音から推定すると、携けい行こう火器による爆発である可能性が高いホー！』

「まずい………急進派が先に手を打ってきたか！」

　キリハは表情を強こわ張ばらせた。地底の穏健派が、このタイミングで攻撃に出る事は考えにくい。穏健派の性質上、仮に戦うにしても正式に急進派の降こう伏ふく要求を蹴けった後になる筈はずなのだ。この場合、返答の遅おそさに痺しびれを切らせて急進派が攻撃を始めたと考える方が自然だった。

「キリハさん、味方との合流を急ごう！　全てはそこからだ！」

「そうだな。ありがとう、孝太郎。………皆みな、付いて来てくれ！」

　事態は風雲急を告げる。孝太郎達には立ち止まっている暇ひまはなかった。
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　孝こう太た郎ろう達たちの出発から遅おくれる事三十分。ティアに率いられた地上部隊も移動を開始していた。彼女達が目指すのは吉きつ祥しよう春はる風かぜ市の沖おき合あいにある無人島。住む者は誰だれもいない筈のその島には、急進派が秘密裏に作り上げた基地がある。そしてその中では、地上と地底の双そう方ほうを破は壊かいし得る、広域破壊兵器の建造が進められている筈だった。ティア達地上部隊は、その広域破壊兵器―――アースドラゴンの破壊が目的だった。

　六畳間の少女達とサンレンジャー、そしてキリハの部下八十名は『揺ゆり籠かご』の貨物室で目的地への到とう着ちやくを待っている。誰の表情も硬かたい。今日の戦いは地上と地底双方の未来を握っていると、誰もが理解していた。

「………僕ぼく、こんな乗り物初めて見たよ」

「俺達も妙みような道具は沢たく山さん持っているが………コイツはそんな次元じゃないぞ」

　そんな中で、一番大きく動どう揺ようしていたのがサンレンジャーだった。彼らが動揺していたのは戦いそのものにではなく、自分達を運んでいる奇妙な乗り物についてだった。

　曲線を多用した見た事もないデザイン。離陸時にブースターの音はしていたものの、飛行機よりもずっと静かに飛んでいる。また飛行は非常に安定していて、殆ど揺れない。船内の案内は見た事もない文字や記号が並んでいて、国際標準の英語すら見当たらない。

　他国で開発された秘密兵器―――サンレンジャーは最初そう考えていたのだが、段々とその自信も薄うすれてきている。彼らはまるで別世界に放り込まれたかのような感覚を味わっていた。知性派のコタローやハヤトは、特にその傾向が強かった。

「みんな、確かに不思議だけど、深く考えるのはよそう。誰にだって事情はある。重要なのは、これのおかげで敵にばれずに上陸できるって事の方だろう？」

　ケンイチにも疑問は多かったが、そこはあえて追つい及きゆうしないつもりでいた。

　サンレンジャーはこの戦いに参加するが、それはあくまで非公式の協力であり、政府が関係している事を公にしたくない事情があった。同じ事が他の者達で起こっていても不思議はない。複数の思おも惑わくが絡からむ以上、味方であるうちはそこに触れないのがお互いの為だった。

「………気を遣つかわせて済まんな、レッドシャイン」

　近くで話を聞いていたティアが苦く笑しようする。本当の事を言えば侵略者である以上、ティアは広義ではサンレンジャーの敵にあたる。真実を口にしても、彼らが理解してくれるかどうかは難しい。ここはケンイチの気遣いがありがたかった。

「いえ、そんな………お互い様ですし」

「わらわ達の立場は複雑じゃが………一つだけ確かな事がある」

　言えない事は多かったが、それでもティアには伝えておきたい事があった。それはティア達が、サンレンジャーの味方であるという事だった。

「わらわ達はコータローが戦うと決めたものとだけ戦う。それ以外とは戦わぬ」

「男だん爵しやくさんの………」

「わらわ達を信じずともよい。じゃが………あやつの馬ば鹿か正直さだけは信じてやってほしい。これはわらわ達の総意じゃ」

　ティア達の関係を支えているのは、積み重ねた想おもいと時間だけ。それらしい原因や理り屈くつなど初めから存在していない。それを他人に理解して貰うのは難しいだろう。だから中心人物である孝太郎を信じて欲ほしいと願う。それ以外に、ティア達には自分達がサンレンジャーの味方であると示す方法がないのだった。

「男爵さんの判断なら、安心ですね」

　ケンイチは笑顔で頷いた。ティアの言葉はケンイチにも理解し易いものだった。ケンイチの目標は悪あく魔ま男爵に戦って貰えるような、立派なヒーローになる事。その悪魔男爵の判断であれば、疑う理由はなかった。

「そうよみんなぁ♪　男爵様がぁ、本気の目をなさっている時点でぇ、この子達が何者であるかなんて関係ないのよぉ♪　コタローもハヤトもおバカさんなんだからぁ♪」

「この乗り物の保存食は凄すごく美お味いしいんだ。美味しいものを作れる人は、絶対に悪い人じゃないよ」

　メグミとダイサクは終始一いつ貫かんしていた。この二人は最初から孝太郎達に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている。騙だまされ易いとも言えるだろうが、この状じよう況きようでは二人の判断は正しかった。

「アレだよね。子供を泣かせる展開だけは避けたいよね」

「ああ。太陽部隊を名乗る以上は、正道を歩むべきだろう」

　コタローとハヤトはすぐに『揺り籠』の正体を考えるのを止めた。二人ともティア達を疑いたい訳ではないのだ。ただ、見慣れないものと遭そう遇ぐうして動揺していただけ。そして少し前に出会った、地底人の子供達を落らく胆たんさせたくはないから。

「ありがとう、サンレンジャー。そなたらは………本物じゃな」

「まだまだです」

「当然じゃ。本物は常に高みを目指す」

「デビル姫ひめさん………」

「今日は頼むぞ、サンレンジャー」

「はいっ、よろしくお願いします！」

　緊きん張ちようは隠かくせないものの、ティア率いる地上部隊八十九名の結束と士気は高い。これから始まる戦いの厳しさは明らかだが、ティア達自身が問題を抱かかえていないのは好材料の一つと考えていい筈だった。










　地上部隊が上陸したのは、問題の島の南側にある海岸。急進派の基地は、この場所から小高い山を挟はさんだ北側にある。クランの『揺り籠』は隠おん密みつ性せいの高い宇宙船だが、過信はせずにこれ以上の接近は徒歩で行われる事になっている。だから『揺り籠』はティア達を降ろすと早々に飛び去った。ここから先はティア達だけで進まなければならなかった。

　基地へ接近するまでは何よりも隠密性が求められる。そこで彼女らはまず周囲の安全確認からスタートした。

「………敵の気配はないわね」

　静しず香かは周囲に視線を走らせながらそう報告する。夜になって周囲は暗かったが、火か竜りゆう帝ていをその身に宿した静香には暗くら闇やみなど関係ない。また格かく闘とう技ぎで鍛きたえられた気配を読む力も竜の影えい響きようで拡大し、周辺一帯の生き物の気配を捉とらえている。そこには人間の気配は含ふくまれていなかった。

「魔ま力りよくも感じられませんね」

　隣となりにいる真ま希きが静香の報告を補足する。真希が魔法を使って調べたところによると、周囲に魔法がかけられている気配はない。真希は真ま耶やによって魔法の防ぼう御ぎよ網もうが張り巡めぐらされている事を心配していたのだが、それは杞き憂ゆうに終わっていた。

　―――真耶様が油断したとは思えない………機械の身体に変わった影響でこちらが思っている以上に魔法が使い難にくいのか、それとも何か狙ねらいがあるのかしら………？

　真希は師し匠しようの事を誰よりもよく知っている。とりあえず魔法の気配がなくても、警けい戒かいは怠おこたらないつもりだった。

「ルース、どうじゃ？」

「電磁波、重力波、霊波、どのセンサーにも反応はありません。どうやらこの辺りは警戒の対象外のようですね」

　科学的なアプローチはルースが担当する。彼女は頭上に浮うかべた警戒用の装置を操あやつり、周囲の様子を探さぐった。この装置は霊波も感じ取れるように改造されており、霊子力に関する技術も感知出来る。だが各種センサーには反応はなく、科学的にもこの場所が安全であるという結論が示された。

「ふむ………まずは上陸成功、というところか」

　三人の報告を受け、ティアは満足げに頷く。するとこれまで黙だまって様子を見ていたサンレンジャーが意見を述べ始めた。

「そいつは山一つ挟んでいるからだろうな」

「でも安心は出来ないと思うよ。僕ならあの山の天辺てつぺんから、カメラでこっち側を監視するもの」

　小さいながらも山一つ挟んでいるので、島の全域を見張るのは効率的ではない。基地のある北側を集中的に見張り、南側は山頂からの監視カメラで対応。警備体制としてはそれぐらいが妥だ当とう―――サンレンジャーは経験的にそのように判断していた。

「デビル姫さん、先を急ぎましょう。夜とはいえ、この場所は目に付きます」

「そうじゃのう。者共、警戒は緩ゆるめず、このまま前進するぞ」

　ティアはサンレンジャーの助言を受け入れ早々に決断を下すと、自ら先頭に立って歩き始める。予定通りならあと三十分ほどで孝太郎達が地底世界に到着する。攻撃開始はその更さらに先になる筈だが、余よ裕ゆうをもってその時間を迎むかえたかった。










　無人島とはいっても、日本のすぐ近くに浮かぶ小島なので、そこには別に特別なものがある訳ではない。動植物は見慣れたものしかなく、気候も変わらない。またかつては住人があったらしく、生活用の砂じや利り道みちも残されている。おかげで夏の気温や湿しつ度ど以上に、戸と惑まどうようなものはなかった。

　地上部隊の一行は落ち着いた様子で道を進んでいく。ルースを除けば運動能力には定評のあるメンバーなので、その足取りは軽い。

「こういう時に魔法のありがたさが身に沁しみます」

　そのルースも、一行に遅れる事なく付いて来ている。これは真希の魔法の影響だった。真希はルースに二つの魔法をかけた。それは体力を僅わずかに引き上げる魔法と、周囲の気温を僅かに下げる魔法だ。それぞれの効果は僅かだが、同時に使う事で相乗効果がある。おかげでルースの息が上がる事はなく、普ふ通つうに一行に付いて来られていた。

「お役に立てて良かったです、副団長」

「助かります、藍あい騎き士し殿どの」

　サトミ騎き士し団だんは青騎士が組織した史上初の騎士団―――と言えば聞こえはいいが、今のところ孝太郎以外の団員は二人だけ。現状では騎士団の武器は二人のチームワークのみ。だが幸いな事に、そのチームワークは良好だった。

「いいなあ、楽しそうで………私も入れて貰おうかしら」

　静香が羨うらやましそうに目を細める。高校ではお料理研究会に参加している静香だが、その活動はあくまで料理の研究に留まっている。静香にはサトミ騎士団の様子が、体育会系の部活動のように感じられ、羨ましく思っていたのだ。

「そうして貰えると助かる。団員の過半数が非戦闘員の騎士団は問題じゃ」

　団長の孝太郎、副団長のルースは紛まぎれもない騎士なのだが、真希はどちらかというと会計係に近い。そして近々入団予定の早さ苗なえと晴はる海みは、それぞれ家事手伝いと秘書の役職を希望している。このままでは遠からず文系の騎士団に変わるのは明白。騎士団はあくまで騎士団であるべしと願うティアにとって、戦士の入団は急ぐべき課題だった。

「だったらここはひとつ、姫騎士ティアミリスで水増ししてはどうかしら？」

「サトミ騎士団の危機に颯さつ爽そうと駆かけ付ける謎なぞの美少女騎士。その正体はなんとティアミリス皇女………うむ、その路線も悪くないかもしれんのう」
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　ティアの脳のう裏りに、花をモチーフにした可か憐れんなデザインの防具で身を固め、宝石をちりばめた仮面で目元を隠した自身の姿が浮かぶ。孝太郎に守られっぱなしになるよりも、時々そうやって守りに行くのも悪くない気がした。

「待って、ティアちゃん」

　だが次の瞬しゆん間かん、静香の笑顔が一気に消え失うせる。

「………何かいるわ。正面の茂しげみ」

　静香の鋭えい敏びんな感覚が、何者かの気配を捉える。正面やや左手にある茂みの向こう側に、敵意を持った何かが存在していた。

「全員動くな。ルース、十一時方向五十メートル」

　ティアは後続の八十五名に手で合図を送ってその歩みを止めさせると、静香が指摘した場所をルースに調べさせる。静香が表情を変えた以上、小動物という事はない。危険が迫せまっていた。

「殿でん下か、中型の獣けものの群れのようです。数は四」

「まずいわ………魔法の反応がある。魔法で作られたか、強化された生き物よ」

　すぐにルースと真希が敵の正体を教えてくれた。茂みの向こうに隠れているのは、魔法で作られたか強化された、中型の獣であるらしい。

「総員戦闘態勢。ただの獣と思うな。見付け次第倒すのじゃ！」

　この時点でティアは交戦は避けられないと判断していた。

　―――島の南側は魔法の獣の縄なわ張ばりにして巡じゆん回かいさせる。エサは自分で捕とるし、多少の傷なら治る………長期に亘わたる広域警備としては理想的じゃの。

　急進派にも警備用の霊子力兵器はあるが、不規則で広大な地形を長期に亘って巡回させる場合はどうしてもメンテナンスの問題が生じる。エネルギーは周囲の霊気から吸収できても、機械部分へ徐じよ々じよに蓄ちく積せきする疲ひ労ろうだけはどうにもならないのだ。

　その点、魔法で制せい御ぎよされた生き物は、生き物であるが故にメンテナンスを要しない。警備させたい場所を縄張りとして刷り込めば、その命が尽つきるまで補給もメンテナンスもなしに警備を続ける。魔法は手作業なので数が用意できない傾向にあるが、この使い方なら数は問題にならない。急進派は、供きよう与よを受けた魔法の技術を効果的に運用しているのだ。そしてその考え方が正しい場合、獣は襲おそってくる。準備の遅れは命取りだった。










「部隊ごとに散開、各隊指揮官の判断で戦闘に当たれ」

　六畳間の少女達はある程度の距離をとって散開。そしてそのそれぞれに二十名ずつの穏健派の兵士が付き従う。六畳間の少女が、穏健派の兵士二十名の指揮を執とる。これが地上部隊の戦い方だった。

「サンレンジャー、戦い方は任せる。そなたらの判断で戦ってくれ」

「了りよう解かいです」

　そして残りの五名、サンレンジャーは遊ゆう撃げき隊たい扱あつかいだった。これは政治的に微び妙みような立場にある事と、その豊富な経験を生かして戦術的なバックアップをして貰う為だった。

「出てくるわ。みんな、落ち着いてね」

　その静香の言葉が終わらないうちに、茂みの中から四頭の獣が飛び出してきた。獣達は一見犬のような姿をしていたが、その身体は犬の標準を大きく上回っている。それは犬をベースにして魔法で作り上げられた、生物兵器だった。

『バウバウッ、ガウゥゥゥッ!!』

　縄張りを荒あらされた事に怒おこった獣達は、激しい咆ほう哮こうを上げながら地上部隊に突っ込んでいく。そのスピードは速い。犬の限界を遥はるかに上回り、まるでチーターのような勢いだった。しかも知ち恵えもあるようで、銃じゆうで攻撃されないように、まるでガゼルのように左右に身体を振ふりながら移動していた。狙いは指揮を執る少女達。獣の本能は、誰がリーダーなのかを正しく見み抜ぬいていた。

　これに対し、穏健派の兵士達は綺き麗れいに二列に整列して獣達を迎え撃うった。しかし余りに素す早ばやい獣達の動きに翻ほん弄ろうされ、兵士達が放った霊子力のビームは獣達に命中せず、そのまま虚こ空くうへと飛び去っていった。

　非ひ凡ぼんな運動能力で銃撃の雨をやり過ごした獣達は、一気に少女達に迫る。

「『青騎士』！　歪わい曲きよく場ば緊急展開っ！」

　しかし獣達が非凡であるのなら、少女達もまた非凡であった。中でも真っ先に反撃に移ったのは、飛び抜ぬけて戦闘のセンスに優れたティアだった。ティアは自分に向かってきた獣の爪つめをバリアーで防ぐと、浮うき足あし立っている二十名の部下を一いつ喝かつした。

「者共っ、下手に狙うでないっ、水平発射で構わぬっ！　あやつの移動先の空間を塞ふさぐのじゃあっ！　撃てぇぇっ!!」

　ティアの声で息を吹ふき返した兵士達は、一いつ斉せいにライフルの引き金を引いた。

　キュウウウンッ

　発射音はほぼ一つに重なっていた。先さき程ほどの射撃は個々に獣を狙ったせいで、銃口から伸のびる二十本の線でしかなかった。しかし今回はあえて獣を狙わずに全員で同時に真正面に撃った為、二十の射撃は一つの平面を描えがいて獣に襲い掛かった。

『グゥルアアァアァァァッ!!』

　獣はたまらずジャンプして空中に逃のがれた。その強化された素早さ故に被ひ害がいは毛皮が焼けただけで済んだのだが、プライドは酷ひどく傷付いていた。獣は自じ慢まんの毛皮を焼いた生意気な人間―――ティアを噛かみ砕くだくべく、空中でその姿を探す。着地したら、再びティアに襲い掛かるつもりだった。

「ふん………どれだけ強化されようとも、危険を感じた時の反射的な行動は、ただの犬でしかなかったようじゃのう」

　だが、ティアの姿を視界に捉えた時、獣は自身の敗北を悟った。不敵な笑えみとその目の強い輝かがやき。一番小さくて弱そうな人間だと、見み縊くびったのは大おお間ま違ちがいだった。本能が訴うつたえている。その小さな人間は、羊の皮を被かぶった獅し子しであると。

「『青騎士』、無反動パイルドライバー」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　その金色の獅子は鬣たてがみをなびかせて獣に襲い掛かった。その前まえ脚あしには、銀色に輝く太く無骨な爪が備わっている。自由落下中の獣には、その爪から逃れる術はなかった。

　ガコォォォォォンッ

　獅子の爪―――機械式の杭くい打うち機きは、火薬が爆発する力を使ってハンマーヘッドを前方に向かって動かす武器。簡単に言うと、密着状態で使う大たい砲ほうだった。ハンマーは獣の脇わき腹ばらに喰くい込むようにして命中。その絶大な破は壊かい力りよくを如何いかんなく発揮し、獣は一いち撃げきで叩たたき伏ふせられた。

「………流石さすがティアちゃん。あっという間にやっつけちゃったわねぇ………」

　静香はティアの手て際ぎわの良さに感心しながら、自らも拳こぶしを振るう。単純な戦せん闘とう力りよくなら、火竜帝をその身に宿す静香の方が強い。だが指揮下の二十名の兵士達まで含めた部隊全体の戦闘力の話になると、ティアの方が強いのだ。指揮は素人しろうとの静香は、どうしても自分に意識が集中してしまって、隊全体を生かす事が出来ない。だから静香は、やはりティアは皇女様なのだと感心しきりだった。

「感心してないでっ、私も頑がん張ばらないとっ！」

　静香はそのすらりと伸びた足を振り回して、自身を襲う獣を蹴り付けた。その一撃は静香を切り裂さこうと爪を振り回す獣の前脚に命中する。だが獣は空中でくるりと姿勢を入れ替かえると、何事もなかったかのように着地する。軽く足を引き摺ずる仕草は見せているが、決定的なダメージには程ほど遠とおかった。

「皆さんっ、お願いしますっ！」

　静香と距離が離はなれた事で、穏おん健けん派はの兵士達が攻撃を再開する。するとライフルから撃ち出された霊れい力りよくの束が獣に殺さつ到とうした。静香の攻撃で僅かに動きが鈍にぶっていた事もあり、うち数発が獣に命中。霊力の弾たまは獣の体力を大きく削けずり取った。それでも倒たおすには至らず、手近な穏健派の兵士を噛み砕こうと大きく口を開けた。

「そうはさせるもんですかっ！」

　静香はそれを阻そ止しせんと、獣に突とつ進しんする。ここまではこの繰り返しだった。静香が獣の攻撃から兵士達を守り、兵士達が銃撃して静香の隙すきを消す。指揮の経験に乏とぼしい静香だから、自然と守備的になってしまうのは仕方のない事だろう。

『手伝おうか？』

「おじさまの出番はまだよっ！」

　静香の拳が獣の横顔に炸さく裂れつする。僅かずつだがダメージを受け続けて焦あせっていた獣は、攻撃をしようという気が強過ぎて、この攻撃をまともに浴びてしまった。獣はこの一撃で大きくバランスを崩くずし、狙われていた兵士は難を逃れた。静香はそれを横目で確認しながら、連続攻撃を叩き込んでいく。

『いいじゃないか、体重の少しぐらい。実際に増える訳でなし』

「他人には増えて感じられるのが問題なのよっ！」

　静香の中にいる巨きよ竜りゆうが協力を申し出ていたのだが、彼女はまだその時ではないと考えていた。今後の事を思うと魔力の無む駄だ遣づかいは避さけたかったし、また乙おと女めとしての事情も多分に含まれていた。

『体格がいい方が、異性には好かれるだろう？』

「それはおじさま達の常識でしょうっ！」

　幸い、静香のその判断は間ま違ちがっていなかった。少しずつダメージを受け続けた獣は、静香の攻撃をかわせなくなっていた。そうなると戦いは一気に静香有利に傾かたむいていく。

「人間の女の子は、小さくて可か愛わいい方が好かれるんですっ！」

　最後は力任せの回し蹴げりだった。美しいフォームから繰り出された静香の蹴りは、綺麗に獣の側頭部を捉え、一撃の下に意識を奪うばい去った。

『………武器もなしに化け物を倒してしまう時点で、小さくて可愛いもないだろうに』

「おじさまの意地悪ぅっ!!」

　こうして戦いは静香の勝利で終わったが、彼女は納なつ得とくしていない様子だった。

　静香の戦い方は自身が突とつ出しゆつする戦い方だったのだが、それと正反対の戦い方をしていたのが真希だった。魔ま法ほう使つかいの真希は、後方に下がって兵士達の支し援えんに集中していた。

「その調子です。皆さん落ち着いて攻撃を続けて下さい」

　真希が得意とする魔法は精神系と強化系で、簡単に言うと心に関わる魔法と、物事の長所を伸ばす魔法だった。彼女はそれを使って味方の戦闘力を高め、反対に獣の行動を邪魔し続けていた。

　キュンッ、キュキュウンッ

『ガァッ、グアアァァァッ！』

　兵士達の銃撃が獣の身体を捉える。命中するのは全体の一割程度だが、他の隊の命中率に比べると格段に高かった。これは真希が魔法を使って、兵士達の反応速度を引き上げた結果だった。おかげで真希が率いる二十名だけは獣の動きに圧あつ倒とうされる事もなく、攻撃の度に少しずつ獣にダメージを蓄積していった。獣は攻撃をかわすのに気を取られて前進してくる事が出来ず、苛いら立だちと怒いかりの咆哮を繰り返すのみだった。

「………アンプリファイ・フィアー」

　そんな獣の動きを更に悪くしていたのが、真希が放つ魔法だった。真希の魔法は直接ダメージを与あたえるような派手なものではなく、獣の心に働きかける種類のものだった。魔法は恐きよう怖ふを増ぞう幅ふくし、苛立ちを煽あおり、冷静さを奪う事に主眼が置かれていた。これは感情のままに行動する獣には効果覿てき面めんで、目立ってその動きが悪くなっていた。そして動きが悪くなれば味方の兵士の攻こう撃げきが命中する。わざわざ真希が攻撃する必要などどこにもないのだった。

「フォースフィールド・モディファー・エリアエフェクト」

　そして真希は時折、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで兵士達を守る。動きが悪くなっている獣の攻撃を防ぐのはそう難しい事ではなく、真希は獣の攻撃を完全に封ふうじ込めていた。

　目立った成果はないが、攻防共に獣は身動きが取れない状況にある。そしてそれが更に恐怖と苛立ちを増幅していく。戦えば戦う程ほどに、獣は自ら泥どろ沼ぬまに嵌はまる。心を操る魔法使いならではの、恐おそろしい戦術だった。

『ガアアァァッ、グガアアァァァァッ!!』

　やがて完全に冷静さを失った獣が、真希に向かって突進する。銃撃を受けるのも無視して、強ごう引いんに兵士達の戦列を突とつ破ぱ。真希に飛び掛かかっていった。

「タイニーメモリーフラッシュ・モディファー・タッチトリガー」

　しかし対する真希は冷静だった。彼女は落ち着いて呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると、杖つえに藍あい色いろの光をまとわりつかせる。そして彼女は杖を槍やりのように構え、突進してくる獣を迎え撃った。

『ゴアアアァアアァァァァッ!!』

「ごめんなさいね………と言っても、すぐに忘れてしまうんでしょうけれど」

　コン

　真希の杖の先せん端たんが獣に触ふれる。すると杖に蓄たくわえられていた魔法の力が一気に獣に向かって流れ込んでいった。杖に込められていたのは、真希が得意とするほんの数秒間の記き憶おくを奪う魔法。何の予備知識もなくその魔法を浴びた獣は、目の前に真希がいるにもかかわらず、彼女の姿を見失った。記憶が数秒前に巻き戻もどされてしまったから、突とつ然ぜん彼女の位置が変わったように感じられていたのだ。

「あとはよろしくお願いします」

　真希は途と方ほうに暮れる獣の横を歩いて通り過ぎる。その直後、完全に動きが止まった獣に向かって、兵士達の発射した霊力のビームが殺到した。流石の獣もこれにはどうする事も出来ない。無防備に多くのビームを浴びた獣は、倒れて動かなくなった。

　少女達のうち三人が善戦する中、一人押おされ気味なのがルースだった。元々身体を動かすよりも情報の管理が得意な彼女なので、動きの素早い獣の相手は相あい性しようが悪いのだ。

「皆さんっ、歪曲場の防御圏からは決して前に出ないで下さいっ！」

　ルースは動力付きの戦闘用甲かつ冑ちゆうに身を固め、味方の盾たてになっていた。甲冑のバリアーは通常の携行型のバリアーに比べると出力が高く、獣の接近を阻はばむのに十分な性能を備えていた。そして味方は彼女の陰かげから攻撃する。フォルトーゼのバリアーは霊力を防げないので、霊子力ビームライフルの弾はバリアーを素す通どおりし、一方的な攻撃が可能だった。

『ガウゥゥッ、ガルウゥゥゥゥアアァァァッ!!』

　だが獣の動きは速く、兵士達は攻撃を命中させる事が出来ない。おかげで互たがいに決定打を欠いた、一進一退の様相を呈ていしていた。

　―――あまりいい状況ではありませんね………。

　この状況に苛いら立だった獣は、壁役のルースを回り込んで、その背後にいる兵士達を先に始末しようとしている。ルースは必死でそうさせまいとしていたが、素早さでは獣が上回るのでどうしても振り回される形になる。このままではビームが命中するよりも先に、ルースの体力が尽きてしまう可能性が非常に高かった。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

「サンレンジャーさん！」

　ルースの苦戦に気付いたサンレンジャーは、彼女の隊の援えん護ごに駆け付けた。

「メグちゃん、メグちゃんの銃であいつを追い立てて！」

「気を付けてね、ダイサク君！」

　そしてレッド、イエロー、ピンクの三人で、獣が回り込めないように進路を塞ぐ。

「風向きは南南西、風速一メートル。湿度は六十八パーセント。この風向きと風力なら、狙いの補正は要いらないよ」

「了解、直ちに射撃に移る………発射！」

　ドンッ

　攻撃は残る二人、ブルーとグリーンの役目だった。ブルーはグリーンを相棒に、離れた場所から弾速の速い狙撃用の銃で獣を狙う。この攻撃をかわすのは困難な筈だった。

『ガアアァァァッ!!』

「外れ！」

「くそっ、速過ぎる！」

「ハヤト兄ちゃん、泣き事言っても始まらないよ！」

「分かってる、次弾装そう填てん！」

　ジャコッ

　しかし高速で動き回る獣を捉えるのは至難の業わざ。スコープに入れる事さえ難しい。かわすかわさない以前の問題で、獣を狙う事自体が非常に困難だった。

「なんとかヤツの足を止めないと………」

「心配ありません、レッドさん。皆さんが来て下さったので勝てます」

「えっ？」

「このデータを使って下さい」

　サンレンジャーが使っている武器に、ルースからデータが送り込まれてくる。現在のサンレンジャーの武器はティアから供与を受けたフォルトーゼ製。ルースとのデータの共有は当然だった。

「このデータは？」

「あの怪かい物ぶつの癖くせを解かい析せきしたシミュレーションモデルです。精度は低いのですが、動きを止めるタイミングが予想できる筈です」

　実はルースは防ぼう御ぎよに徹てつしながら情報を収集し、獣の行動を予測するシミュレーションモデルを作っていた。本来はそれを使ってルース自身が反撃に出る筈だったのだが、幸いな事に、より攻撃が得意なサンレンジャーが援えん軍ぐんに現れた。そこでルースは彼かれらにシミュレーションモデルを提供し、攻撃を彼らに任せたのだった。

「いけるよ、ハヤト兄ちゃんっ！」

「よしっ！」

　グリーンは射撃支し援えん用のコンピューターでルースがくれたモデルを実行すると、ブルーの銃のスコープ内に二秒後の獣の姿を投とう影えいする。ルースの計算では二秒後の予測精度は六十パーセントほど。しかし六十パーセントの確率でどこでスピードが落ちるのかが分かれば十分だった。

「兄ちゃんっ！」

「発射っ！」

　ドンッ

「外れっ！」

「再装填っ！」

　ジャコッ

　ブルーによる一度目の狙撃は外れた。だがブルーは挫くじけずにもう一度銃を構える。するとルースが組んだシミュレーションモデルと全く同じ動きで、獣がブルーのスコープの中心に滑すべり込んできた。そしてその場所で、獣はほんの一いつ瞬しゆん動きを止める。その隙を、二人は見み逃のがさなかった。

「今だっ！」

「発射っ！」

　ドンッ

　ブルーの銃から飛び出した銃弾は、狙い通りに獣の胴どう体たい中央に命中した。発射した銃弾は命中した場所で高圧電流を放出するテーザー弾。激しい電でん撃げきを浴びた獣は、身体を強こわ張ばらせて立ち尽くす。しかしその強きよう靭じんな肉体は、一発のテーザー弾だけでは無力化できなかった。

「メグミッ、脚あしをっ！」

「分かった！」

　だがサンレンジャーの攻撃はまだ終わらない。メグミは連射式の銃を使って、獣の足元を薙なぎ払はらう。これにより足に怪け我がを負った獣は、地面に向かって倒れ込んでいった。

「頼たのむっ、ダイサクッ！」

「うんっ！」

　最後はレッドとイエロー。イエローは自ら踏ふみ台となり、レッドの身体を空高く投げ上げる。レッドは空中で一度回転すると、両手で剣けんを構えた。そしてレッドの落下する先には倒れたままの獣がいる。

「こいつでぇっ、とどめだぁぁぁっ!!」

　レッドは起き上がろうともがく獣の頭に剣を振り下ろした。すると剣からはブルーの銃と同じく高圧電流が放出される。剣の打撃と電撃を同時に受ければ、幾いくら魔法で強化された獣であろうとも、意識を保っている事は出来なかった。










　四頭の獣が全て倒れたのは、静香が気配に気付いてから数分後の事だった。四頭の獣は一様に意識を失い、地面に倒れ伏ふしていた。

「デビル姫さん、こういう言い方はアレですけれど………殺してしまわなくてよかったんですか？」

　元は犬だったとはいえ、改造されてしまった戦闘兵器。意識を取り戻したら再び敵になるだろうし、兵器として生き続けるのも不幸だろう。サンレンジャーの指し摘てきはもっともだった。

「不ふ憫びんな犬達じゃが………今回は戦略的な都合じゃの。飼い主と定期的に連れん絡らくを取り合う程の知能はあるまいが、死んだ事ぐらいは伝わるように作られているのではないかと思うての」

　ティアが犬達を殺すのを避けたのは、今後を考えての事だった。彼女の指揮官としての勘かんが、犬達を殺すべきではないと訴えた。犬達の死は警備の不在。ならばそれを犬達の主人に伝える仕組みが存在していてもおかしくはない。ティア達の目的はあくまで秘ひ密みつ裏りに基地へ辿たどり着く事。その為ためのリスクは最大限回かい避ひしておきたかった。

「なるほど………その可能性はありそうですね」

　サンレンジャーはそれで納得したのだが、近くで話を聞いていたルースは納得しなかった。彼女は軽く目を細め、ティアに笑いかける。

「殿下、素す直なおに可か哀わい想そうだからと仰おつしやって構わないのですよ？」

「わらわは別に………」

「本当に？」

「………か、可哀想だからじゃっ」

　そしてティアは戦略とはまた別に、犬達を憐あわれむ慈じ悲ひの心も持ち合わせている。二つの理由が存在しているなら、わざわざ殺す必要は何処どこにもないのだった。

「里さと見み君はきっと褒ほめてくれると思います」

「ああ、里見君はカブ―――動物とか好きそうだものね」

「ま、まあ、結果オーライというところじゃなっ。………そうじゃマキ、こやつらをしばらく眠ねむらせたままに出来るか？」

　獣達が目覚めれば、再び敵となる可能性は高い。だからティアとしては、戦いが終わる頃ころまで獣達を眠らせておきたかった。

「幸か不幸か、そうした魔法は得意です」

　真希は心を操る藍色の魔法使い。相手を眠らせる魔法など、得意中の得意だった。しかし今の真希にはそれが少し悲しく思える。頷うなずく真希の顔が苦く笑しよう気味なのは、仕方のない事だろう。

「助かる。すぐに頼む」

「………仰せのままに、皇女殿下」

　だからティアが向ける太陽のような笑え顔がおは、そういう自分で良いのだと言って貰もらえているような気がして、真希にはとても心強かった。







マグズの正体　七月四日（日）







　味方と合流すべく旧市街を走る孝こう太た郎ろう達たちだったが、そうしている間にも新市街の方で何度となく爆ばく発はつが起こっていた。それにより新市街の火災は更に広がり、夜景を形作る窓の明かり以上に、街を明るく照らしていた。また、耳を澄すますと銃じゆう声せいのようなものも断続的に聞こえている。そうした事から戦闘の激しさが窺うかがわれ、一行は否いや応おうなく緊張が高まっていた。

「何のつもりだ、マグズ………」

　キリハは悔くやしそうに唇くちびるを噛む。

　急進派は地じ震しん兵器の使用をちらつかせて降こう伏ふくを要求してきていたので、最低限穏健派が返答するまでは戦いは起こらない筈はずだった。だが実際には返答前にこうして戦いが起きている。理由は分からないが、キリハ達が急進派の指導者、マグズの手玉に取られている事だけは確かだった。

「落ち着くんだ、キリハさん」

　孝太郎はそう言いながらキリハの肩かたに手をかける。孝太郎は落ち着いていた。

「大規模な戦闘では、予期せぬことが度たび々たび起こる。指揮官の仕事は、それに合わせて作戦を調整していく事だ。戦闘を作戦通りに進ませる事じゃない」

　一いつ緒しよに行動している二十数名の仲間達の中で、孝太郎だけが唯ゆい一いつ、大規模な戦闘の経験者だった。孝太郎が参加したのは近代的な戦争ではないが、武器や戦術が変わっても、指揮官の心構えが変わる訳ではない。おかげで孝太郎だけは、この状じよう況きようにも落ち着いた反応を示していた。

「………ありがとう、孝太郎」

　孝太郎の言葉を聞いて、キリハは小さく息をつく。そして彼女は小さく笑顔を浮かべると、肩に置かれた孝太郎の手を握にぎった。

「汝なんじがいてくれて良かった」

「誰だれでも最初はそんなもんさ。俺おれもそうだった。それに、キリハさんに頼たよられるのは悪い気はしない」

　孝太郎はキリハに頷き返してやりながらも、胸の内では別の事を考えていた。

　―――むしろまずいのは急進派の方だろうな………。

　戦争の経験がないのは急進派も同じだ。大地の民たみは数百年に亘って地底に潜ひそんでいた為に、戦争は最低でも数百年間経験していないのだ。小こ競ぜり合いで武器を使った経験ならあるだろうが、多数対多数で何が起こるのかを知っている人間は誰もいない。

　だから急進派がいかに武人を気取ろうとも、誇ほこりや正義を口にしようとも、所しよ詮せんは机き上じようの空論。映像や記録などで戦争を理解したつもりでいるが、実際は何も理解していない。経験者不在、素人同士の戦争。急進派は戦争ゲームに興奮しているだけなのだ。

　孝太郎はそれが恐ろしい。そういう戦争は、子供同士の喧けん嘩かと同じで加減がない。彼らは実行すれば取り返しがつかなくなるような事さえ、平気でやるのではないか―――孝太郎はそんな気がしていた。そして実際に彼らは、地震兵器の開発を進めている。

「ただキリハさん………この戦いを終わらせるには、相当な覚かく悟ごが要るぞ」

「分かっている。いや………分かっているつもりだ」

　キリハは大きく頷く。彼女にも急進派の危険性は重々分かっている。そして事態の収しゆう拾しゆうが、自分の手には余るかもしれない事も。

「だから………」

　キリハはそこで言葉を切った。多くの部下達の前で、これ以上の弱気は見せられなかったから。その代わりに、キリハは孝太郎の手を固く握り締しめる。

「………」

　孝太郎も何も言わなかった。だがキリハの気持ちはきちんと伝わっていたから、同じぐらいの強さで彼女の手を握り返した。










　合流地点である衛えい士しの詰つめ所は、数十年前に建てられた小さなビルだった。旧市街が放ほう棄きされた段階ではまだ白く美しかったその外がい壁へきは、今では土つち埃ぼこりに塗まみれて赤茶けている。窓やコンクリートにも所々にひび割れが目立ち、見る者に流れた時の長さを実感させた。地上とは違ちがって風雨に晒さらされない分だけ劣れつ化かは少ないものの、それでもそこは廃はい墟きよと言うに相応ふさわしい佇たたずまいだった。

「さっ、桜さくら庭ば先せん輩ぱいは大丈夫なんですかぁ？」

「大だい丈じよう夫ぶって、何がですか？」

「虫ですよぉ！　このビルの中、虫だらけじゃないですかぁ！」

「ああ………向かってくる虫は怖こわいですけど、それ以外は別に」

「わたしっ、うねうねしてるのと、変に脚が多いのは苦手なんですよぉっ！」

「こういうの？」

「きゃああああぁぁぁっ!!　里さと見みさんっ、里見さんっ、助けて下さぁいっ!!」

「早さ苗なえ、ややこしくなるから遊ぶのはまたにしろ」

「あい」

　孝太郎達がビルの中に入っていくと、そこには既すでに穏健派の連絡員達の姿があった。

「キリハ様！」

　連絡員達はキリハの姿を見付けると駆け寄ってくる。彼らの役目は地底の状況をキリハに報告する事と、今後のキリハ達の行動を穏健派の主力部隊へ伝える事だった。

「御ご苦く労ろうだった。状況は？」

　挨あい拶さつもそこそこに、キリハは報告を促うながす。今は一刻を争う状況だった。すると連絡員のリーダーにあたる人物が、キリハの前に進み出て報告を始めた。

「それなのですが、実は急進派が我々の拠きよ点てんを急きゆう襲しゆうしました。どうやら降こう伏ふく勧かん告こくへの返答の遅おそさに痺しびれを切らした模様で………」

　連絡員の話をまとめると、おおよそ次のような内容だった。










　昨日、急進派は地震兵器の存在をちらつかせて、穏健派に降伏を迫った。穏健派が降伏すれば急進派は勇んで地上を攻撃する事になるので、彼らとしては降伏は選せん択たく出来なかった。穏健派の内部では、地上を攻撃すれば大地の民はいずれ破は滅めつするという意見で一致していたのだ。そこで穏健派は検討するとだけ返答し、時間稼かせぎを図はかった。降伏を拒きよ絶ぜつすれば急進派は地震兵器を使うか、穏健派の武力制圧に出る可能性が高い。そうなる前に、穏健派は戦いの準備を整えなければならなかった。

　しかし穏健派にはそう長い時間は与えられなかった。降伏勧告への返答の遅さに痺れを切らしたのか、それとも降伏する気がない事を悟さとられたか。理由は分からなかったが、勧告から二十四時間が経過した時点で、急進派は穏健派の拠点に対して攻撃を仕し掛かけた。

　攻撃を受けたのは行政府と立法府、軍の拠点、それと穏健派に属する政治団体の事務所や有力者の自宅だ。日本式に言うと官庁街と国会、自衛隊の駐ちゆう屯とん地ち、穏健派の政党本部、有力者の自宅が攻撃されたという事になるだろう。

　攻撃を仕掛けたのは武装した急進派そのものと、急進派の影響下にある軍の一部。これは規模こそ小さいものの、間違いなく軍事クーデターだった。

　攻撃はほぼ奇き襲しゆうの形で始まった。おかげで数では劣おとる筈の急進派が穏健派を圧倒していた。そして最初の攻撃で指揮系統が寸断され、穏健派は個々に活動せざるを得ず、数の有利を生かせない状況にある。また、急進派は見た事もない武器や兵器を使っており、兵士個々の戦闘力でも穏健派を上回っていた。このままでは穏健派は各個撃破されてしまう。早々に体勢を立て直さなければ、敗北は必至だった。

　幸いだったのは、有力者の多くが脱だつ出しゆつに成功している事だった。流石さすがに降こう伏ふくを求められている状況では、穏健派も無策ではなかったのだ。現在は非常時に備えて用意されていた隠かくれ家がに移動し、体勢の立て直しを図っている。上う手まくすれば遠からず戦せん況きようは好転する筈だった。










　連絡員の話が終わると、黙だまって話を聞いていた晴はる海みが首を傾かしげ、隣となりにいる孝太郎の服の袖そでを引く。晴海は急進派の言った事とやっている事の食い違いが気になっていた。

「里見君、どうして急進派はわざわざ攻撃をしてきたのかしら？　降伏しなければ地震兵器を使うぞって脅おどしていたのに」

「理由は二つ考えられます」

　孝太郎は晴海の前に指を二本立てて見せた。

「一つ目は、まだ地震兵器が使えないという可能性。しかしこれはあまり現実的ではありません」

「なぜですか？」

「それならキリハさんに地震兵器の情報を渡わたしません。完成ないし、それに近い状況だからこそ、キリハさんに情報を渡すんです」

　もし地震兵器―――アースドラゴンが未完成であるなら、キリハに情報を渡しても攻撃を受けるリスクを負うだけで何の意味もない。ほぼ完成した状態であるからこそ、情報を渡す事が脅きよう迫はくの材料になるのだ。

「なるほど………では、もう一つの理由は？」

「地震兵器を使うと、地底の労働力や生産施し設せつが使えなくなります。急進派は出来ればそれも利用したいんです」

　孝太郎が過去のフォルトーゼで経験した戦争では、そういう事がしばしばあった。村や町は下手に戦火に巻き込めば、勝ったとしても損失になる。まともな判断能力がある指揮官なら、そういう損失を避けるのが常識だった。

　―――やはり手先のタユマはともかく、黒幕のマグズって奴やつは警けい戒かいした方が良さそうだな。長期戦の損得勘かん定じようが出来ている………。

　そして地震兵器が使われない理由がこれであるなら、ゆりかが持ち帰った魔法の銃の事と併あわせて、急進派の指揮官マグズには最大限の警戒が必要だった。

「って事はさ、これってまずいんじゃない？」

「まずいってぇ、何がですかぁ？」

「悪の地底人はここでの戦いで負けそうになったら、地震を起こすんじゃない？」

「あっ」

　ゆりかは目を丸くする。これは早苗の言う通りだった。

　現在急進派は優勢で、生産施設や労働力を利用できる可能性があるから、地震兵器を使わないでいる。しかしもし穏健派が体勢を立て直して、急進派を押し返し始めれば、その限りではなくなる。彼らはその時点で、地底を壊かい滅めつに追い込み生存者を従えて地上を侵しん略りやくするという当初の方針に立ち返り、地震兵器を使うだろう。勝てないなら生産施設や労働力にも意味はないからだ。

　早苗が示した疑問には、キリハが答える。彼女は既に、その答えを出していた。

「つまり我ら地底部隊と、ティア殿どの達たちの地上部隊の活かつ躍やくにかかっているという事だ。我らが急進派の拠点を抑おさえ、同時にティア殿達が地震兵器―――アースドラゴンを破は壊かいする。それも可能な限り早く。それ以外に勝利の手段は残されていない」

　キリハ達一行の存在は、まだ急進派に知られていない。だからキリハ達なら急進派の拠点に奇襲をかける事が出来るだろう。そうすれば地底の戦せん闘とうは終結。それに呼応する形でティア達がアースドラゴンの攻こう略りやくに成功すれば、悲劇は回避される筈だった。

「問題はどうやって急進派の拠点を見付け出すかだが―――」

『心配には及およびませんわ、キィ。発信器の場所ならもう見付けてありますわ』

　孝太郎の腕うで輪わから、クランの声が聞こえてくる。孝太郎は通信を通して、彼女にもこの場の会話を伝えていたのだ。

「おねえちゃん………」

『約束したでしょう？　このわたくしが、貴女あなたを勝たせて差し上げると』

　孝太郎が腕輪を弄いじると、クランの姿が空中に投影される。この時のクランの表情は、まさしく皇女に相応ふさわしい、力強く誇り高いものだった。










　クランに発信器の座標を教えて貰うと、キリハはすぐ行動に出た。連絡員に事の詳しよう細さいを伝え、穏健派の主力部隊に体勢を立て直してもあまり一気に勝ち過ぎないようにと伝言する。そして自身は地上から連れて来た二十人の部下と孝太郎達四人を連れて、発信器がある座標を目指して移動を開始した。

『浮うかない顔ですわね、キィ。何か気になる事でも？』

「おねえちゃん、座標の誤差はどの程度なの？」

　キリハは声を潜め、クランと繋つながっている通信機に囁ささやきかける。部下達に聞かれる心配はなかったから、口調はクランと孝太郎だけに向けられる、特別なものだった。

『ええと、向こうの妨ぼう害がい電波の影響もあって、解析の精度がそれほどでもありませんから………最大でプラスマイナス十五メートルというところですわ』

「十五メートル………」

『それがどうかしまして？』

「実は………おねえちゃんが計算してくれた場所には、古くから私の家に仕えてくれている家臣が住んでいるの。おねえちゃんとおにいちゃんが会った事がある人よ」

『もしかして、あの時のおじいさんか？』

　ここで孝太郎が話に加わる。孝太郎はキリハから少し離れていたが、通信回線は孝太郎にも繋がっていた。

「うん………」

　キリハは小さく頷いた。

　孝太郎の言う『あの時のおじいさん』とは、十一年前にキリハが家出をした時に、地底から迎むかえに来た侍じ従じゆうの老人の事だった。

　カスミ＝コウマ。

　カスミ家は代々クラノ家に仕えてきた。コウマもその例に漏もれず、長くダイハの補ほ佐さ役やくを務めてきた。十一年前は母親を失ったキリハの守役を務めていたが、キリハの成長後は元の役職に復帰している。子宝にも恵めぐまれ、ライガという立派な跡あと取とりもいる。ゆくゆくはそのライガがキリハの補佐役を務めるだろうと言われていた。

　キリハにはそんなコウマが地上と地底双そう方ほうの破滅を望んでいるとは思えなかった。キリハが自信を持って言える、最高の忠臣だったから。

『クラン、計算を間違えたんじゃないか？』

『わたくしもそうであって欲ほしいのですけれど………』

　孝太郎とクランにも、キリハの気持ちはよく分かる。二人とも、あの日出会った気の良さそうな老人が悪事を企たくらんでいるとは思いたくなかった。しかしクランの分ぶん析せき結果は、コウマの自宅周辺に例のトレーラーがあると示している。そしてコウマが急進派に協力しているのなら、これまでマグズの尻尾しつぽが掴つかめなかった理由も頷ける。ダイハの側近から情報が漏れているのなら、何をしても先回りされて当然なのだ。
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「何かの間違いであればいいんだけど………」

　キリハは唇を噛かみ締める。彼女には困った状況だった。一番信用していい人間を、同じぐらい信用していい人間が疑えと言っていたから。

『まだそうだと決まった訳じゃない。それを確かめる為にも、今は急ごう』

「うん。ごめんね、おにいちゃん、おねえちゃん、心配させるような事を言って」

『構いませんわ。わたくし達とキィの仲じゃありませんの。そうですわよね、ベルトリオン？』

『ああ。もちろんだ』

「ありがとう………二人とも………」

『そろそろ指揮官に戻る時間だぞ』

「うん！」

　キリハは軽く涙なみだを拭ぬぐうと顔を上げる。コウマの自宅はもうすぐだった。










　カスミ家は代々クラノ家に仕えてきた名門家なので、門構えは大きかった。和風デザインの大きな門が、駆かけ付けた孝太郎達を出で迎むかえる。厳密にはその大きさは早苗の実家、東ひがし本ほん願がん家には敵かなわない。しかし地底は限られた空間であるから、家屋はどうしても小さくなる傾けい向こうにある。家の格式は、決して東本願家に劣るものではなかった。

「誰か残っているといいが………頼もう！」

　そしてキリハは厳しい顔でその大きな門を叩たたく。その横顔には、キリハの不安がにじみ出ている。彼女にとって非常に難しい局面を迎えていた。

「………はい、何か御ご用ようで―――キリハ様っ!?」

　門の脇わきにある小さな窓からカスミ家に仕える使用人の男性が顔を覗のぞかせる。緊急時である事から、恐る恐るといった様子だった。しかしキリハの顔を確かく認にんすると、彼は慌あわてて門を開く。コウマが守役を務めていた関係で、カスミ家の人間はキリハとの関係が深い。

「じぃは………コウマは在宅か？」

「旦だん那な様さまなら、先さき程ほどお戻りになられました。しかしすぐに出られると仰おおせでした」

　幸いな事に、コウマは在宅だった。急進派による奇襲を受けた時、コウマは立法府にいた。コウマはそこから逃のがれ、無事な拠点へ移る事になったのだが、その途と中ちゆうで自宅に立ち寄った。そこへ偶ぐう然ぜん、キリハが訪ねて来た格好だった。

「お嬢じよう様さま!?」

　そんな時だった。問題のコウマが屋や敷しきから姿を現した。その肩には大きな鞄かばんがかけられており、中には重要な書類が詰まっている。コウマが危険を冒おかして自宅へ戻ったのは、その書類を持ち出す為だった。

　―――少し歳としを取ってはいるけれど、やはりあの時のおじいさんか………。

　孝太郎はその姿に見覚えがあった。キリハの言う通り、十一年前の世界で出会った侍従の老人だった。その事に孝太郎が驚おどろいているうちに、キリハが走り出した。

「じぃ!!」

　キリハはコウマに向かって走っていく。コウマも同じく走り出す。そして二人は門に入ってすぐの辺りで向かい合った。孝太郎達もすぐにそこへ近付いていく。

「どうしてここへ!?　いやいや、ここは危険ですぞっ!!　すぐにじぃと共に逃にげましょうっ!!」

「じぃ、大事な話があるのだ。その為にここへ来た」

　キリハは挨拶を省略して、すぐに本題へ入った。コウマは穏おん健けん派はの要人。立法府にいた為にその自宅が攻こう撃げきを受ける事はなかったが、その生存を急進派に知られれば自宅が攻撃対象になる可能性は高い。そして考えたくない事だが、コウマが急進派と繋がっている恐おそれもある。どちらの理由からも、もたもたしている余よ裕ゆうはなかった。

「大事な話？　それは、ここから逃げ出すよりも大事な話でありましょうか？」

「そうだ」

　キリハは厳しい表情で頷く。それを感じ取ったコウマも自然と表情を硬かたくする。互いの気持ちがすぐに分かるぐらい、付き合いの長い二人だった。

「じぃ、我々は今、急進派の拠点を探している。この戦いを止める為には、急進派の心臓部を叩く以外にないからだ」

　キリハの声は硬い。間ま違ちがいであってくれという思いが、彼かの女じよにそうさせていた。

「事情は分かりましたが………ならばなぜ我わが家へ？」

　コウマは不思議そうに首を傾げる。孝太郎には、そこに嘘うそやわざとらしさは感じられなかった。もしそれが演技であるなら、相当な演技力だろう。

「………急進派の兵器工場から出発した五台のトレーラーに発信器を取り付けた。そのうちの一つの反応が、この場所にあるのだ」

　キリハはそう告げると、じっとコウマの表情を見つめた。その表情の向こうにある物を読み取る為に。

「なんですとっ!?　ではお嬢様はっ、このじぃが急進派の協力者だとっ!?」

　コウマは途と端たんに気色ばんだ。彼は顔を赤くして、心外だとキリハに訴うつたえた。

「そうではない！　急進派の策略である可能性も高い！」

　キリハはこのコウマの様子を見て確信しつつあった。コウマはやはりコウマ。急進派に与くみしてはいないと。しかしそれでも、確かめねばならなかった。

「そうではないが、この場所に反応があるのは事実だ！　どうか屋敷を調べさせてくれ、コウマ！　これが唯一の手て掛がかりなのだ！」

　カスミ家の門を叩く前に確認している。やはり発信器の電波は、カスミ家の敷しき地ち内ないから出ていた。理由はともかく、その発信器を調べれば、急進派の拠点を見付け出す手掛かりが得られるかもしれない。信じてはいても、引き下がる訳にはいかないキリハだった。

「かしこまりました。このコウマ、お嬢様に隠さねばならぬようなものは寸すん毫ごうもございませぬ。急進派との戦いに役に立つと仰るのなら、存分にお調べ下されい」

　コウマはすぐに了りよう承しようした。その姿には全く動じた様子はない。孝太郎には、その老人の姿は我が身の潔白を示さんという忠臣の姿にしか見えなかった。










　コウマの了承を得た一行は、すぐに発信器を探し始めた。その役目を担になうのは、通信機の向こう側にいるクラン。孝太郎達は彼女の導きに従って、コウマの屋敷の庭を進んでいた。

『キィ、そのまま真っ直すぐ行って下さいまし。そこから七十メートル進んだ位置が、電波の発信源でしてよ』

「あれか………それらしい建物を見付けた」

『お気を付けなさい、キィ。急進派の連中が潜んでいるかもしれませんわ』

「ありがとう」

　屋敷の裏庭には、幾つか大きな蔵くらが建っている。クランがキリハを誘ゆう導どうしたのはそのうちの一つだった。

「どうやらこの場所のようだ。コウマ、開けてくれないか？」

　問題の蔵の前までやってきたキリハは蔵を見上げる。蔵は屋敷と同じ伝統的な和風建築で、数十メートルの大きさがある。例のトレーラーをすっぽり収めても問題のない大きさだった。

「お嬢様、本当にここなのですか？」

　蔵の前にやってくると、それまでは落ち着いていたコウマの表情が曇くもった。

「そうらしい。何か問題があるのか？」

「いえ………」

　コウマは表情を曇らせたままキリハの横に歩み出ると、蔵の鍵かぎを開けるべく扉とびらに手をかけた。建物は古いが鍵はコンピューター制せい御ぎよ。コウマは手慣れた様子でパスワードを入力していった。

　ビー

『パスワードが間違っています』

「おや？」

　しかしコウマがパスワードを入力しても、鍵は開かなかった。扉の操作パネルでは、パスワードの間違いを告げるメッセージが繰くり返し点てん滅めつしていた。

「おかしいな………」

　コウマは再びパスワードを入力する。しかし結果は同じだった。

「どうした？」

「それがお嬢様………どうもパスワードが変えられているようなのです」

「パスワードが？」

「変えたという話は聞いていないのですが………」

　蔵にはカスミ家の家宝などがしまい込まれているので、そのパスワードが変へん更こうされる場合には必ず当主のコウマのところに報告がある。それがないのに、パスワードが変わってしまっている。ありえない状況だった。

「これはまさか………」

「どうした、コウマ？」

「いえ………かくなる上は、扉を破壊しましょう」

「おじーちゃん、そんな事しなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。あたしが中から開けるから」

　言うが早いか、早苗は『早苗ちゃん』と『早苗さん』に分ぶん離りする。幽ゆう体たいだけで中に入って、扉を開けるつもりだった。そんな早苗の姿を見たコウマは目を丸くする。

「これは驚いた………」

『それとも中からもぱすわーどがいる？』

「い、いや、中からなら普ふ通つうに開けられる」

『そっか。なら待ってて、すぐに開けてくる』

「気を付けてね、早苗ちゃん」

『平気平気。いってきまーす！』

　そして『早苗ちゃん』は心配そうにしている『早苗さん』に見送られて、扉の中へ消えていった。

　カキン

　ほんの数秒の後、扉の鍵が開く音がした。すると『早苗ちゃん』が扉から顔を出し、一行を笑顔で手招きする。

『いいよ、みんな入っておいでよ』

「ありがとう、早苗。………では行くぞ」

　キリハは早苗に礼を言うと、先頭に立って蔵の扉を開ける。こうして一行は、問題の蔵の中へと踏み込んでいった。










　蔵の中は暗く、何も見えなかった。しかしコウマが近くの壁かべにあるスイッチを操作すると、古ぼけた電球が蔵全体を照らし始める。そうしてようやく孝太郎達は蔵の中の様子を眺ながめる事が出来た。

　蔵は中の造りも和風だった。明かりも暖色で、全体的に暖かな印象がある。だが、そうした雰ふん囲い気きに反するものが蔵の中央に鎮ちん座ざしている。寒々しい銀色の塗と装そう、鋭えい角かく的てきなデザイン。それは孝太郎達が急進派の工場で見かけた、あのトレーラーだった。

「里見君っ、これってあの時のトレーラーですよねっ!?」

「ええ、間違いありません」

　晴海と孝太郎は工場でじかに見ているので、一目で分かった。孝太郎は間近で見た事があるので特にそうだった。そして孝太郎はトレーラーに近付くと、工場で車体の下に貼り付けた発信器を取り外す。それが問題のトレーラーであるという物証だった。

「俺が取り付けた発信器だ。これで決まりだな」

「まさか………そんな筈は！」

　コウマは慌てた様子でトレーラーに駆け寄ると、荷台のコンテナを開放する。そしてその中にある物を見た途端、大きく首を左右に振ふって否定した。

「馬ば鹿かなっ、こんな事はあり得んっ！　嘘だっ、嘘だと言ってくれぇっ！」

　コンテナの荷物は大半が既に運び出されていた。しかし一部が残っていたから、荷物の持ち主を想像するのは容易だった。残されていた荷物は銃じゆう器き、防具、小型の兵器や戦闘用車両。現在穏健派と交戦している、急進派の装備と同じものだった。

「………こっ、これがここにあるという事は………ここにあるという事は………」

　コウマはその場に座すわり込み、両目から涙を零こぼし始める。コウマが涙しているのは、コウマと急進派の繋がりを暴あばかれたからではない。コウマは急進派とは繋がっていないのだ。この蔵に急進派のトレーラーがあるという事は、ある別の人物が急進派と繋がりがあるという事を示している。コウマはそれが悲しかったのだ。

「………ライガ………どうしてお前が………共にクラノ家を盛り立てていこうと………誓ちかってくれたではないか………そのお前が………どうして急進派などに………」

　カスミ＝ライガ。頭が良く、気配りが出来、周囲からも好かれ、カスミ家の後こう継けい者しやとして期待を一身に受けていた、コウマの自じ慢まんの一人息子むすこ。急進派のトレーラーが運び込まれていたのは、そのライガが個人的に利用している蔵なのだった。










　カスミ＝ライガが急進派に属ぞくしていると考えると、様々な疑問が氷解する。穏健派が急進派の尻尾を掴めない事もそうだし、蔵のパスワードが密ひそかに変えられていた事もそう。ライガが情報を流していれば尻尾など掴める筈はない。個人用の蔵なのだから、パスワードを変えるのも簡単だ。そうした符ふ合ごうは他にも沢たく山さんあった。だからライガの関かん与よはほぼ間違いない。あとはどのように関与しているかが問題だった。

「じぃ、気を落とすな。まだライガが急進派と決まった訳ではない。脅されて協力させられていただけかも知れないだろう？」

「………そうであれば………良いのですが………」

　ライガが急進派と繋がっているとしても、脅されているのか、自分から参加したのかでは事情が大きく異なる。それを知る為ために、キリハ達は屋敷の中にあるライガの私室へ向かっていた。そこでライガと急進派に関する情報を手に入れる為だった。

「………おじいさん、可か哀わい想そうですぅ」

　先を行くコウマの背中を見つめながら、ゆりかがポツリとそう呟つぶやく。するとその隣にいる晴海が大きく頷く。感受性の強い晴海だから、その目め尻じりには涙が光っていた。

「………自分の家族が敵かも知れないだなんて………どれだけ辛つらいか………」

　自分の両親が敵だったなら―――それを思うと、晴海は涙が堪こらえられなかった。

『でもさ、孝太郎。それはおじーちゃんのせいじゃないよね？』

　早苗もコウマの事を可哀想だとは思うのだが、大人になった子供の暴走まで親のせいにしたら可哀想だという考え方だった。早苗らしい、シンプルな発想と言えるだろう。

「自分の子供となると、そう簡単に割り切れるものじゃないんだろう。まだ子供の俺おれ達たちには想像しにくいけれど」

『うーん………』

　答える孝太郎に早苗は腕うで組ぐみをして考え込む。簡単に納なつ得とくは出来ない問題だった。すると一緒にいた『早苗さん』が早苗―――『早苗ちゃん』に話し掛かける。『早苗さん』には別の考え方があったのだ。

「あのね『早苗ちゃん』、ある日突とつ然ぜん、孝太郎さんが敵になって現れたら、どんな風に思う？」

『どんなって………そんな事ある訳ないじゃん』

　孝太郎が早苗の敵になる事は絶対にあり得ない。『早苗ちゃん』の常識では、そうなっている。孝太郎が悪者になるなら、早苗もなるからだ。

「おじいさんは、そのある訳ない事が起こっちゃったの」

『………。なんとなく、分かったような気がする」

　早苗にとっては、孝太郎が悪者になったかどうかより、置いていかれた方が問題だ。それと似たような事がコウマの中でも起こっているというのは『早苗ちゃん』にも分かり易やすい解かい釈しやくだった。

　話を理解した『早苗ちゃん』は『早苗さん』と一つに戻もどると、孝太郎の手を握った。

「どうした？」

「ねえ孝太郎………もし、悪者になるならさ………あたし達もちゃんと、連れてってね？」

　そして早苗は孝太郎の手を固く握り締める。

「分かった。その時はそうしよう」

　孝太郎は迷わず頷うなずくと、不安そうにしている早苗の手を、同じように握り返した。










　コウマが息子―――ライガの部屋を訪おとずれたのは、しばらくぶりの事だった。最近は急進派への対処で忙いそがしかったし、必要な時にはライガの方がコウマの部屋へやってきた。おかげでコウマが自らライガに会いに行く必要はなかったのだ。

「………ライガもいつの間にか、大人になってしまったのだな………」

　コウマは部屋にあった写真立てを手に取る。それは若き日のコウマと、小さな少年が一いつ緒しよに写っている写真だった。その少年は、二十年ほど前のライガの姿だ。今では三十を超える年ねん齢れいとなったライガだが、父親のコウマの心の中には写真の頃ころのイメージがいつまでも残っている。そのせいか、ついつい子供扱あつかいして反発を受けた事もある。今ではそれもいい想おもい出だった。

「………自立して大人になった………そういう事なのでしょうが………」

　昔はライガの事なら全て分かっているつもりだった。しかし今は、その自信が揺ゆらいでいる。息子のライガの中に霧きりのようなものがあって、その先を見通す事が出来ない。それが不安で、寂さびしかった。

「じぃ………それでもライガは汝なんじの息子だ。信じてやるがいい」

「ありがとうございます、お嬢様………」

　コウマは涙を拭うと、写真立てを元の場所へ戻した。それからコウマは部屋の中をぐるりと見回す。そこにあるものは大半が仕事の道具ばかりだったが、時折コウマにも覚えがあるものが交じっていた。一緒に遊んだゲーム盤ばん。スポーツのユニフォーム。読んで聞かせた本。コウマは妻を早くに亡なくしたので、息子とは出来る限り多くの時間を共にするように心こころ掛がけていた。その想い出が、この部屋には沢たく山さん詰つまっている。だからこの場所に立っていると、どうしても信じられない。あのライガが急進派と関係している筈はずがないという想いが込み上げてくる。せめて、脅されて利用されているだけであって欲しいと、願わずにはいられない。コウマの心の中にいる小さな少年は、今も微笑ほほえんでいたから。

「ライガを信じよう、じぃ………ライガなら、きっと汝の期待に応えてくれる」

「お嬢様………はい………」

　コウマは頷くと、キリハに連れられて備え付けのソファーに腰こしを下ろす。キリハは手掛かりを探す必要があったが、落ち込んでいるコウマの様子に、その傍そばを離はなれる事が出来なかった。

「………おじーちゃん………」

　そんなコウマとキリハの様子を見つめる瞳ひとみがあった。それは早苗の瞳だった。

「よぉし、ここはあたしが頑がん張ばろうっ」

　コウマが息子の潔白を証明したいのは、早苗が孝太郎を捜さがすのと似たような意味。それを理解したおかげで、早苗は妙みように張り切っていた。いつもなら物探しなんてめんどくさいと言う早苗が、率そつ先せんして手掛かりを探していた。

「ゆりか、あんた魔ま法ほうで何か出来ないの？」

「何かって、何ですかぁ？」

「キョーハクされてるなら、覗き見カメラとか、聞き耳マイクとかありそうじゃない？　そーゆーのを魔法で見付けられないかって言ってんの」

「なるほどぉ………早苗ちゃん今日は賢かしこいですねぇ」

「あたし隊長だもん。で、出来るの出来ないの？」

「やってみます。多分、電気の流れを追ったりすると分かるんじゃないかと」

「そっちは任せた二等兵」

　最初はライガの潔白にはいまいち興味のなかった早苗だが、今はそれを証明しようと頑張っている。コウマの気持ちを思い遣やる事で、少しだけ大人になった早苗だった。

　そんな早苗を見て、晴海は微笑む。

「里見君、私達も負けていられませんね？」

「そうですね、頑張りましょう」

「ただ………漠ばく然ぜんと手掛かりを探すよりも、東本願さん達のように何か調べ方を絞しぼった方がいいかもしれませんね」

　ライガの部屋は広い。コウマの仕事を手伝っているので、大地の民たみの政治や歴史に関する資料が多く取り揃そろえられている。だから端はしから順に調べていては、同行している二十数名総出で調べても、時間の浪ろう費ひは明白だった。

　―――早苗達は脅迫されている前提で調べている。だとしたら俺達は………。

　孝太郎は早苗達とは正反対の方法論で調べる事にした。つまり、ライガが自ら急進派に協力しているという前提で手掛かりを探す訳だ。残念な事に、これは誰だれかがやらねばならない仕事で、しかも早苗達やキリハ達にはさせたくない内容だ。そこで孝太郎は、自分と晴海がその役目に当たるべきだと考えた。本当は晴海に他人を疑うような仕事はさせたくないのだが、孝太郎一人では限界がある。ここは彼女の懐ふところの深さに、期待すべき局面だった。

「………先せん輩ぱい、俺達は早苗達とは逆の探し方をしましょう」

　孝太郎は声を潜ひそめ、晴海に囁きかける。他の者達には聞かれたくない内容だった。

「………という事は、ライガさんが急進派に進んで協力している証しよう拠こを探す、という事ですね？」

「………はい。気は進まないでしょうが………力を貸して下さい、桜庭先輩」

「………分かっています。誰かがやらねばならない仕事です」

　そうして晴海が寂しそうに微笑んだ時、孝太郎はその表情に別の少女の面おも影かげを見た。それは銀色の髪かみと青い瞳を持つ少女。だがそれも一いつ瞬しゆんの事。すぐに銀色の輝かがやきは消え失うせ、本来の彼女の姿を取り戻した。孝太郎は僅わずかな間それに気を取られたが、すぐに気を取り直して元の話題に戻った。

「………桜庭先輩、俺おれは歴史書を調べてみます。急進派なら、気になるものの筈です」

「………では私は帳ちよう簿ぼの類を。裏で動いているなら、誤ご魔ま化かしがある筈です」

　孝太郎と晴海は手分けして手掛かりを探し始める。そんな二人が考えている事は同じだった。ライガが敵である手掛かりなんて見付からなければいい。急進派の拠きよ点てんを示す手掛かりだけが見付かればいい。二人だけではない。それはこの場にいる全ての人間に共通した願いだった。










　そうやって一行が手分けしてライガの部屋を調べ始めてから、十数分が経過した頃。ライガの部屋に、穏健派の連絡員が飛び込んできた。

「キリハ様！」

「どうした？」

　部屋の捜そう索さくを孝太郎達たちに任せ、キリハは連絡員に近付いていく。すると連絡員はキリハに駆け寄り、彼女だけに聞こえるよう小声で新たな情報を伝える。それを聞いた瞬しゆん間かん、キリハの表情が変わった。

「ああぁあぁあぁぁぁぁぁぁっ!?」

　しかしそれとほぼ時を同じくして早苗が大きな声を上げたので、キリハの表情の変化に気付く者はいなかった。誰もが自然と早苗に目を奪うばわれていた。

「孝太郎孝太郎っ、見て見てっ！　見付けたよっ、変なスイッチ！」

「なんだって!?」

　早苗は一冊の分厚い本を手に取ると、孝太郎達に開いて見せる。するとそこには、プラスチック製の小さな箱が埋うめ込まれていた。

　早苗が見付けたのは、本に隠かくされていたスイッチだった。スイッチは本をくり抜ぬく形で隠されており、開いてみないと分からない巧こう妙みような隠し方をされていた。早苗は隠しカメラやマイクを探す中で、たまたまその本を手に取ったのだった。

「………こんなもの………わしは知らんぞ………ライガよ、お前本当に………」

　フラフラと早苗に近付いたコウマが本を手に取る。そして震ふるえる手で、隠されていたスイッチを押おす。押し下げられたスイッチは、カチリという音と共に、赤く輝き始めた。

　ゴゴンッ

　すると本ほん棚だなが左右に開いていく。本を満まん載さいした状態で動いているので、その音はとても重々しい。本棚が左右に動いた事で、その後ろにあるものが露あらわになる。それは壁に埋め込まれた大きな金庫だった。

「早苗、開けられるか？」

「流石さすがにこれは無理だと思う」

　金庫には機械式の鍵がかかっている。孝太郎は蔵の扉と同じく早苗に開けて貰もらおうと思ったが、彼女は首を横に振った。金庫は内側から開けるような仕組みにはなっていない。早苗の手に余る鍵だった。

「それじゃあ、わたしがやりますぅ」

　するとゆりかが手を挙げ、孝太郎の横に進み出た。声のトーンは普ふ段だん通りだったが、その瞳に宿る光は強い。それは魔法少女の目だった。

「出来るのか？」

「鍵のところを、酸で溶とかしてしまえば良いと思いますぅ」

　そう言いながら、ゆりかは愛用の杖つえ、エンジェルハイロゥを両手で構える。その自信に満ちた姿を見た孝太郎は金庫の前から退き、ゆりかの為に場所を空けた。

「頼たのむ、やってくれ」

「はいっ！　………アシッドスプラッシュ」

　ゆりかは杖の先せん端たんを金庫の鍵の部分に向けると、ごく短い魔法を詠えい唱しようする。それは初歩の攻こう撃げき魔法で、強酸性の液体を噴ふん射しやする魔法だった。

　ジュウウゥゥゥゥ

　初歩の魔法なので、噴射した液体が酸性を維い持じしていられる時間はごくごく短い。しかし鍵の仕し掛かけを破壊するには十分な威い力りよくがあり、またすぐに酸性を失うおかげで鍵以外には影えい響きようを与あたえない。ゆりかが選んだ魔法は適切だった。

「開きましたぁ」

　酸はあっという間に鍵を溶かしてしまった。おかげで金庫の扉は半開きになり、中にあるものが覗いている。金庫の中には何かの書類が収められていた。

「キリハさん」

「ああ………」

　キリハは金庫の前へ移動すると、収められていた書類の一つを手に取って目の前で大きく広げる。それは大きな地図で、多くの印や文字が所ところ狭せましと書き込まれていた。

「………ふぅ………残念ながら、最悪の事態が進行しているようだ………」

　その地図は、地上に対する武力侵しん略りやく作戦の、計画書の一部分だった。










　金庫の中には、計画書以外にも穏健派側の機密情報が収められていた。脅きよう迫はくされた人間がわざわざ金庫を作るとは思えないし、作戦の計画書に触ふれられる立場にあるとも思えない。普通に考えると、ライガはコウマから穏健派の情報を盗ぬすみ出し、それを参考に計画書を書いたという事になる。つまりライガは自発的に急進派に参加していて、しかも相当上位の立場にある―――その疑いが極きわめて濃のう厚こうとなっていた。

「クラン、まずい状じよう況きようだ」

『どうしましたの？』

「族長の腹心の部下、その息子が急進派に加担しているようなんだ。恐らく穏健派内部にも多くの協力者がいる」

『という事は、わたくし達たちだけでやるしかありませんわね。しかも、早さつ急きゆうに』

「そういう事だ。ティア達は今どこだ？」

『先程の報告では、もうすぐ予定の配置に付くと』

「ティア達が配置に付いたら、すぐに教えてくれ」

『分かりましたわ』

　クランとの話が済むと、孝太郎は渋しぶい表情を作った。状況は非常に悪い。戦せん況きようは急進派が有利に展開していて、しかも孝太郎達が地じ震しん兵器を何とかするまで穏健派は本気で反はん撃げきには移れない。またコウマの息子が急進派に加担している以上、穏健派の内部には相当数の急進派が潜もぐり込んでいる筈だった。おかげで穏健派と連携して急進派の拠点を探す事も出来ない。穏健派が大々的に動き始めれば、それがすぐさま急進派に伝わってしまうからだった。

「里見君、これからどうするつもりですか？」

「そうですね………とりあえず作戦計画書を調べて、急進派の拠点の位置を割り出せないかやってみます」

　計画書には、今地底で起こっている戦いの計画も含ふくまれている。兵士を素す早ばやく展開させる都合上、合理的な作戦であればある程ほど、拠点の位置は絞られる。希望はまだ断たたれた訳ではなかった。

「そーゆーのキリハは得意だもんね」

「あとは時間との勝負だが………」

　ある程度範はん囲いを絞り込めても、実際に発見するまでに時間がどれだけかかるかは分からない。運の良し悪あしにも結果は大きく左右されるだろう。

「ゆりか、キリハさんを呼んで来てくれるか？」

　キリハは少し前に、大きなショックを受けたコウマを私室へ連れて行くべく、この部屋を出ていった。そろそろ戻ってきて貰う必要があった。

「はいですぅ！」

　ゆりかは眺めていた資料を閉じると、笑え顔がおで請うけ負おった。数字や記号ばかりを眺め続けて頭痛がし始めていたところだったので、ゆりかはこの新しい仕事を歓かん迎げいした。鼻歌まじりにライガの部屋を飛び出して行った。

「里見さぁんっ！　大変ですぅっ！」

　数分後、ゆりかは戻って来たのだが、その表情は飛び出して行った時とはまるで正反対だった。

「キリハさんがいないんですぅっ！」

　理由はすぐにゆりか自身の口から語られた。キリハの姿が見えない。それはこの状況においては、致ち命めい的てきな結果をもたらしかねない大問題だった。

「いない？　ゆりか、ちゃんと説明しろ！」

「わたしにもよく分かりませんっ！　ただこの家の人が、少し前にキリハさんが外へ出て行くのを見たって言ってましたぁっ！」

「どういう事なんだ………？」

　孝太郎にはキリハが姿を消した理由がまるで分からなかった。その必要があるとは思えない。むしろその逆に、今こそキリハの知ち恵えが必要な時なのだ。孝太郎には疑問と焦あせりが募つのった。

「皆みなさん、少し………宜よろしいですかな？」

　そんな時だった。ゆりかを追うようにしてこの部屋へ戻って来たコウマが、孝太郎達のところへやって来た。息子の容疑が強まり落らく胆たんは大きいものの、そこは長年族長の右みぎ腕うでを務めてきた人物。気持ちを切り替かえ、自身の役目を果たさんとしていた。

「………なるほど、言われてみれば確かに見覚えが………不思議な話だ………」

「コウマさん？」

　コウマは孝太郎の前に立つと、懐なつかしそうに孝太郎の姿を眺める。しかしそうしていたのはほんの一瞬の事。彼かれはすぐに本題を切り出した。

「お嬢様―――キリハ様は、急進派の本ほん拠きよ地ちへ向かわれました」

「なんですってっ!?」

　コウマの言葉に、孝太郎は目を剥むいた。一人きりで急進派の本拠地へ向かうなど、自殺行こう為い以外の何物でもない。大体、その場所が分からずに苦労していた孝太郎達なのだ。

「先程やってきた連絡員が新たな情報を持って参りました。旦那様―――ダイハ様が、急進派に囚とらわれてしまったと」

　コウマは沈ちん痛つうな面おも持もちで話を続ける。我が子が関与している可能性が高いので、この状況には強い責任を感じていた。

「そして急進派はダイハ様の命を盾たてにして、キリハ様に出頭を求めました」

「馬鹿なっ、どうして止めなかったんですかっ!?」

「何度もお止めしました。しかしキリハ様は、こうするしかないと………」

「そんな………」

　孝太郎は悔くやしそうに奥おく歯ばを噛かみ締しめた。キリハの性格なら、危険を承知で出頭する。キリハはそういう少女だった。

「孝太郎様、お嬢様より預かっているものがございます」

　コウマはそう言いながら、懐から何かを取り出し、孝太郎に向かって差し出す。それは少し色がくすんだ、銀色のカードだった。

「これは………」

「お嬢様はこれをあなたに返すように仰おつしやいました。そして一言、あとは頼む、と」

　そのカードは十一年前に孝太郎がキリハにプレゼントしたもの。キリハがこのカードをどれだけ大切にしていたのかは孝太郎もよく知っている。彼女はそれをあえて孝太郎に返した。それが何を意味するのか、孝太郎にもはっきりと分かった。

「………キリハさんは、死ぬ気か………」

　キリハは自身の死を覚かく悟ごして敵地へ乗り込んでいった。だから命より大事なカードを孝太郎へ返す。そうする事が、最も確実に想い出のカードを守る方法だからだった。







侵略者達の戦場　七月四日（日）







　ティア達たち地上部隊が配置に付いたのは、地底でキリハが姿を消した十五分後だった。彼かの女じよ達は無人島の北側、急進派の基地の傍までやって来ており、そこから基地の様子を窺うかがっていた。

「………思ったより小さいのね」

　それが基地を初めて自分の目で見た静しず香かの感想だった。鉄てつ柵さくで囲まれたその基地は、ころな荘そうよりは大きいが、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうよりはずっと小さい。静香が思い描えがく基地は、外国の映画で見るような巨きよ大だいなものだったので、これはいささか拍ひよう子し抜ぬけだった。また夜遅おそい事もあって、ライトに照らされた基地には寂しい印象がある。おかげで小さい印象はより強まっていた。

「シズカ様、あれは基地の入り口部分だけです。目立たないように、基地の殆ほとんどが地下に作られています」

　ルースは小さく微笑むと、腕うで輪わを操作して静香に立体映像を見せる。それは基地の規模を推定した三次元モデルで、収集した情報を分ぶん析せきしてルースとクランが作り上げたものだった。それによると基地の地上部分はほんの僅かで、九割以上の施し設せつが地下に作られていると推定されていた。

「そっか、秘密の基地だって言っていたものね」

　広域破は壊かい兵器が設置されている基地なので、可能な限り目立たないのが望ましい。偵てい察さつ衛星の問題もあるので、地下に作るのはほぼ必然だった。航空機や車両などが使う基地ではないので、それで不便になるような事もないのだ。

「流石にここからはこれまでのようにはいくまい。皆の者、準備はよいか？」

　ティア達はこれからこの基地に突っ込み、そこにある筈の地震兵器―――アースドラゴンを破壊する事になっている。これまでは敵との接せつ触しよくは避さけてきたが、ここからはそういう訳にはいかない。立ちはだかる敵を倒たおして、目的を遂とげねばならなかった。

「いつでも。戦いの覚悟なら出来ているわ。たとえその相手が真ま耶や様であっても」

　真ま希きは自身の杖を握にぎり締め、大きく頷く。彼かの女じよはこの島へ降り立った時から、師し匠しようである真耶との戦いを覚悟していた。おかげでその瞳に宿る光には僅かな揺らぎもない。それに急進派の兵士にやられるようでは、真耶には到とう底てい勝てないだろう。兵士との戦いを恐おそれる真希ではなかった。

「任せてティアちゃん。ドキドキし続けるより、身体を動かす方がいいわ」

　静香も戦いの準備は済んでいた。彼女の場合は無敵の身体に女子高校生の精神が宿っているので、見付かったら作戦全体が破は綻たんしてしまう隠密行動を続けるよりは、戦う方が緊きん張ちようは少なかった。

「僕ぼく、なんだか緊張してきたよ」

「落ち着けコタロー。そんなんじゃ、出来る事も出来なくなる」

「そういうハヤト兄ちゃんだって震えてるじゃない」

「コタロー、ハヤト、怖こわいのはみんな一緒だ。だから一緒に戦うんだ。そうだろう？」

「ケンイチの言う通りよ。今出来る事を、精せい一いつ杯ぱいやりましょう？」

「そうだよ。その方が祝勝会のごはんが美お味いしいに決まってるしさ！」

　これまでのような小規模な戦いとは根本的に違ちがう、地上と地底双そう方ほうの未来がかかった戦いを前に、サンレンジャーも緊張を隠せない。しかし彼らは一緒に戦ってきた仲間達と支え合って、その困難に立ち向かおうとしている。そんなサンレンジャーの姿は、周囲にいる穏おん健けん派はの兵士達にも勇気を分け与えていた。それがヒーローの本質なのだろうが、サンレンジャーにはその自覚はなかった。

　続いて穏健派の部隊からも、次々と準備完かん了りようの報告が入ってくる。ティアは八十九名全員の準備が整った事を確かく認にんすると、大きく頷いた。

「………生まれも育ちもバラバラのわれらじゃが、何としてもこの戦いに勝たねばならぬ事だけは共通しておる。今は生まれも育ちも忘れよ！　戦いぶりがどれだけ無様でも構わぬ！　必ずアースドラゴンを破壊して、戦いを勝利へと導く!!　わらわに続けっ!!　出しゆつ撃げきじゃっ!!」

　ティアが高らかにそう宣言すると、八十八名の仲間達が力強く応える。

『おうっ!!』

　宇宙人の主従、魔法少女、女子高生、太陽部隊、地底人。この場所に集った者達の顔かお触ぶれは様々。しかしこの戦いにかける思いだけは、一つだった。










　最初に攻こう撃げきを仕掛けたのはティアだった。科学力で他を圧倒する彼女は、誰よりも先に攻撃を仕掛ける事が出来る。だから彼女は身を隠していた茂しげみから飛び出した時点で攻撃を開始した。

「『青騎士』っ、多連装地対地ミサイル！　あの邪じや魔まな鉄柵を吹ふき飛ばせぇっ！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　ティアの求めに応じて、彼女の両りよう肩かたのやや後方に二つの大きな六角柱が出現する。それはミサイルの発射装置で、出現と同時に発射口を開放、内蔵されているミサイルを全て発射した。発射されたミサイルは全部で十二発。それらはまずティアの頭上へ向かって飛んでいき、そこから大きくカーブして急進派の基地へ向かう。するとミサイルの燃ねん焼しよう炎えんが夜空に大きな弧こを描いた。

　ズンッ、ズズンッ

　ミサイルの狙ねらいは、基地の入り口を囲んでいる鉄柵だった。着ちやく弾だんしたミサイルは狙い通り鉄柵を粉ふん砕さい。おかげでティア達の行く手を遮さえぎるものはなくなった。

「ルースッ！」

「はいっ！　歪わい曲きよく場ば展開しますっ！」

　ティアと入れ替わるようにしてルースが先頭に立つ。すると彼女は身に着けている戦せん闘とう用の鎧よろいの機能を使って、大きなバリアーを張った。彼女は基地の入り口に接近するまではそうやって先頭で盾役を務める。ルースが持つ守護騎士の称しよう号ごうに相応ふさわしい役割だった。

　そして更さらに、真希の魔法が一行を守る。

「ミラーイメージ・モディファー・エリアエフェクト・エンド・エフェクティブエリアラージッ！」

　真希の専門は精神操作なので、幻げん覚かくの魔法にも通じている。彼女は八十九名の仲間達の姿をまるごとコピーした幻影を作り出し、本物の周囲に配置した。こうすると実際の人数の何倍もいるように見えるので、攻撃を受ける可能性自体が大きく下がる。確率的な防ぼう御ぎよ手段だった。

「向こうが立ち直る前に距きよ離りを詰つめる！　力の限り走れぇっ！」

　ティアの命に従い、地上部隊は全員が一丸となって前進する。

　入り口を守っている急進派の兵士達は全部で十名ほど。彼らはティアのミサイル攻撃によって算を乱していたが、いつまでも慌あわてたままでいてくれる訳ではない。立ち直れば援えん軍ぐんを呼び、反撃してくる事だろう。その前に距離を詰める必要があった。

「殿でん下か、撃うって来ましたっ！」

　チュインッ

　基地の敷しき地ちまであと百メートル程にまで迫せまった段階で、ルースが展開しているバリアーに時折小さな火花が飛ぶようになる。それはバリアーに銃じゆう弾だんが弾はじかれる時の光だった。立ち直った急進派の兵士達が、ティア達の姿に気付いて攻撃を開始したのだ。数が少ないので今は問題ないものの、援軍が来ればその限りではない。そう判断したティアは、すぐに次なる指示を下した。

「ブルーシャインッ、あの見張り小屋から出ているケーブルを撃てっ！」

「任せとけっ！　コタロー！」

「はいよっ！　実じつ弾だん装そう填てん、暗視装置起動、距離百八十、北西の風二メートル、湿しつ度ど五十五パーセントッ！」

　ブルーとグリーンは一いつ旦たん隊列から離れると、狙そ撃げき態勢に入る。使っている武器がフォルトーゼ製という事もあって、二人の準備は早い。隊列から離れた数秒後には、既すでにターゲットをスコープ内に捉とらえていた。

「兄ちゃんっ、その銃なら補正は要いらないっ、すぐに撃って！」

「発射っ！」

　ゴンッ

　銃声にしては重々しい音と共に、狙撃用のライフルから銃弾が放たれる。秒速千メートルを超こえる弾だん速そくの為、銃声が聞こえた時には既に銃弾は目標に命中していた。銃弾は狙い過たず、見張り小屋から出ているケーブルをその基部の屋根ごと粉砕した。

「命中！」

「よしっ！　いくぞ、コタロー！」

「うんっ！」

　狙撃を終えた二人は大急ぎで立ち上がると、先行するティア達を追う。そのティアは満足げな笑顔を浮うかべると、彼らに労ねぎらいの言葉をかけた。

「よくやったサンレンジャー！　これで向こうの援軍は遅おくれるっ！」

　ティアが狙撃させたケーブルは通信用のケーブルだった。このケーブルは入り口を守っている警備兵が援軍を呼ぶ為にも、監かん視しカメラの映像を送る為にも使われている。これを断っておけば、緊急用回線に切り替わるまでの僅かな時間、基地内の動きを遅らせる事が出来る。その時間でティア達は十分に入り口まで辿たどり着つける筈だった。

「殿下っ、正面に金属反応っ！　地じ雷らい原げんですっ！」

　ルースの鎧のコンピューターが危険を告げていた。基地の入り口を囲む鉄柵の外側は、正面ゲート側を除いて、地雷で埋め尽つくされている。その範はん囲いはおよそ十メートル程。迂う闊かつな侵しん入にゆう者しやを吹き飛ばすには十分な範囲だった。

「ええい面めん倒どうじゃっ！　『青騎士』っ、残りのミサイルを全てくれてやれっ！　わらわ達が通る道を作るのじゃっ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　ティアの両肩の後ろに浮かんでいるミサイル発射装置から、再び大量のミサイルが発射される。数は先さき程ほどと同じ十二発。それらは雨のように地雷原に降り注いだ。

　ドドンッ

　すると先程に倍する盛大な爆ばく発はつが起こり、基地の入り口が見えなくなった。大地は地震のように揺れ、爆風が周囲の樹木を激しく揺らす。

「進路クリアッ！」

「皆の者っ、このまま突つっ切るぞっ！」

　その爆炎と土つち埃ぼこりが消えない間に、ティア達は地雷原に突っ込んでいく。爆風は彼女達にも襲おそい掛かったが、ルースのバリアーは強固で傷一つ負っていない。そして進路上にあった地雷は全て焼き払はらわれ、ティア達を阻はばむ事はなかった。こうしてティア達は無事に基地の敷しき地ち内ないへ侵入する事に成功した。

「ティアちゃんっ、待ち構えているわよっ！」

　しかし危機はまだ続いている。静香の鋭えい敏びんな感覚が、土煙の向こう側で待ち構える敵の気配をキャッチした。ティアのミサイルが地雷原に落ちるのを見て、急進派の兵士達はティア達がそこを通ってくると見み越こしてその先で待ち構えていたのだ。

「心配ないっ！」

　ティアがそう叫さけんだ瞬間、土煙の向こう側に十名の急進派兵士の姿が現れる。彼らも無能ではない。ティアが地雷原を処理したのを見て、武器を手しゆ榴りゆう弾だんやバズーカに切り替えている。ルースのバリアーは強固だが、頭上や足元は完全には守り切れていない。彼らはそこを狙っていた。

　しかしティアとてそれは承知の上だ。バリアーに関する戦術なら、フォルトーゼでは大昔から研究されているのだ。

「マキッ！」

「フラッシュッ！」

　次の瞬間、最さい後こう尾びにいた真希が魔法で激しい閃せん光こうを作り出した。接近してくるティア達に注目していた急進派の兵士達は、その閃光をまともに見てしまった。すると彼らが使っている暗視ゴーグルは完全に機能を停止。彼らは突とつ然ぜん視界を失って立ち竦すくんだ。

「今じゃっ、攻撃せよっ！」

　慌てて暗視ゴーグルを外しても、もはや手て遅おくれ。急進派の兵士達はティア達が放った銃弾をまともに浴びて意識を失った。










　一行が基地への入り口に飛び込むと、そこは地下へ向かうトンネルになっていた。その傾けい斜しやはなだらかで、トンネル自体が二十メートル近い横よこ幅はばを持つ。また所々に照明が設置されていて、トンネル全体を明るく照らしている。物資を運ぶトレーラーがここを行き来する事を考えると、非常に妥だ当とうな作りだった。

　ガシュンッ、バシュウゥゥゥゥ

　ティアが左ひだり腕うでに構えている大型の武器、機械式の杭くい打うち機きが猛もう烈れつな勢いで排はい気きする。ティアはこの武器を使って入り口のゲートを破壊したばかりだった。フルパワーで使った時の排気には多くの水蒸気が含まれていて、勇ましく武器を構えるティアの姿をより一層力強い印象へと変えていた。

「あのー、デビル姫ひめさん。予定通りもっと静かに侵入した方が良かったんじゃありませんかね？」

　そんなティアの姿に圧あつ倒とうされながら、レッドシャインは恐る恐る意見を述べた。実は本来の計画では、ティア達地上部隊の侵入はもっとゆっくりと慎しん重ちように行われる筈だった。未知の基地に踏み込む訳なので、慎重な案が検討されたのだ。だが、実際には強行突とつ破ぱ。結果は成功だったが、ひやりとする場面は幾いくつも存在していた。

「わらわもそのつもりだったのじゃが………地底の状況を聞くに悠ゆう長ちようにしていられぬようなのじゃ」

「そんなにまずいのか？」

　ブルーシャインも話に加わってくる。サンレンジャーの中ではブルーが一番豊富に軍事関係の知識を持っていた。

「うむ。急進派が返答の遅おそさに痺しびれを切らせて攻撃に出た。穏健派が大おお掛がかりな反撃に移る前に地震兵器を破壊せねば厄やつ介かいな事になる」

「………かといって穏健派が反撃せずにいればいい的か」

「そういう事じゃ。どうやらわれらには悠長にしている時間はないようじゃな」

「ハヤト」

「覚悟を決めろケンイチ。確かにここが勝負どころだ」

「………分かった。全力を尽くそう。実際、悠長にしている時間はないようだしな」

　ブルーがティアの意見を支持した段階で、レッドは反論を止めた。ブルーの判断を信しん頼らいしているのだ。それにここは既に敵地の中。のんびりしていては命取りだった。

「皆の者、ここからは部隊単位での行動を守るのじゃ。決して一人きりで行動するでないぞ」

　突とつ入にゆう時には移動を優先して団子状態だったが、ここからは再び隊列を組み直す。六畳間の少女一人に対して、穏健派の兵士が二十名。この二十一名が、今作戦における最少行動単位だった。例外はサンレンジャー達で、経験豊富な彼らは遊ゆう撃げき部隊として敵の弱点を突いたり、味方の弱点を補う役目を担になう。この構図を崩くずさない事が、未知なる場所で勝利を収める為ための必ひつ須す条件だった。

　こうして二十一名単位になった一行は、整然とトンネルを駆かけ下りていく。トンネルは百メートル程下ったところで唐とう突とつに終わり、突然視界が開けた。トンネルは広大な空間へ繋つながっていた。そこは大地の民の技術で生み出された地下の大空洞。その広さは差し渡わたし数百メートルにも及およぶ。しかも地下であるにも拘かかわらず、きちんと照明が施ほどこされている。頭上で輝く太陽のような球体が、広大な大空洞全体を照らし出していた。

「どうやらあの中に地震兵器―――アースドラゴンがあるようじゃの」

　そして大空洞の中央、照明の球体の真下辺りに、基地と思おぼしき建物があった。その大きさは優に百メートルを超える。設計図ではアースドラゴンは数十メートルの大きさを持つ事になっている。この建物の中にあると考えると、妥当なサイズだった。

「大きなエネルギーの反応もあります。恐らく間ま違ちがいないかと」
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　ルースが着ている鎧のコンピューターが、基地から僅かに漏もれ出しているエネルギーの残ざん滓しから、その全体像を推測してくれる。それによると街一つ分の生活を賄まかなえるだけのエネルギーが、基地内で作られているようだった。

「向こうもいよいよ本気を出して来たわね」

　静香の視線の先、基地と彼女達の間に、武装した急進派の部隊が待ち構えている。その数は地上で入り口を守っていた警備兵の比ではない。普ふ通つうの兵士の数だけで百名近い上、機械兵や自動兵器、戦闘用の車両も数多く取り揃そろえている。陣じん形けいも良く練られており、最前列を機械兵や自動兵器で固め、その後ろが戦闘用車両。兵士達はそれらをカバーするように配置されていた。

「どうやら上に援軍を出す暇ひまがなかったのではなく、最初からここで勝負するつもりだったみたいね」

　静香と同じものを見て、真希がそう結論する。

　彼女達は地上から基地へ通じるトンネルを急進派の部隊に塞ふさがれたら厄介な事になると考えて、その前に突破を図はかった。だが基地へ通じる道を塞いで意味があるのは、双方の兵力が拮きつ抗こうしているか、僅かに急進派の兵力が多い場合に限られる。急進派の兵力が大きく上回るなら、広い場所で戦う方がその全てを生かす事が出来る。狭せまい通路で兵力を小出しにする意味など、何処どこにもないのだった。

「正せい攻こう法ほうで勝てると踏んだか。面おも白しろい、わらわを見み縊くびったツケは払わせてやる」

　ティアはそう言って凄すごみのある笑えみを浮かべる。ティアはこの一年ほどで心身ともに大きく成長していたが、相変わらずプライドは高いままだ。今のティアは友好的な感情が含まれていれば何を言われても大体許すのだが、敵対的な相手に馬ば鹿かにされるのだけは許せない。そしてティアはこの状況を馬鹿にされたと感じ、烈れつ火かの如く怒おこっていた。

『見縊ってなどいませんよ、ティアミリス殿下』

「その声はっ!?」

「エゥレクシス！」

　そして近くに設置されていたスピーカーからエゥレクシスの声が聞こえてくると、ティアだけでなくルースまでもが表情を硬かたくした。敵に回ったかつての見合い相手は、日ひ頃ごろ温おん厚こうな彼女にとっても許し難がたい人間だった。

　また言葉とほぼ時を同じくして、ティア達の前にエゥレクシスの半はん透とう明めいな立体映像が現れる。その姿は相変わらず洗練されていて美しい。だがその事が、ティアとルースの感情を更に逆さか撫なでていた。

『見縊っていないからこそ、最大の兵力を使えるこの場所で戦うのです。それに地上では派手にやると目立ち過ぎますしね』

　ティアとルースは突然のエゥレクシスの登場に驚おどろいていた。しかしその反面、納なつ得とく出来た事も多い。武器や兵器の生産技術が飛び抜けて高かった理由などがそうだった。

「貴様………よくノコノコとわらわの前にやってこれたものじゃな。しかも急進派などと手を組みおって」

　ティアは苛いら立だたしげに立体映像を睨にらみ付ける。ティアにとって、エゥレクシスは単なる敵ではない。彼は孝こう太た郎ろうを殺そうとしたという、ティアにとって最も許せない重罪を犯おかした相手。おかげでティアの眼光の鋭するどさは、カメラを介かいして彼女と向かい合っているエゥレクシスを刺さし貫つらぬかんばかりだった。

「見み損そこないました。目的や手段はともかく、あなたはプライドだけは持っていると思っていましたのに」

　そしてそれはルースにとっても同じ。彼女は冷ややかな眼まな差ざしをエゥレクシスに向けていた。

『耳が痛いですな。しかし我々にも目的がありましてね。多少プライドを捨ててでも、成し遂げたい事があるのですよ』

「我々？　あなたまさか………真耶様に協力しているの？」

　これまでは黙だまって話を聞いていた真希だったが、エゥレクシスが何気なく口にした言葉から真耶の気配を感じ取り、黙っていられなくなった。

『おおっと、君は確か真耶の弟で子しの………これは迂う闊かつな事は言えないようだ』

　エゥレクシスは楽しそうに笑う。エゥレクシスは本当に真耶の事が気に入っていた。予想外の事が次々と起こる。この真希の出現さえも、そう感じさせる要素の一つだった。

「真耶様はここに来ているの!?」

『それは私の口からは言えない。仲間を大事にしろと、以前コータロー君に怒られたものでね。ただ私の所まで辿り着ければ、分かると思うよ』

「ならすぐに行くわ。そこで待っていなさい」

「そういう訳じゃ。覚悟せよ、エゥレクシス！　そなたがいると分かった以上、わらわ達は決して退かぬ。誰だれを敵に回したのか、後こう悔かいさせてくれるわ！」

『お茶とお菓か子しを用意して、お待ち申し上げております、皇女殿下』

　その言葉を最後に、エゥレクシスの立体映像が消え、通信が途と絶だえた。それと同時に基地を守る防衛部隊がティア達に向かって移動を開始する。それを見たティアもまた、仲間達に前進を命じる。

「では参ろうぞ、皆の者！　雑ざ魚こどもを蹴け散ちらし、エゥレクシスを叩たたきのめし、アースドラゴンを破壊する！」

　こうしてティア達地上部隊による戦いの幕は、切って落とされたのだった。










　大地の民たみが築いた地下都市、シアルの里。古文書に記されている真なる故郷の名を取って築かれたこの都市は、大地の民にとって第二の故郷となる筈はずだった。実際、多くの民にとってはこの場所こそが故郷。彼らの誇ほこりと伝統は、この場所にこそ存在していた。

　そのシアルの里が燃えていた。キリハは急進派の拠きよ点てんへ連れて行かれるまでの間に、車の窓から故郷が焼かれる様子を何度も見せ付けられた。

　住民達たちの憩いこいの場であった街角で銃弾が飛び交かい、多くの人間が手当てもないままに路上に倒れ伏ふしている。行政府は真っ先に攻撃を受け、国としての機能は完全に麻ま痺ひ。里の各地で繰くり返し爆発が起こり、大地の民の歴史上最高の建築と絶賛された創世の女め神がみの神しん殿でんは、その半分が吹き飛んでしまっていた。

　国家、伝統、歴史、信しん仰こう、そして人間。大地の民を大地の民たらしめる、ありとあらゆるもの―――アイデンティティが踏みにじられ、崩ほう壊かいの道を辿っていた。しかしこの問題の複雑な点は、それらを崩壊させるものもまた、一族のアイデンティティなのだ。

　急進派の者達にとってシアルの里は誇りと伝統の象しよう徴ちようではなく、敗北と屈くつ辱じよくの象徴だった。大地の民は技術と文化に優すぐれていたにもかかわらず、地上の民に故郷を奪うばわれ地下へ追いやられた。それはあえて武器を取らないという誇り高い選せん択たくだったのだが、急進派の者達はそのようには考えない。急進派の考えでは、シアルの里は敗北者の監かん獄ごくだ。だから彼らは地上へ戻もどり、かつて住んでいた土地を取り戻す事は絶対の正義だと考えている。その為になら武力行使も許される。むしろ武力行使は権利だと考えていた。そして優れた人間による支配は、地上の人間にとっても幸福となる。それこそが一族の誇りと伝統を、正しく受け継つぐという事。これが急進派の考えだった。

　急進派は地底に移り住んでからの歴史を間違いだったと否定する。同じように、シアルの里そのものにも価値を見み出いだしていない。彼らにとってこの里は難民の仮設キャンプでしかない。だからもし生産力が十分に確保されていれば、彼らは里を破壊する事を迷わなかっただろう。

　この戦いは二つのアイデンティティがすれちがい、激げき突とつして起こった悲劇。大地の民が内包したまま解決出来なかった、一族の業ごうそのものだった。このまま放置すれば、悲劇は地上へと広がっていくだろう。

　それを避ける為になら、自分の命など惜おしくはない。街の様子を見た事で、キリハの覚悟は一層強くなっていた。おかげで急進派の拠点でマグズと対面した時も、彼女の瞳ひとみは強く輝かがやいたままだった。










　キリハが連れて行かれた急進派の拠点は、新市街の中でも最も古い建物が密集している地域にあった。急進派の成立は古く、秘密の拠点も昔から存在していた。本来はこの地域も旧市街に指定されて使われない筈だったのだが、行政側に喰くい込んだ急進派が密ひそかに指定を外した。旧市街の一部地域に人間が頻ひん繁ぱんに出入りをしていれば目立つからだ。そして穏健派には、新たに秘密の基地を作るなら旧市街だろうという先入観があった。彼らは昔から拠点があったとは考えていなかったのだ。おかげでこの場所は盲もう点てんとなり、穏健派から隠かくされ続けてきたのだった。

「………カスミ＝ライガ………まさか汝なんじがマグズであったとはな………」

「明かりの裏に立てば、誰も見る事が出来ない―――忌いま々いましいこの地底で生まれた諺ことわざですが、紛まぎれもない真実ですよ」

　拠点の最深部にある司令室でキリハを出で迎むかえたのは、急進派への関かん与よが疑われていたカスミ＝ライガその人だった。実は関与どころではなく、ライガこそが急進派の指導者、マグズだったのだ。

　キリハは司令室の中央に立ち、指揮官の席に着いているマグズと向かい合っている。彼女の手足は鎖くさりに繋がれていて身動きが取れない。また、彼女の周囲は武器を持った兵士に囲まれている。その為、キリハがこの状じよう況きようから自由になる可能性は全くと言っていいほど少なかった。

「その明かりがどんな気持ちでいるのか、考えた事はないのか？」

　キリハは強い怒いかりを込めて、ライガ―――マグズを睨み付ける。彼女は不利な状況にあっても毅き然ぜんとした態度を崩さない。キリハとて地上侵しん略りやくの全権を委ゆだねられた司令官。敵に弱さを見せる訳にはいかなかった。

「ありますよ。だから時間をかけて分かって貰もらおうとしたんです」

　キリハの強い言葉と視線を受けても、マグズは気にした風もなく笑い続けた。その年ねん齢れいはあと数年で四十を数えようとしていたが、その笑え顔がおからはまるで若者のような純じゆん粋すいな意思が溢あふれ出ている。それを感じたキリハは、その純粋さが多くの人を惹ひきつけるのであろうと考えていた。

「ですが、その為の時間も尽きてしまいました。結局、父の心には我々のメッセージは届かなかった。残念な事です」

　言葉通りにマグズは残念そうに肩かたを竦める。マグズの言葉には嘘うそはない。彼かれは本当に残念に思っているのだった。

「当然だろう。遠くから聞こえてくる得体の知れない人間の言葉が、コウマの心に届くものか。近くでライガが言えば届いたかも知れんが」

「なんだとっ!?　口の減らん小こ娘むすめがっ!!」

　キリハが口にした得体の知れない人間という言葉に、マグズではなくその隣となりにいたタユマが激げき昂こうした。彼はまるで、噛み付かんばかりの勢いでキリハを怒ど鳴なり付ける。忠犬という言葉が相応しい姿だった。

「マグズ様を得体の知れないなどとっ!!」

「構わないさ、タユマ」

「しかし―――」

「いいんだ、タユマ。彼女の言葉は正しい」

「マグズ様………」

　しかしタユマはマグズに制止され、渋しぶ々しぶその口を閉ざす。それは飼い主に叱しかられた犬のようにも見えた。

「確かに、貴女あなたの言う通りです。私が繰り返し説得すれば、父は我々の正義を理解してくれたのかもしれません。ですが子供のわがままだからと従ってくれる事は、真の理解ではありません。それは誰にとっても不幸です。違いますか？」

　マグズは淡たん々たんと切り返した。怒った様子も、取り乱した様子もない。しかも言葉の中身は正論。そんなマグズからはカスミ家の跡あと取とりに相応しい風格が感じられる。その事が、キリハの感情を逆撫でていた。

「その言い分は通らないな。その言い分が通るのは、汝がコウマと直接対話をした事がある場合に限られる。それをしないうちは、汝の言葉は空々しいだけだ」

「流石さすがはクラノ家の御ご息そく女じよ、手厳しいですな。しかし直接話をすれば、顔を隠しても父には正体を知られるでしょう。故に説得に失敗すれば身の破は滅めつ。出来ない相談です」

「馬ば脚きやくを現したな、ライガ」

　キリハはマグズに厳しい視線を向けたまま、口元に笑みを浮かべる。それは孝太郎や六畳間の少女達には決して向ける事のない、酷こく薄はくな笑顔だった。

「汝には正義などない。自分の都合に合わせて、正義を利用しているだけだ」

　マグズは正体の発覚を恐れ、コウマと対話しようとしなかった。その時点で正義などない。試みる前に対話を放ほう棄きする正義などありえない。子供でも知っている事だった。

「くっ………」

　ここで初めてマグズの表情から余よ裕ゆうが失われた。キリハの言葉に反論できず、明らかに不快そうな表情を作った。急進派にとって、正義は非常に重要な要素だった。絶対の正義があるからこそ、武力の行使が許される。そこをキリハに突かれ、マグズは動どう揺ようしてしまったのだ。

「………ならば次に父と出会った時に、そうしてみる事にしましょう」

　しかしマグズはすぐに気持ちを立て直した。彼は長い間コウマの仕事を手伝ってきたので、人間相手の駆け引きは得意。動揺を引き摺ずるような事はなかった。

「コウマを捕とらえて自由を奪い、一方的に話を聞かせるか。大した正義だな、ライガ」

「その頭のキレ、見識の広さ………もっと早い時期に貴女と対話をして、味方に引き込んでおくべきでした」

「無む駄だだ。それが可能だったのは、十一年以上前だ」

　キリハが孝太郎と出会った時点で、どんな説得も無意味になる。キリハは決して地上を傷付けない。それを求めるライガには、決して従わなかっただろう。

「ふむ、十一年前………流石さすがにその時点の貴女を味方にしようとは思いません。だとすれば………結局はこうなった訳ですね」

「汝がここで小娘になじられるのは、十一年前に決まった運命だったのだ」

「ならば、回りくどい話はもう止めにしましょう。どうやら私が損をするばかりのようですし」

　マグズは表情から笑みを消すと、席を立ってキリハと向かい合った。すると背の高いマグズがキリハを見下ろすような格好になる。おかげで彼の威い圧あつ感が大きく増した。

「ダイハ族長の身み柄がらは我々が押おさえています。直ちに降こう伏ふくし、貴女が指揮を執とっている地上と地底の部隊の攻撃を止めさせて下さい。そうして頂ければ、貴女とダイハ族長の安全は保障しましょう」

「正義のない者の保障に何の意味がある？」

「………しかし貴女にはそれを信じる以外に手はない」

　マグズの視線が冷たくなる。彼は自身の正義に対するこだわりは強い。

「それ以前に、族長は本当に生きてここにいるのか？」

　キリハにとって重要なのはそこだった。それを確認しなくては何も始まらない。

「もっともな話ですね。タユマ」

「はっ………藍あい色いろの戦士よ、クラノ＝ダイハをここへ連れてきてくれ」

　タユマが部屋の外に向かって呼び掛かけると、司令室の横にある扉とびらを開けて一人の女性が入ってきた。

「はいはい、人使いが荒あらいわねぇ、まったく………ほら、出番よ」

　その女性は露ろ出しゆつ度どの高い、藍色の衣装を身にまとっていた。その声を聞き、姿を見た瞬しゆん間かん、キリハは強い既き視し感かんに囚とらわれる。キリハはこの女性と会った事があるような気がしてならなかった。

「父様！」

「キリハかっ!?」

　しかしそれも一瞬の事。キリハは女性に連れられて司令室へ入ってきたダイハの姿を見た途と端たん、女性に対する興味を失った。すぐにキリハの心は、再会出来た父親の事でいっぱいになっていた。

「良かった、お元気そうで………」

　キリハは父親の無事を確認すると、大きく安あん堵どの息をついた。

「どうして来たのだキリハ!!　ここへ来ればどうなるのかは分かっていよう!?」

　だがダイハの反応はその逆で、キリハがこの場所にいる事に焦あせっていた。娘むすめの命が危険に晒さらされて、冷静でいられるような父親ではなかったから。

「それでも父様は私にとって、唯ゆい一いつの肉親ですから」

「そうか………そうだな、キリハよ………」

　しかし結局は納得する。母親を早くに亡なくしたキリハが、ダイハを見捨てられる筈もない。キリハの家族への思いは、普通の人間よりも遥はるかに強い。ダイハはその事を誰よりもよく分かっていた。

「済まないキリハ………我われが不ふ甲が斐いないばかりに汝にまで………」

「いいえ、これでいいのです、これで………」

　父親の顔を見た事で安堵しつつも、キリハはその瞳に涙なみだを浮かべていた。この先、二人がどういう運命を辿るにせよ、一つだけ確かな事がある。キリハとダイハは、生きては帰れない。それが彼かの女じよは悲しかった。

「さあ、答えを聞きましょうか、クラノ＝キリハ！　降伏か、それとも死か！」

「降伏はない。我らは誇り高き大地の民。殺したければ殺すがいい」

　キリハは厳しい状況にあったが、幸運にもダイハと再会する事が出来た。それが果たされた今、キリハにはもう何も望む事はない。自分達の命惜しさに、地上と地底を戦火に巻き込む事など許されない。キリハはダイハと共に、ここで死んでいくつもりだった。

「………愚おろかな選択をしましたね、クラノ＝キリハ」

　予想外の展開に一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたマグズだったが、すぐに気を取り直して厳しい視線を彼女へ向ける。思い通りにならなかった事に、マグズは苛いら立だちを募つのらせた。

「我の選択を愚かだというのなら、汝らは何なのだ？　降伏が賢かしこいなら、何な故ぜ地上を攻せめる？　汝は自分が何をしているのかすら分かっていない！」

　キリハは涙を拭ぬぐうと、悠ゆう然ぜんと笑ってみせる。キリハは誇り高き大地の民の末まつ裔えい。弱者の為にあえて退く事はあっても、悪党の脅きよう迫はくには決して屈くつしない。堂々たる王者の姿がそこにあった。

「ワハハハハッ、よく言ったぞキリハ！　ライガよ、そこが汝の限界だ！」

　ダイハもキリハと一いつ緒しよになって大たい笑しようする。彼もキリハと気持ちは同じ。悪党に下げる頭など、最初から持ち合わせていない。この父にしてこの娘。狼おおかみの子は狼だった。

「おのれ言わせておけばっ！　いいだろうっ、すぐに望みの通りにしてくれる！」

　マグズを馬鹿にされて再び激昂したタユマは、拳けん銃じゆうを引き抜ぬいて二人に向ける。すぐにも引き金を引こうという勢いだった。

「待ちなさい、タユマ。殺してはいけない」

　しかしそのタユマを再びマグズが止める。

「何故ですか、マグズ様!?」

　しかし今回のタユマはすぐには止まらなかった。興奮したタユマは、珍めずらしくマグズにその行動の意図を問うた。

「我々はあくまで正義のもとに集った者。たとえ敵であれ、私情に駆られて殺すなど以もつての外ほか」

「し、失礼しましたっ」

　タユマは自分の方までマグズの名めい誉よを傷付けそうになっていた事に気付き、慌てて謝罪した。それは平伏しそうな勢いだったのだが、実際にタユマがそうする前にマグズが彼に手招きする。タユマが大急ぎで駆け寄よると、マグズは彼にだけ聞こえるように小声で何事かを囁ささやいた。

「なるほど………それは良い考えです」

　そしてマグズの指示を聞いた彼が浮かべた表情は、酷ひどく下品で残ざん酷こくな笑顔だった。










　タユマの指示で、キリハとダイハは司令室から別の場所へ移される事になった。その役目を負ったのは引き続き真耶。彼女は状況の深刻さとは裏腹に、どこか楽しげな印象がある。そんな真耶の存在に、ダイハは戸と惑まどっていた。

「そこな娘よ、我らはどこへ連れて行かれるのだ？」

「処しよ刑けい室よ」

「処刑室？　さっきマグズは殺さないと言わなかったか？」

「ええ。あれは周囲に兵士達が沢たく山さんいたからよ」

「なるほど、ありそうな話だ」

「あなたと娘さんはこれから処刑されるの。けれど対外的には行方ゆくえ不明と発表されるわ。族長とその娘が急進派の手にかかって死んだとされるよりも、命惜しさに穏おん健けん派はを見捨てて逃にげたって方が都合がいいでしょう？」

「そうやって我々の評判を落として、さっきの仕返しをしようという訳か」

「らしいわね。頭はいいようだけど、意外と器うつわの小さい男のようね、マグズも………」

　秘ひ密みつ裏りに処刑して行方不明と発表するのは、穏健派の士気を上げないようにする為の処置なのだが、真耶はそれよりも仕返しの要素が強いのではないかと考えていた。プライドを傷付けられた分を、キリハ達の評判を下げてやり返そうというのだ。真耶もその行こう為い自体は否定しないが、やり口にプライドが感じられず、あまりいい気はしなかった。おかげでこの時だけは彼女は不ふ機き嫌げんそうだった。

　そんな真耶の横顔を、キリハがじっと見つめていた。キリハには真耶の姿に見覚えがあった。しかし彼女を見たのは最近の事ではなく、確信が持てないでいる。それゆえ疑問を抱かかえたまま、真耶の顔を見つめる結果となっていた。やがてその視線に気付いた真耶は、ダイハから離はなれてキリハに近付いていった。

「そういえば君………確か、キィと言ったかしら。懐なつかしいわね、かれこれ十一年ぶりかしら」

「やはり汝は、あの時の戦士だったか………」

「覚えていてくれたのね。改めて自己紹しよう介かいをさせて貰うわ。私は真耶。真希の師し匠しようにあたる女よ」

「真希の………？」

　真耶の自己紹介を聞いて、キリハの頭脳が目まぐるしく回転を始める。

　―――十一年前の女性が、真希の師匠であったのだとすると………。

　キリハの頭の中で、自身と真希、そしてそれらを囲む人間関係が再配置されていく。魔ま法ほう勢力の反体制派と地底の急進派には昔から繋がりがあり、その被ひ害がい者しやが早さ苗なえとキリハ。真希は真耶の弟子で、ゆりかと戦っている。当初は全く無関係だと思われていた者達に、複雑な繋がりが生じていた。

　―――場合によっては、我らが一〇六号室に集った事さえ何かの………いや、流石にそれは考え過ぎか………。

　バラバラだったパズルのピースが繋がっていく感覚。それがどんな全体像を作り出すのかは分からなかったが、キリハが初めて一〇六号室を訪ねた時に考えていたものとは、全く別の絵が出来上がる事だけは確かだった。

「それにしても、また君を殺す事になるとはね………」

「なんだって!?」

　黙って話を聞いていたダイハが目を剥むく。ダイハも十一年前に起こった事件の事は聞かされている。その実行犯が目の前にいるのは驚くべき事だった。

「ふふ、まるであの時の再現だわ。だとしたら………もしかしてあの坊ぼうやはここへ向かっているのかしら？」

「坊や………？　孝太郎の事か」

　真耶が孝太郎の事を口にした時点で、キリハは考え事を中断した。やはり孝太郎は、キリハには無視出来ない存在だった。

「孝太郎は来ない。彼には大事な役目がある。仮にここへ来るとしても、我を救う為ではない」

　キリハはきっぱりと首を横に振ふった。

　実はキリハが急進派に捕つかまった事には、ダイハを見捨てられないという以外にも、もう一つ大きな理由があった。それは急進派の拠点を見付け出す事だった。

　もしキリハが敵地に連れて行かれれば、早苗の霊視でその後を追う事が出来る。早苗はよく知っている相手ほど霊視し易やすいし、カードというキリハとの繋がりが深い品も置いてきている。早苗による霊視の精度は十一年前の孝太郎よりも格段に高い。彼らはすぐにこの場所を見付け出す筈だった。

　しかしこれは非常に危険な行為だった。急進派に捕まれば殺されてしまう以外の結末は考えられない。キリハは急進派の拠点まで孝太郎達を案内する代わりに、自分の命を失う事になる。彼女はその覚かく悟ごをしてここへやって来た。そうせねば、大地の民と地上の人間が戦火に巻き込まれる事は避さけられない。彼女にはもう、この方法に賭かけるしかなかったのだ。

　あとは孝太郎達が、十分な準備を整えてこの場所を攻撃してくれればいい。キリハとダイハは助かるまいが、それで万ばん事じ上う手まくいく。孝太郎のところにカードを残したのは、その意図を伝える為でもある。キリハの事など忘れて、救うべき者を救って欲ほしい。その献けん身しん的てきな想おもいは、十一年前から少しも変わっていなかった。

「君は本当に不思議な子だわ。また十一年前と同じ事をするのね」

　真耶はキリハに笑いかける。それは敵に向ける顔というより、古い友人に向けるそれに似ていた。

「人間は………十年やそこらでは変わらない」

「そう思うわ」

　真耶はそこで話を終えたが、胸の中ではその先を考え続けていた。

　―――そう、それぐらいでは人間は変わらない。だとしたら………。

　そして真耶は笑う。ここしばらくは彼女が気に入らない状況が続いていたが、どうやら好みの状況に移りそうな気配だった。










　処しよ刑けい場じようの柱に結び付けられても、キリハは落ち着いていた。彼女には最初からこうなる覚悟があった。むしろ取り乱し気味だったのは父親のダイハだろう。彼も誘ゆう拐かいされた時に殺される覚悟はしたのだが、そこにキリハが加わると事情は違ちがう。人の親として、娘に死が迫せまっているのをどうする事も出来ないのは辛つらい事だった。

「済まん、キリハ………不甲斐ない父を許せ」

「仕方のない事です。しかしキリハは、父様の娘で幸せでした」

　何度目かの詫わびを口にするダイハに、キリハはそっと笑いかけた。キリハはこの状況に後悔はない。本当にこうする以外になかった。ダイハを恨うらむ事も、他の何かに怒る事もない。キリハは今日までの自分の選択に、何一つ後悔はなかった。

　―――地上へ出て、おにいちゃんと再会出来た………後悔なんて何もない。そしてきっと、おにいちゃんとみんなが急進派を倒たおしてくれる。心配する事なんてない………。

　キリハの瞳は澄すんでいる。しかしダイハには、十代の娘にそんな瞳をさせている事自体に、大きな後悔があった。キリハはもっと普通の少女として生きていい筈なのだ。こんな一族全体の業を背負って死んでいくのは、余りに不ふ憫びんに思えた。

「………我もだ。汝の父親である事を、誇りに思う」

　しかしダイハはその想いをグッとこらえ、別れの言葉を口にした。どうしようもない事を口にして、キリハを困らせたくなかったのだ。そしてせめて親子二人、笑って死んでゆきたかったから。

　そんな風にキリハとダイハの二人には愛情が満ちていたが、それを見つめるタユマの瞳には、愛情など微み塵じんも含ふくまれていない。獲え物ものを眺ながめる野犬のような瞳だった。

「フフフ、ハハハハハッ、マグズ様っ、いよいよ恨み重なるクラノ家が滅ほろびる時がきましたなぁっ!!」

　タユマとマグズ、そして真耶の三人は、処刑場を見下ろす位置に作られた立会人席からキリハ達を見つめていた。特に興奮したタユマは、立会人席の窓に張り付くようにしてキリハとダイハを見つめている。何度となくクラノ家に煮にえ湯を飲まされたタユマだから、その喜びは人一倍大きかった。

「クラノ家は穏健派の指導者であり、同時に精神的な支柱でもあります。彼らを失えば、穏健派は遠からず瓦が解かいするでしょう。私達の勝利は近い」

　マグズの視線は反対に冷ややかだった。だがやはり、そこには親愛の感情は少しも含まれていない。熱いか冷たいかの違いはあっても、結局はキリハ達が憎にくむべき敵である事には変わりなかった。

「ふぅん………長年仕えてきた相手だというのに、随ずい分ぶんあっさりとしたものね？」

　最初の二人に比べると、真耶の視線には幾いくらか親愛の感情が含まれている。真耶は個人を優先し、キリハ達は全体を優先するが、優先するものの違いこそあれ、問題と真しん摯しに向かい合う姿勢には共感できる。彼女流の言い方をするなら、善には善の、悪には悪の、咲さき方があるという事だった。

「確かにクラノ家に仕えて二十年以上になります。しかしそれは屈くつ従じゆうの日々でしかありません。私はその日々の中で牙きばを研とぎ続けてきたのです」

　マグズ―――ライガは父親のコウマと共に、クラノ家に仕えてきた。その年月は既すでに四半世紀に及およぶ。しかし彼にとってその日々は嫌いや々いや従い続けた屈辱の記き憶おくでしかない。それは急進派がシアルの里に対して感じているものと同じ。良くも悪くも、マグズは急進派の体現者だった。

「………あなたにも色々あるのね」

　真耶はそれ以上話そうとはせず、言葉を濁にごして話を終えた。やはり真耶にはあまり好ましい内容の話ではなかった。真耶であればそういう解かい釈しやくにはならないのだ。

　真耶が真希を奴ど隷れい商人から救ったのはその才能が必要だったからだが、今になって真希との関係を振り返れば、決してそれだけではなかったと感じる。だからこそ、敵として立ち塞がるなら全力で叩き潰つぶす。それが真耶の生き方だった。

　だから真耶は、マグズが地底の世界や人々に対して何の感情も持っていない事が気に入らない。マグズは既に中年の域に入りつつあるが、彼の口ぶりからすると、これまでの年月を周りに目を向けずに過ごして来た事になる。知った上での行為と、知らないままの行為には、大きな違いがある。真耶の感覚で言えば、マグズは子供なのだった。

　―――エゥレクシスなら決してこうは言わない………やはり狭い地底の世界に閉じ篭こもったが故か………。

　だが気に入らないとはいえ、ここでそれを指し摘てきしても真耶が損をするだけだ。そこで真耶は無理に話を続けず、別の話題に切り替かえる事にした。実は真耶には、マグズに訊きいておきたい事があったのだ。

「ところでマグズ、一つ訊いてもいいかしら？」

「構いませんよ」

「そのマグズというコードネーム………何か由来はあるの？」

「ありますよ。我々の伝承にある、古代の指導者の名から取りました。その指導者は武力をもって世界に覇はを唱えたが故に、大地の民では語る事を禁じられています。その為ため、この名前の由来を知る者はもはや殆ほとんど居ません」

　大地の民の祖先は、罪人として真なる故郷から追い出された者達だった。その原因を作ったのがマグズという名の指導者。彼は武力を用い、世界の王にならんとした。それ故に地位を追われ、真なる故郷から追放された。大地の民の祖先は、そんな彼に付き従った者達だった。だからこそ大地の民は常に争いを避けようとする。それは自らが犯した罪を知っているからこそなのだった。

「だからこそ、この名前を選びました。私は武力をもって故郷を取り返します。当時の支配者に対して、敢かん然ぜんと戦いを挑いどんだ伝説の指導者、その名は―――」

「マクスファーン？」

　マグズが言おうとしていたその名を、真耶が先に口にした。マグズはその名を聞かされた瞬間、彼女がそれを知っていた事に酷く驚かされていた。

「………よくその名を御ご存ぞん知じでしたね」

　大地の民の伝承では、その指導者はマグズ＝フアンと伝えられている。多少発音に違いはあるが、長く伝承されるうちにこの程度の変化があるのは自然だろう。むしろ多少の違いがある方が真実味がある。盗ぬすみ出された情報ではないと分かるからだ。

「私達の方にも似たような伝承があるのよ。やはり語る事を禁じられた、伝承がね」

　驚くマグズとは対照的に、真耶はいつもの楽しげな笑えみを浮うかべる。

　―――やはり、そういう事だったのね………。

　真耶が訊きたかったのは、この事だった。自分達と大地の民、双そう方ほうの伝承の整合性を確かく認にんしておきたかったのだ。

「そういえば、貴女あなた達は失われた七つの氏族の末裔でしたね。知っていても何ら不思議はない」

　マグズはすぐに真耶の出自を思い出して納なつ得とくする。根を同じくする同どう胞ほうなら、知っていてもおかしくはない話だった。

「お互たがいにろくでもない祖先を持つと苦労するわね」

「私が失敗しなければいいだけの事です」

「………期待しているわ」

　そうやって二人の会話が一段落した時の事だった。処刑場にいる兵士達が、準備完かん了りようの合図を送ってくる。窓からそれを見たタユマは、マグズと真耶の方に振り返った。

「マグズ様、処刑の準備が整ったようです」

「では、早さつ速そく始めてください」

「ハッ。………すぐに始めろ！」

　マグズの命を受け、タユマは窓から兵士達に合図を返す。

　こうしてキリハとダイハの処刑は始まったのだった。










　地底世界であっても、処刑の方法は地上と大差ない。ここは軍事拠点なので、最もシンプルな処刑方法を取る。それは複数人の射撃手による銃じゆう殺さつ刑けいだった。射撃手は処刑の対象一人につき四人。彼らが使う四丁の銃のうち、三丁の銃には空くう砲ほうが込められていて、残る一つにだけ実じつ弾だんが込められている。これは射撃手の精神的な負担を考えて、誰だれが処刑したのかを分からなくする為の処置だった。

「いよいよか………」

　自身の前に並ぶ四人の射撃手を眺めながら、ダイハはしみじみと呟つぶやく。死は目前に迫っていたが、恐きよう怖ふはない。むしろ娘を守れない悔くやしさの方が大きかった。

「父様、最後まで顔を上げていましょう。連中に弱気は見せられません」

　キリハは毅然とした態度を崩くずさなかった。死が迫っているにもかかわらず、恐怖も後こう悔かいもない。彼女は堂々とそこに立っていた。

「………汝は強くなったな、キリハよ」

　ダイハにはそんな娘の姿は救いだった。もしキリハが泣き叫さけんでいたら、ダイハも冷静ではいられなかっただろう。反面、その事が寂さびしくもある。娘の成長は嬉うれしいが、子供のままでいて欲しいという願望も確かにあるのだった。

「いいえ。これから母様に逢あえる―――そのように思っているだけです」

「そうだな。我もそのように思う事にしよう」

　そうして最後に、キリハとダイハは笑い合う。

　十一年前、キリハは母親を失った。それはダイハにとっては妻にあたる女性だ。だから二人は、自分達が死んでいく事は寂しかったが、失った家族との再会だと考えれば幾らか気持ちは和やわらいだ。もはや運命は変わるまいが、その受け入れ方としては、家族との再会は決して間ま違ちがった選択ではなかった。

　―――おにいちゃん、あとはお願い………。おにいちゃんならきっと、大地の民と地上の人達を守ってくれる………そして六畳間のみんなの事も………。

　キリハの唯一の心残りは、自分の責任を最後まで果たせなかった事だった。この急進派の拠点を自力で発見するにはどうしても時間が足りず、早苗の霊れい力りよくに頼たよる事となった。そして戦い全体の事は、孝太郎に任せる事になった。しかし全力を尽つくしてなお及ばなかった事は分かっていたから、残念だとは思いつつも後悔はしていなかった。そして後を任せた相手は、キリハが誰よりも信しん頼らいしている人物。先の事は微塵も心配していなかった。むしろそうであるからこそ、自分の命を使った無茶な作戦に打って出る事も出来たのだ。

「構えー！」

　隊長の号令に従い、八人の射撃手は銃を構えた。その黒く輝く銃口が、四つずつキリハとダイハに向けられている。キリハはその銃口を眺めながら、今日までの出来事を思い返していた。

　一〇六号室での出会い。狭せまい六畳間を巡めぐって争った日々。息いき抜ぬきに出で掛かけた海では、早苗がさらわれた事で初めて互いに手を取り合った。続く演劇では互いの思わぬ側面を知るに至った。クリスマス、二度目の演劇、スキー旅行。最初はただ戦い合っていた筈はずなのに、後半は楽しい想い出しか記憶に残っていない。だからキリハは思う。自分はとても幸せな時間を過ごして来たのだろうと。

　―――おにいちゃんを見付け出した。幸せに暮らしている事も分かった。短い間だったけれど、支え合って生きる事も出来た。もう十分。だからおにいちゃん、あとはどうか、みんなを守って………。

　仲間との絆きずなを深め、楽しい毎日を過ごし、これ以上ないという程ほどの大だい恋れん愛あいも経験した。キリハは幸せだった。本当にそう思う。だからこそ、争いは一刻も早く終わらせねばならない。この一年余りの間、幸せだったのはキリハだけではない。地底と地上双方に溢れている、ありふれた幸せを失う訳にはいかないから。

「………大好きだよ、おにいちゃん………」

　キリハはそう呟きながら小さく微笑ほほえむと、両目を閉じた。射撃手達たちの銃口は既にキリハに狙ねらいが定まっている。隊長が射撃を命じれば、あっという間にキリハの命は奪うばわれるだろう。もはやそれは、目前まで迫っていた。

「撃うてぇ!!」

　そして隊長が射撃を命じた、その時だった。

　ゴッ、ダダダダンッ

　頭上で何か大きな音がして、直後に地面が僅わずかに揺ゆれる。それと同時に射撃手達の銃が火を噴ふいたのだが、何故か銃じゆう弾だんはキリハとダイハを傷付けなかった。

「………い、一体何が………？」

　奇き妙みように思ったキリハが目を開けると、そこには見覚えのある背中があった。目が覚めるような真っ青な鎧よろいに身を包んだ、大きな背中。キリハが見み間ま違ちがえる筈もない。それは彼女の最愛の人―――孝太郎の背中だった。

　キリハとダイハを銃弾から守ったのは、天てん井じようを破は壊かいして突とつ入にゆうしてきた孝太郎が着ている鎧の作ったバリアーと、続いてやってきた晴はる海みとゆりかが放った防ぼう御ぎよ魔ま法ほう。タイミングは危あやうかったが、辛かろうじて間に合った格好だった。

「遅おそくなって済まない。無事か、キリハさん？」

　孝太郎はキリハの無事を確認すべく軽く後ろを振り返る。その視線がキリハのそれと交こう錯さくした瞬間、彼女は大おお粒つぶの涙を流しながら大声で叫んだ。

「おにいちゃんっ!?　どうしてわたしを助けに来ちゃったのっ!?」

「………なんだか懐かしいな、その台詞せりふ」

　それは孝太郎が十一年前の世界でも聞いた言葉。母親よりもキリハを優先した孝太郎に向かって、彼女が投げかけたものだった。

「わたしなんかの為に、またおにいちゃんの大事な人が危険な目に遭あうんだよ!?　それに地上や地底の人達だってっ!!　ちゃんと分かってるのっ!?」

　キリハは自分の為に多くの人々が犠ぎ牲せいになる事を恐おそれた。だから孝太郎達には、確実な行動を望んでいた。焦らず十分な準備を整え、確実に急進派を倒して欲しかったのだ。確実な勝利は、平和に暮らす人達と孝太郎達自身の命を、最大限守る筈だったから。

「さっぱり分からん」

　そんなキリハの必死な想いとは裏腹に、孝太郎は呆あつ気けなく首を横に振った。

「俺おれは―――俺達は馬ば鹿かだからな、分かっている事は一つだけだ」

「何を分かってるっていうのっ!?」

「それはキリハさんとキィは、どっちも俺達の大事な人だって事だ」

　キリハが死ぬつもりで姿を消したと知った時、孝太郎達の意見は見事なまでに一つにまとまった。それは一刻も早くキリハを救い出そうというものだった。キリハが確実な勝利を求めている事は承知していたが、それでも彼らには我が慢まんならなかったのだ。

「それに俺は絶対に認めないぞ。より大きな幸せの為に、小さな幸せが犠牲になっていい筈がない！」

　孝太郎は過去の世界でアライアと別れて以降、ずっと考え続けてきた。多くの人の幸せの為に、少数の犠牲は許されるのだろうかと。かつてアライアが、身を犠牲にして民たみ達を守ろうとしたように。しかし幾ら考えても、孝太郎にはそれが許せなかった。だから自分の目の届くところでは、再び同じ不幸を繰くり返させるつもりはなかった。

「俺はこいつらを叩たたきのめして、キリハさん達を無事に連れて帰る！　その上で地上と地底の双方を守る！　これ以外に正しい道など無いっ！」

　正しい結果を得る為に、正しくない方法を選ぶ訳にはいかない。それでは急進派と同じになってしまう。正しい結果は、正しい方法で得なければならない。それが孝太郎の求める正道だった。

　そうでなければ、きっとどこかで破は綻たんする。嘘うそを塗ぬり固めて作った結果には、人を幸せにする力は備わらない。長く続く幸せの為にこそ、困難であっても正しい道を進み続ける必要がある。孝太郎が行く道は、そういう道なのだった。

「………おにいちゃん………うん、分かった………」
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　そんな孝太郎の断固とした言葉のおかげで、キリハの瞳ひとみに強い力が戻もどって来ていた。正しい結果が欲しいなら、困難であっても正しい道を進むべき。それは少し前までは焦って選べずにいた道だ。けれど今の彼女は、それを選ぶべきだと考えていた。

「力を貸してくれ、孝太郎!!」

「その意気だ、キリハさん。みんな、いいな!?」

「早苗ちゃんにお任せ！」

「今こそ、魔法少女の役目を果たす時ですぅ！」

「一緒に頑がん張ばりましょうっ、倉野さん！」

　キリハが選ぼうとしている道は、極きわめて困難なものだ。しかし彼女にはその道を一緒に歩んでくれる仲間がいる。孝太郎、早苗、ゆりか、晴海、そして地上にいるティア達。この仲間達と共に歩めば、きっとゴールに辿たどり着ける―――今のキリハは、固くそう信じているのだった。










　煌こう々こうと輝かがやくバリアーの向こうに堂々と立っている孝太郎の姿を見て、真耶はその瞳を強く輝かせていた。

　―――よく来てくれたわっ、私の坊やっ！

　真耶はマグズのやり口が気に入らなかったので、口には出さないまでも、処刑場の天井を突つき破って登場した孝太郎を歓かん迎げいした。許されるなら、小こ躍おどりしたい程だった。

　だが真耶のように笑ってはいられなかったのが急進派の兵士達だった。孝太郎と三人の少女達が飛び込んで来た時点から、急進派の兵士達は大混乱に陥おちいっていた。

　兵士達の多くは実戦経験など全くない烏う合ごうの衆。地上で政府の対侵しん略りやく者しや部隊―――サンレンジャーのような―――と交戦した事があるのは一ひと握にぎりの者達に限られる上、その者達に限っても経験は乏とぼしかった。人手不足のせいで、結果的に多くの経験を積んだサンレンジャーとは好対照と言えるだろう。おかげで兵士達が混乱から立ち直るまでには、多くの時間が必要だった。

「何をしているお前達！　しっかりせんかっ！」

「ぜ、全員銃弾を再装填っ！　実弾に切り替えろっ！」

　苛いら立だっているタユマの声に急せかされ、射撃手達の隊長は慌あわてて部下達に指示を出す。射撃手達の銃は処刑用に実弾と空砲が交じって装填されている。そのままではまともに戦えない。彼かれらは急いで弾だん倉そうを交こう換かんし、銃に実弾を装填した。

　そうやって射撃手達が混乱している間に、埴はに輪わ達がキリハを固定しているロープを切断し、彼かの女じよを救い出した。

「ありがとう、カラマ、コラマ」

『ホー、姐あねさん、無事でよかったホー！』

『姐御、次にさらわれる時はおいら達も連れて行くホー！　水くさいホー！』

「ああ、そうしよう。悪かった」

『姐さんとおいら達は一心同体だホー！』

『死なば諸共だホー！』

　またそれに前後して早苗とゆりか、晴海の三人がダイハを解放する。ダイハと少女達は初対面だったが、事情を察したダイハは彼女達に友好的な眼まな差ざしを向けた。

「済まないな、娘むすめ達よ。汝なんじらはキリハの友人か？」

「うん。前は仲が悪かったけれど、今は仲良しだよ」

「キリハさんは最初から優しかったですぅ」

「地底人だと聞いた時にはびっくりしましたけど」

「ありがとう、娘は良い友人に恵めぐまれたようだな」

　続いてダイハは少し前方にいる孝太郎の背中を見つめた。

「………そしてあれが、孝太郎か」

　孝太郎は仲間達と敵の間に立ち、鎧が発生させるバリアーで守っている。いくら混乱しているとはいえ、一行がキリハとダイハを救う事が出来たのは孝太郎がそこで敵を遮っているおかげだった。

「知ってるの？」

「ああ。キリハから聞いている。器用な生き方が出来ない、弱くて強い男だと。どうやら聞いていた通りの男のようだ」

　キリハとのやり取り、そして今なお油断なく一行を守るその姿。それを見たダイハは孝太郎の人物像を次のように感じた。真っ直すぐに進む事しか出来ず、世の中のカーブに差し掛かる度に何度となく壁かべに激げき突とつして傷だらけになりながら、それでもなお真っ直ぐに進み続ける男だ、と。

　そうやってダイハが孝太郎を見つめていると、その隣となりにキリハが並ぶ。

「孝太郎」

「本当に無事でよかった。………あまり前に出るなよ？　バリアーの外に出ちまう」

「分かっている。我はいつだって汝の隣を歩む」

「もう今日みたいなのはなしだからな？」

「ああ。済まなかった」

　キリハが孝太郎を見上げる瞳には、深い信頼と愛情がにじんでいる。それはダイハの目からも明らかだった。

　―――キリハが好きになる訳だ。キリハも器用そうに見えて、本当は真っ直ぐにしか進めないタイプだからな………。

　ダイハは父親として、娘の想い人に対しては複雑な感情を抱えている。しかし孝太郎は何度となくキリハを救い、今回はダイハをも救った。だからダイハは、キリハの選せん択たくにはもはや口を挟めないと考えていた。唯一の救いは、孝太郎はダイハが好感の持てる人物であった事だろう。全ての人間に親馬鹿だと笑われるだろうが、ダイハはこの時、その事に心底安堵していた。

「撃て撃てぇっ！　一人として生かして帰すなぁっ！」

　孝太郎達が無事を喜び合っていられたのはそこまでだった。立会人席から身を乗り出したタユマが激しくいきり立って攻撃を命ずる。すると処刑場にいた兵士―――八人の射撃手とその隊長、そして警備の兵士四人が一いつ斉せいに銃の引き金を絞しぼった。

　ガガガガガガンッ

　十三人が放つ銃弾は、豪雨のような勢いで孝太郎達に襲い掛かる。だが銃弾は全て孝太郎達のバリアーに弾はじき返されてしまう。孝太郎の鎧が作り出す空間歪わい曲きよく場ば、埴輪達の霊子力フィールド、晴海とゆりかの防御魔法、属性の違う四重の複合バリアーを貫くには、個人用の携けい行こう火器では火力が足りなかった。

「くそぉっ、またしてもぉっ!!　おのれ小僧めぇぇぇぇぇっ!!」

　銃弾があっさりと弾き返されたのを見たタユマは、まるで侮辱されたかのように歯噛みする。その感情の矛先は、決定的な状じよう況きようをひっくり返した孝太郎へ向かう。数ヶ月前に地上を攻めた時にも同じような事があったので、プライドの高いタユマは視線で孝太郎を燃やし尽くさんばかりに激怒していた。

「落ち着くんだ、タユマ。何の為に工場でデータを取ったのか忘れたか？」

　タユマとは反対に落ち着いていたのはマグズだった。彼は何気ない仕草で右手を振り、立会人席の隅にいる部下に合図を送る。するとその部下は近くにあったパネルを素す早ばやく操作した。

「そ、そうでした！」

　マグズの意図を悟さとり、タユマは辛うじて冷静さを取り戻した。それに前後して処刑場の入り口にある大きな扉とびらが開き、急進派の戦せん闘とう部隊が処刑場へ突入してくる。

　その部隊の編成は、霊子力技術で作られた機械兵が二十四体、その後方で射撃を担当する重武装の歩兵が二十四人、自動的に敵を攻撃する自走式の大型マシンガンが八基。これは工場での戦闘結果から求められた、孝太郎達五人を倒すのに十分な兵力だった。

「マグズ様はお逃げ下さい」

「本ほん拠きよ地ちから逃げて何処どこへ行こうというのだ？」

「そ、それは………確かに………」

「ここで決着を付ける！　我々もいくぞ、タユマ！」

「はっ！」

　最初からいた射撃兵が十三人と、新たに突入してきた五十六の兵力に加え、マグズとタユマも処刑場に降り立った。その二人は地底の霊子力兵器と魔法の力で武装していた。

　二人の身体は霊子力技術で作られた甲かつ冑ちゆうで覆おおわれている。その甲冑には大地の民たみの伝統的な装飾が施ほどこされており、古文書にある戦いくさの作法に則ったデザインだった。

　頭と顔を覆う大型の兜。強固な全身鎧。そしてその手にはそれぞれの武器が握られている。マグズが長弓、タユマが長剣。どちらも専用に作られた魔法の武器なので、近代的な武器を凌ぐ威い力りよくを秘めている。マグズもタユマも武勇で知られた家の出身なので、こうした古典的な武器を扱う技量は高い。おかげで銃じゆう器きで武装した兵士達よりも、格段に危険な相手だった。

　兵士と兵器が合わせて六十九、それにマグズとタユマを加えた七十一という膨大な兵力が、孝太郎達六人に武器を向けている。工場での戦闘からすると、孝太郎達には勝ち目のない状況だった。

「生きて帰れると思うなよ、小僧！」

　圧倒的な戦力差を背景にして、タユマが自信満々に孝太郎を恫喝する。だがこの状況にあっても、孝太郎は余よ裕ゆうを崩さなかった。

「タユマ、生きて帰るだけなら、そう難しくはないんだ」

「なにぃ!?　負け惜しみを!!」

「負け惜しみじゃない。すぐに分かる」

「させるものか！　捻り潰してくれるわ！」

「難しくないという事自体が、キリハさんとお前達の違いなんだが………お前には分からんだろうな」

「ならばその小こ娘むすめから殺してくれるわ！」

　タユマはキリハを名指しして、なおも吼える。だが、そのキリハもまた、タユマの恫喝に動じた様子はなかった。むしろキリハは反対に、タユマの存在を半ば無視するようにしてマグズに語り掛けた。

「ライガ………戦いを止める訳にはいかないのか？」

「これまで戦いを放ほう棄きしてきた数千年が不自然であったのですよ。永遠に戦い続ける事を望む訳ではありませんが、多少の反動はあって然るべきでしょう」

　長い歴史の中で、これまで大地の民は徹底して戦いを避けてきた。マグズはそれを不自然だと感じている。人間が生物である以上、他者との軋轢が生じるのは必然。そこから逃げ続ける選択をすれば、いずれ逃げ場がなくなり滅んでいく。実際に今、大地の民が滅びようとしているように。人間にはどんな手を使ってでも、その場に踏み止まるべき時がある。大地の民はそういう自然な―――といってもマグズの考える自然だが―――人間と国家へ立ち返る。それがマグズの真の望みだった。

「その反動が収まらぬうちに我らは滅ぶ！　地上の歴史を見れば明らかな筈だ！」

　キリハとて、戦うべき時がある事ぐらいは分かっている。だからこそ、武器を手に急進派と対峙した。だが地上の歴史において、不特定多数に武器を向けた国家は例外なく滅んでいった。だから戦うべき相手は何らかの条件で制限されるべきである―――それがキリハや穏おん健けん派はの考え方だ。大地の民が長きに亘わたって戦いを避けてきたのも、同じ理由からだった。

「我々と地上の者は違います。我らは彼らより優すぐれている」

　優れた者によるより善き支配。劣った者の無垢なる従順。

　マグズはそれこそが、真なる故郷を追われた大地の民に課せられた、大いなる使命だと考えている。しかし祖先達はそうせずに、戦いから逃のがれて地底へ潜った。地上へ残った者達も文明を捨て、地上人に同化した。彼らは責任を全うする事を恐れ、人類の大いなる飛躍を数百年遅おくらせた。だが大地の民が地上を支配すれば、その遅れを取り戻せる。誰にとっても素晴らしい未来が拓ける。マグズはそのように考えていたのだ。

「その優劣の線引きを誰がするというのだ！　選民思想に染まって、滅びの道を選ぶかライガッ！」

　過去から現在に至るまで、多くの指導者が思い描えがいた、優れた者による独裁支配。しかしこれには幾つか大きな落とし穴があった。優れた支配者も、常に優れたままではいられない。また仮にそうであっても、いずれは老いて死ぬ事になる。その時、同じくらい優れた後こう継けい者しやはいるのか？　より優れた者が支配体制の外に現れた場合は？

「線引きなど必要ありません。この私がマグズの名の下に永遠に支配しようというのですよ！　我らの霊子力技術と、魔ま法ほうの力があれば、それは決して不可能ではない！」

　そうした多くの問題が、支配者に愚おろかな願望を抱かせる。それは不老不死の肉体と、神の如き知性を得る事。過去から現在に至るまで、多くの支配者がそんな有り得ない願望に取とり憑つかれた。それは時間を無む駄だにする愚かな行こう為いと言えるだろう。皮肉な事に、そうやって優れた者であり続けようとする事が、結果的に優れた者である事を阻はばむ。この二十一世紀に入った現代ですらそうなのだ。

　つまるところ、優れた者による独裁支配は、最初から大きな論理の矛盾を抱かかえている。だから短期的にならともかく、長期的には破綻が保障されているのだ。もちろんキリハがそれを選ぶ事などなかった。

　マグズも当初はそうだった。だが、魔法の存在が彼のプライドと野心に火を点けた。不老不死も、万能の知性も、霊力と魔法を組み合わせれば決して不可能ではないかもしれないのだ。アースドラゴンの開発ですら、そこへ至る試金石の一つ。自己を真に偉大なる存在へ引き上げ、永遠に世界を支配する。マグズの最終目的はそこにあった。

「その支配の行き着く先は、乱立した不老不死の怪かい物ぶつ同士の不毛な戦いだ!!　それを始める前に優れた知性を示したらどうなのだ、ライガッ!!」

　不老不死や万能の知性を得る方法が存在しているなら、いずれ他にもそうした存在が生まれてくる。ひとたび可能である事が示されれば、再現するのは難しくないのだ。また永遠に秘密を守る事は難しい。技術が奪われる事もあるだろう。そしてやがては不老不死や強大な知性を備えた化け物同士の戦いが始まる。結局、争いの悲惨さが一段階上がるだけなのだった。

「示していますとも！　これが最も優れた選択なのですから！」

　マグズは自身に絶対の正義があると信じ、その為になら何をしても構わないと考えている。一見穏やかに見えるその瞳の奥おくには、タユマ以上の狂気が燃え盛っていた。

「それが可能であるなら、いずれ我々でなくとも誰かが辿り着く！　ならば誰よりも先に実現せねば、我らは支配される！　身を守る力を、備えなければならないのです！」

「他人に地獄の門を開けられる前に、自ら開こうというのか………愚かな事を………」

　ここへ至っても、キリハはなお対話による決着を願っていた。だがこうして自己の正義に凝り固まったマグズを短時間で説得出来る筈もない。それまでに穏健派が倒されてしまっては元も子もなかった。

　―――ティア殿どのの言う通りだったか………理想を成すには時間が少な過ぎる………我らは愚かしいなりに、進むしかないのだ………。

　だからキリハは遂ついに覚かく悟ごを固めた。マグズを倒し、その野望を阻む。マグズが地獄の門を開くのを阻そ止しせねばならない。ここでマグズを止めたとしても、いずれは同じ問題が生じるのかもしれない。だが、それは今ではない。わざわざ悪夢を引き寄せ、多くの幸せを奪う事だけは許す訳にはいかなかった。

「マグズ、汝の言いたい事は分かった。しかしそれを許す訳にはいかない」

　キリハは自身も武器を構える。それはクランがこの場に転送して寄よ越こした、キリハの為の武器。炎ほのおと雷を操あやつる力を備えた、長大な薙刀だった。

「覚えておくがいい、我らは誇ほこり高き大地の民っ！　マグズよ、汝には何ひとつ支配させぬっ！」

　薙刀を構えたキリハの姿は、堂々としていて美しかった。その姿を目まの当たりにした急進派の兵士達は、その姿に思わず息を呑む。皮肉な事に、強ごう引いんな支配を拒きよ絶ぜつしたキリハの中にこそ、王者の資質が存在しているのだった。










　キリハの言葉を聞いたマグズは、逆上して表情を怒いかりに染めた。

「ならば今すぐに貴女達を滅ぼして、支配を始めるとしましょう！　我わが兵士達よ、彼かの女じよらを殺しなさいっ！」

　そこにはもう冷静な指導者の面おも影かげはない。それは残忍で冷酷な、牙を剥き出しにする獣けものの表情だった。その隣にいるタユマと同質の歪んだ心が、その表情に現れていた。

「………済まないな、コウマ爺さん。あんたの息子むすこは、もはや帰って来れない場所にまで行き着いちまったようだ………」

　孝太郎は迫り来る敵の群れを眺めながら、悲しそうにそう呟いた。マグズ―――ライガに関しては全く同情はない。しかしその父親であるコウマの事を思うと、簡単には割り切れない。家族というものに強い思い入れのある孝太郎にとっては、非常に悲しい出来事だった。

「何をぶつぶつ言っているのだっ、小僧っ！」

　だがその悲しみをタユマが掻き消してくれる。兵士達の先頭に立ち、力による支配と、自己の正義だけを信奉するその姿は、悲しみに染まった孝太郎の心を再び怒りで満たした。むしろ悲しんだ分だけ、その怒りは激しく燃え盛っていた。

「この戦力差に、頭がおかしくなったか!?」

「あんたがいてくれて良かったよ、タユマ！　おかげで役目を思い出した！」

　孝太郎はその怒りの気持ちをそのままに、右手を正面に伸ばした。タユマは攻こう撃げきをされるのかと身構えたが、続く孝太郎の行動は攻撃ではなかった。

「『揺り籠かご』っ、俺の剣けんをよこせっ！」

　鎧の通信回線を経由して、孝太郎の命令が地上にいるクランの宇宙船に伝わる。

『仰おおせのままに、マイロード』

　クランの宇宙船―――『揺り籠』は、僅かな遅延もなくその命令に従った。

「こぉぉぉぉいっ!!　シグナルティィィィンッッッ!!」

『コールサイン確認、座標軸固定、シグナルティン転送開始』

　孝太郎が伸ばした手の先に、黒い円盤が出現する。それは『揺り籠』が孝太郎に剣を届ける為に作り出した、時空の穴だった。

「うん………？」

　そして穴の中に出現したシグナルティンの柄を握にぎり締しめた時、孝太郎は奇妙な出来事に気が付いた。最初に出現した時空の穴以外に、六つの時空の穴が出現して孝太郎を取り囲んでいる。追加の穴の中にはそれぞれサッカーボールよりも大きな機械装置があり、それらは勝手に穴を抜ぬけ出して孝太郎に近付いて来ていた。

「クラン、これは何だ？」

『それはティアミリスさんとパルドムシーハが用意した、あなたの為の追加装備ですわ。名前はガーブオブロードとなっていましてよ』

「ティアとルースさんが？」

　孝太郎は事情を理解したものの、戸惑いは消えず目を丸くしていた。するとそんな孝太郎の前に、立体映像の選択肢が現れる。選択肢は二つ。それは『皇帝になる』と『ならない』だった。

『開発にはエルファリアさんも噛んでいたようですけれど』

「………そんな雰ふん囲い気きだな」

　孝太郎は『皇帝になる』という選択肢に触れながら苦く笑しようする。それが追加装備の起動命令なのだが、そこからはエルファリア独特の感性がにじみ出ている。何らかの悪戯や冗談を含んでいる事は疑いようもなかった。

『レジェンダリィウェポンシステム・シリーズ０１－Ａ〝ガーブオブロード〟とエンゲージ。ガーブオブロードはマニューバースーツの制御下に入りました』

　孝太郎の操作により、鎧とガーブオブロードは重力波通信のネットワークで接続され、鎧の人工知能のコントロール下に置かれた。するとこれまで独立していた動きが鎧に同期し始める。ガーブオブロードは個々に空中を飛び回り、最終的に孝太郎の鎧の各部分にひとりでに取り付いていった。

「そうか、ガーブオブロードってこういう事なのか………」

　ガーブオブロード―――君主の装束と名付けられたこの追加装備は、孝太郎の鎧を覆ってその機能を強化する為ためのものだった。このガーブオブロードを構成するパーツは大きく六つに分かれている。左右の肩かたを覆っている大型の肩部装甲と、胴どう体たいを守る正面装甲、背中を守る背面装甲、そして両脚を守る脚部装甲だ。そして肩と背中の装甲が、装飾用のマントを吊っている。全体のデザインは曲線の多いフォルトーゼ式、カラーリングはサトミ騎き士し団だんと同じで青と白を基調としたもの。おかげで孝太郎の鎧は華美を極め、王者の風格を漂わせ始めていた。

『青騎士閣下、当艦「揺り籠」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御身の御武運と栄光をお祈り致いたします』

「ハハハッ、隙すきだらけだぞ小僧っ!!　早くも観念したのかっ!?」

　タユマの周囲を固める十数名の兵士達が一斉に孝太郎へ銃を向ける。その銃は処しよ刑けい場じようの射撃兵のそれとは違ちがって、対戦闘車両用の大口径のものばかり。いかに鎧のバリアーが強固でも、十数名の兵士による連射は防ぎ切れない筈だった。

「どうかな、身内の悪ふざけに呆れてはいるんだが」

　孝太郎はシグナルティンを構え、攻撃を受ける前に敵との距きよ離りを詰めようとした。

『敵兵力に武力行使の兆候。ＧＯＬは攻撃を開始』

「お、おいっ!?」

　しかし真っ先に攻撃を開始したのは敵でも孝太郎でもなく、ＧＯＬ―――鎧の追加装備のガーブオブロードだった。

『右肩部レーザーカノン起動。敵兵力を無力化します』

　ルースが組んだＧＯＬの戦闘用アルゴリズムはティアの精神をモデルにしている。おかげで決断が早く、武力の行使にも躊躇がない。

「ちょっと待―――」

　ガキンッ

　孝太郎が何かを言う前にＧＯＬは右肩の装甲を展開、そこに内蔵されていたレーザー砲で攻撃を始めた。

　キュンッ、キュキュンッ

　レーザー砲は素早く砲門の向きを変えながら、断続的にレーザー光線を発射する。それは一見レーザーの乱れ撃ちのように見えるのだが、レーザーは器用に敵の武器だけに集中し、その攻撃能力を奪い去っていく。狙いの正確さもティア譲りだった。

「これはもしかして、いつぞやの………」

　孝太郎が何もしないうちに、追加装備が勝手に敵を倒たおす。そのコンセプトには覚えがあった。以前ティアが作ろうとしていた『わらわのかんがえたすーぱーこーたろー』が、まさにそういうものだったのだ。もちろんキリハが予言した通り、その規模はぐっと小さくなり、現実的な範はん囲いに収まっている。しかしティア達があのコンセプトを実現させた事だけは、間違いないようだった。

「おのれ小僧めぇ！　機械兵共、前に出ろっ！」

　ＧＯＬのレーザー砲が数名の重装歩兵の手から銃を弾き飛ばしたところで、霊子力技術で作られた機械の兵士達が前面に出てくる。この機械兵達にはカラマとコラマ同様に霊子力フィールドが装備されている。ＧＯＬのレーザーは武器を攻撃する為に威力が加減されていたので、機械兵達に装備された霊力のバリアーによって防がれてしまった。

『右肩部武装変へん更こう、高収束ビームカノン起動、砲撃を開始します』

「早いっ、だから早いってのっ！　どうなってるんだ、クランッ!?」

『ＧＯＬは完全に自動化された追加武装システムですわ！　あなたは戦いたい敵とだけ戦いなさい！　道はＧＯＬがこじ開けますわっ！』

「そういう事かっ！　ありがたいんだか、ありがたくないんだかっ！」

　ＧＯＬは王者が歩く道を作る―――孝太郎が事情を悟るのと同時に、右肩の武器が入れ替わり砲撃を開始する。今度の武器は非常に威力の高いビーム砲だった。

　キュンッ、キュキュンッ

　ビームはレーザーほど狙いが正確ではないが、威力は極端に高い。おかげで機械兵本体は破壊できないまでも、その身体を守るバリアーは動作停止に追い込んでいた。

「早苗ちゃんごーっど・あろー！」

「サンダーランス・モディファー・チェンジエレメントマナエナジーッ！」

『集い来たれ風の精霊っ、腕うでに宿り塊となりて、我が敵を打ち滅ぼせぇっ!!　轟けぇぇぇっ!!　大気の大槌ぃぃぃぃっ!!』

　しかしバリアーさえ破れれば少女達の攻撃が届く。ＧＯＬのビームを受けた機械兵に向かって、少女達の得意技が襲いかかった。攻こう防ぼう共に優れた機械兵だが、これにはひとたまりもない。あっという間に三体の機械兵が鉄屑へと変わった。

「馬鹿なっ、こんなに呆気なくっ!?」

　この結果にタユマは目を剥むいた。計算上はこれだけの兵力があれば、完勝できる筈だったのだ。にも拘かかわらず、あっという間に五名の歩兵が武器を失い、三体の機械兵が破壊された。これにより一割近い兵力を削がれた計算になる。これは誰だれにとっても信じられない結果で、タユマだけでなく兵士達にも動どう揺ようは広がっていた。

「行くぞ孝太郎っ！」

「おうっ！」

『出番だホー！』

『久々の見せ場だホー！』

　その隙を見み逃のがさず、キリハと孝太郎が前に出た。二人は共に強固なバリアーで守られているので、斬り込んでいくのに向いている。狙いは先頭に立って兵を率いるタユマと、最さい後こう尾びで指揮を執とるマグズ。二人を倒す事で早期の決着を図ろうというのだ。

「撃て撃てぇっ！　近付かせるなぁっ！」

　だが二人が半分ほど距離を詰めた時点で、タユマ達が息を吹き返す。重装歩兵十九名と自動的に敵を攻撃する自走式の大型マシンガン八基が孝太郎とキリハに牙きばを剥いた。

　ドゴゴゴゴゴゴゴォッ

　二十七の銃じゆう声せいは一つに合わさって、まるで地鳴りのような轟音となって処しよ刑けい場じようを満たした。この時使われた武器は処刑用のライフルとは違って、大口径の戦闘用。一斉に連射を受ければ孝太郎の鎧や埴はに輪わのバリアーでも長くは防げない代しろ物ものだった。

「プロテクションフロム―――」

　ゆりかは孝太郎とキリハに銃弾を防ぐ魔法をかけようとする。

「危ないゆりかぁっ!!」

　だがその直前に、ゆりかは早苗によって押し倒される。するとゆりかが立っていた場所に銃弾の雨が降り注ぐ。処刑場の射撃兵十三名による攻撃だった。

「あいたたたぁ………」

「起きてっ、ゆりかっ！　あんまもたないからっ！」

「早苗ちゃん、ありがとうございますぅっ！」

　早苗は飛び起きると、ゆりかに手を貸して立ち上がらせる。その間にも射撃兵達の銃じゆう撃げきは続いている。それらは早苗の霊能力で弾き返しているのだが、彼女の力は大雑把なので強力だが消しよう耗もうが早い。じっとしていては危険だった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいっ、里さと見みさん達を守ってっ！」

　ゆりかは立ち上がりながらもう一人の味方―――晴海に孝太郎の支し援えんを訴える。だがその晴海は余裕のある笑えみを浮うかべて首を横に振ふった。

「里見君達なら大だい丈じよう夫ぶ。私達は落ち着いて自分の相手と戦いましょう。………来たれ大地の精霊っ、集いて溶け合い、巌となりて、我らを守る鎧となれっ!!　防げぇっ!!　大地の甲冑!!」

　晴海は髪かみを銀色に輝かせながら、孝太郎達ではなく自分達に防ぼう御ぎよ魔ま法ほうをかける。この防御魔法は強固で、処刑用のライフルの銃弾は呆気なく弾き返されていた。

「桜庭先輩っ!?　里見さん達があぶな―――って、あれぇっ？」

　晴海の行動に目を剥いたゆりかだったが、直後に孝太郎達を見てもう一度目を剥いた。孝太郎達は銃撃をものともせず、前進を続けていたのだ。

「な、なんで？」

「んー、簡単に言うと、マニアの勝利よね」

　困惑するゆりかに早苗が笑いかけた。

　ティア達が作り上げたＧＯＬには、右肩の武器だけでなく、幾いくつか特別な能力がある。そのうちの一つが、左肩に内蔵されている大型のバリアー発生装置だった。

　孝太郎の鎧よろいにもバリアーの発生装置は組み込まれているが、元々が古代の鎧を再現したデザインなので、あまり大型の発生装置は組み込まれていない。デザインを優先して、機能に制限があるのだ。

　しかしＧＯＬはそうではない。大型の火器を右肩に、大型のバリアー発生装置を左肩に内蔵する事を前提としてデザインされている。肩パーツの大きさはその方が格好いいからではなく、性能を最大限引き出す為のデザインなのだ。

　この左肩のバリアー発生装置は、背面装甲に内蔵されている大型の動力からエネルギーの供給を受けている。おかげでその防御力はこれまでとは比べ物にならない。通常の手持ち火器による攻撃では、びくともしなかった。

「カラマッ、コラマッ、霊子力フィールドの防御属性を霊れい力りよくに絞れっ！　他は孝太郎に任せていいっ！」
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『がってんっ！　属性変更、霊力防御最優先！』

『やる気になったおいら達を見せ付けるホー！』

　フォルトーゼのバリアー―――空間歪曲場は霊力による攻撃に弱いのだが、それは埴輪達が防いでしまう。本来多くの攻撃手段に対応する霊子力フィールドを霊力のみに絞った事で、その防御性能は格段に向上している。おかげでこちらも手持ちの霊子力火器では打ち破れなくなっていた。

「頼たのむぞ、シグナルティンッ！」

　そしてもう一つの弱点、魔法による攻撃は魔力を分解する力を持つシグナルティンが防ぐ。急進派の重装歩兵が使っている魔法は、銃弾に込められたものに限られている。効果は攻撃力の向上と弾道の修正に限られているので、それほど多くの魔力は込められていない。おかげでシグナルティンの防御圏に入った途と端たん、ただの銃弾に変わる。そうなればバリアーの餌食だった。

「………という訳だから、あたし達はキリパパを守りつつ、あの辺を退治。終わったら孝太郎達を手伝いに行くわよ」

　早苗は言うが早いか、全身から霊力を溢れさせる。これは晴海のＰＡＦを真似した全身の複合強化だが、霊力の光が肉眼で見える程ほどまで強化されている。今の早苗は独力で静しず香かに次ぐ力を持っていた。

「わ、分かりましたぁ」

　ゆりかは孝太郎達に手伝いは必要ないと悟ると、杖つえの先端を近くに居る処刑場の兵士達に向ける。まずはこの十三人の退治が先決だった。

「我はキリパパか………ふふふ」

　ダイハは楽しそうに笑いながら自らも武器を構える。それはコウマが孝太郎達に持たせた、クラノ家家宝の日本刀。日本刀はダイハが構えた時からぼんやりと輝き始める。この刀も霊子力を帯びているのだ。

「行きますよ皆みなさん。無理をせず、出来る事から始めましょう」

　最後は晴海。彼女は銀色の髪を輝かせ、恐おそれも憎しみもなく、ただ静かに十三人の兵士を見つめていた。彼女にとっては、急進派もキリハの同どう胞ほう。少しも敵意は抱いていなかった。ただ止めるべき相手とだけ認識していた。そして胸の前で両手を組み合わせる。すると魔法の力が組み合わせた手に集中し始めた。

　―――キリハがいつも楽しそうな訳だ。この顔かお触ぶれの中では、地底人という特殊性など無いも同然。お互たがいに特殊であったから、真の意味で分かり合えた………そういう事なのかな………。

　ダイハは三人の少女達を見ながらつくづく思った。キリハは本当に運が良い。そして本当にいい友人達を持った、と。

「………親馬鹿と笑われそうだが………」

　だからこそ、少女達を守る。急進派には指一本触れさせない。ダイハは苦労をかけた娘むすめの為に、その友人を守ろうと決意した。そしてその決意と同じぐらい固く、両手で刀の柄を握り締めた。










　普ふ通つうの射撃が効き難にくい事を悟ると、タユマは味方の兵士達に隊形を組み換えさせた。前列に機械兵の残り二十一体、その背後に動きは鈍いが狙ねらいが正確な自走マシンガン八基。残る十九名の重装歩兵は十名と九名に分かれて左右に展開。そして可能な限り高火力な武器を使って孝太郎達のバリアーに負荷をかけつつ、機械兵の接近戦で勝負に出る―――それがタユマの計画だった。

「相変わらず悪知恵だけは働くようだなっ、タユマッ！」

　孝太郎はシグナルティンを構え、突とつ進しんしてくる機械兵の群れを迎むかえ撃つ。向かってくる機械兵達は全部で十体。孝太郎とキリハに五体ずつの計算だ。これ以上の数で襲おそっても攻撃出来ない機械兵が出てしまうので、残りは後方で射撃戦の構えだった。

「ほざけっ！　巨きよ大だいな力に頼たよる貴様に言えた事かっ！」

「それこそ、地じ震しん兵器に頼るお前達に言えた事か！」

「我々は正義だ！　正義にはあらゆる手段が許されるのだっ！」

　孝太郎の挑発に興奮したタユマが大きな剣を手に前へ出てくる。おかげで機械兵達のフォーメーションが僅わずかに乱れた。

　―――これで少し戦い易くなったか………。

　機械兵の武器は、魔法を帯びた格闘用ブレード。シグナルティンに触れれば一時的に魔法を消す事は出来るが、それでも普通のブレードとしては機能する。魔法のブレードで霊力と物理のバリアーを突とつ破ぱしてしまえば、その後に魔法が消されても孝太郎達を傷付けられるのだ。

　また、機械兵が遠距離で使う武器は魔法を発射すると思おぼしきハンドキャノン。魔力が感じられるだけなので効果は分からないが、白兵戦の最中に撃うち込まれると厄やつ介かいだった。先さき程ほど使わなかった事からすると、弾数に限りがあるらしいのが幸いだった。

　孝太郎は機械兵を危険視していたので、あえてタユマを挑発した。タユマが前に出てしまえば、多少飛び道具が使い難くなるからだった。

「孝太郎っ、バラバラにやっていては駄目だ！」

『孝太郎、おいら達は鎧と同期して動く事にしたホ！』

『姐あね御ごを頼むホ！　仲良しぶりを見せ付けるホ！』

「分かった！　一いつ緒しよに行くぞ！」

　孝太郎とキリハは敵の射しや撃げき攻撃を弾き飛ばしながら前進する。そんな二人を機械兵達が迎え撃つ。まず二人の間合いに入ったのは、正面から来ていた四体の機械兵達だった。

「どけぇぇっ!!」

　薙刀を使う分だけ、キリハの間合いが一番広い。だから最初に仕し掛かけたのはキリハだった。彼女は裂帛の気合いと共に薙刀を振り回す。相手は戦闘用の機械なので、キリハの太刀筋には迷いがない。キリハの戦う意思に反応して刀身に電でん撃げきを帯びたその薙刀で、彼女は接近してくる機械兵達を薙ぎ払った。

　バシャアッ、ガキィッ

　キリハの目の前にいた二体のうち、一体の胴体が両断される。薙刀は霊力と電気の力を帯びているので、攻撃力は極きわめて高い。だが一体目を両断した事で威力を減じ、二体目には受け止められてしまう。

「流石さすがにそう易々とはやらせて貰えないかっ！」

　孝太郎は自分の目の前へやってきた二体と切り結びながら舌打ちする。一体だけなら大した事のない相手だが、なにぶん数が多かった。全ての敵に隙を見せないようにするのは難しい。

「そうでもない」

　しかし不思議とキリハは余裕を崩くずさなかった。そして彼女に余裕がある理由は、すぐに明かされた。

　キュキュウンッ

　孝太郎の右肩が光る。すると孝太郎とキリハの目の前にいた三体の機械兵がばらばらに砕け散った。これは孝太郎の右肩に内蔵されたビーム砲による砲撃だ。今まさに倒そうとしていた相手が粉々になったので、思わず拍子抜けする孝太郎だった。

「なんだか………鎧が勝手に勝ってくれそうな勢いだな」

　孝太郎やキリハの攻撃で急進派が隙を見せれば、その時点でＧＯＬが止めを刺さしてくれる。もしかすると立っているだけで本当に勝てるのではないか―――孝太郎にそう感じさせる程、素早く的確な攻撃だった。

「我らの隙はＧＯＬが消してくれる！　押し通るぞ、孝太郎っ！」

「ああっ！」

　孝太郎とキリハは、襲い来る機械兵を薙ぎ払いながら前進する。

『まずいホー！　鎧の飾りに負けてるホー！』

『根性だホ！　無機質な機械に負けてなるものかだホ！』

　二人に付き従う埴はに輪わ達たちもＧＯＬのおかげで多少余裕が出来、防御だけでなく攻撃の方にも参加し始める。口から怪光線を吐はいて兵士達を気絶させたり、火炎や電撃を作りだして機械兵を攻撃したり。ＧＯＬが防御と反撃を担当するおかげで、孝太郎達は全体的に攻撃的になっている。その分だけ攻撃のペースが上がり、次々と敵を打ち倒していった。

「お、おのれぇぇっ、小僧どもがぁっ、いい気になりおってぇっ!!」

　興奮したタユマが突出し、霊力と魔力の籠った長剣で孝太郎に斬りかかる。タユマが興奮するのも当然で、この時点で既すでに三割近い兵力を失っていた。七十一対六という十倍以上の戦力差があってなお、孝太郎達を一人も傷付けられず、反対に二十以上の兵力を消耗してしまったのだ。普通に考えれば惨敗なので、タユマはこのままでは終われないと躍起になっていた。

「孝太郎っ、雑ざ魚こは任せろっ！」

「頼むっ！」

　ここまでは足並みを揃えてきた二人だが、流石にタユマを相手にするとなれば分業が必要になる。そこで孝太郎がタユマを、周囲の兵力の牽制をキリハが行う事となった。

「死ぃねぇぇぇぇぇっ!!」

　ガキィンッ

　タユマの剣に込められた霊力と魔力が、鎧が作る空間歪わい曲きよく場ばと埴輪達の霊子力フィールドを突破。耳みみ障ざわりな音と共に、孝太郎とタユマの剣同士が激げき突とつした。シグナルティンに触れた時点で魔力は一いつ旦たん消失したが、タユマが着ている鎧は動力を備えているのでその斬撃は非常に鋭い。孝太郎は鎧の力を全開にしてその一撃を防がねばならなかった。

「死んでたまるかぁぁぁっ!!」

　孝太郎は両手を使ってタユマを押し返す。鎧の腕力では、孝太郎の鎧が上回っている。ジェネレーターの出力では、科学で勝まさるフォルトーゼ製が上回っているのだ。

「小僧ぉぉぉぉぉっ!!」

　しかし俊敏さではタユマの方が上だった。タユマは素す早ばやく体勢を整えると、再び孝太郎に斬りかかる。彼かれの鎧は霊子力技術で作られているので、着ている人間の動きをそのまま再現する点では、フォルトーゼ製を上回っていた。またタユマは剣の達人でもある。その太刀筋をそのまま再現して、彼の鎧は孝太郎に剣を振り下ろした。

「まだまだぁぁぁっ!!」

　剣の動きでは間に合わない。そこで孝太郎は鎧の左ひだり腕うでに意識を集中させる。そこにはキリハから借りたままの、火炎と電撃を操る籠手が内蔵されている。孝太郎は咄嗟に火炎を生み出して、タユマに反撃した。

　バリバリバリィッ

　しかしタユマの鎧にも霊子力フィールドが装備されている。霊子力フィールド―――地底式のバリアーは、自然界の気に対して効果的に働く。孝太郎の籠手は人間の霊力を自然界の気に変換して火炎を生み出すので、火炎はタユマを傷付ける事はなかった。

「ぐぅぅっ！」

　だが火炎で視界が塞がれたことで、タユマは攻撃を中断して一いつ旦たん距きよ離りを取った。やはり人間も自然の生物。本能には火炎に対する警戒心が刻み込まれていた。

「やるではないか、小僧………」

　一旦は距離を取ったタユマだが、再びその剣先を孝太郎へ向ける。

「それはこっちの台詞せりふだ。そろそろいい年だろう、あんた」

　孝太郎もタユマに剣を向ける。剣を向け合う二人の間で、闘気が高まっていく。

「我らの大義を成すまで、隠居などしておれんわっ！」

「だったら俺おれ達たちがあんたを隠居させてやるさ」

「ほざいたな小僧っ！」

　痺しびれを切らせたタユマが再び孝太郎に襲い掛かる。孝太郎の方は両手でシグナルティンを構え、近付いて来るタユマを冷静に見つめていた。その間もＧＯＬはキリハの援えん護ごで砲撃を繰くり返していたが、孝太郎本人はあくまでタユマに集中していた。

「どうしたどうしたっ!!　俺を隠居させるのではないのかぁっ!?」

　タユマは素早い連続攻撃を繰り出し、孝太郎を追い詰めていく。孝太郎は多数の敵に囲まれているので、バリアーや武装をタユマに振り分けられない。また、晴海も敵の排除に手を取られて孝太郎に協力する事が出来ないでいる。その為、孝太郎は自身の剣技のみでタユマと戦わねばならなかった。タユマも武門の生まれなので、その剣技は高いレベルにあり、また着ている甲かつ冑ちゆうは孝太郎の鎧よりも動きが速い。孝太郎は防戦一方に追い詰められつつあった。

「そのつもりでいる。だが、あえて俺が一人でやる必要もないだろう」

　しかし孝太郎は笑っていた。それにはきちんとした根拠がある。孝太郎は自分が負けない事を理解していたのだ。

「待たせたなっ、孝太郎っ！」

「クラノのっ!?」

　ガキィィンッ

　次の瞬しゆん間かん、タユマの剣をキリハの薙刀が受け止めた。タユマは驚きに目を見張った。キリハは周囲の敵の排除にあたっている筈はずだったから。

『おいら達を忘れて貰っちゃ困るホー！』

『炎と雷のブラザー、カラマとコラマ参上だホー！』

　動きが止まっていたタユマに、カラマとコラマが火炎と電撃を浴びせかける。タユマは攻撃を仕掛けた直後だったので、霊子力のバリアーが部分的に解放された状態になっていた。そして埴輪達の攻撃は、一部がその解放部へ飛び込んだ。

「くっ、くそぉっ!!　自動人形如きがぁっ!!」

　タユマは鎧の表面を焦がされ、僅かに感電したものの、致ち命めい的てきなダメージは負わなかった。やはり攻撃の一部がバリアー内に飛び込んだだけでは、決定打にならない。しかしキリハ達の一斉攻撃を嫌きらったタユマは、一度後方に飛んで大きく距離を取った。するとタユマの目に、キリハ達が孝太郎の援護に現れた理由が飛び込んできた。

「馬鹿なっ、こんなに呆あつ気けなく!?」

　タユマの目には、処刑場に倒れ伏ふした十三人の射撃手の姿が映っていた。これは晴海達の仕業で、攻撃力の低いこの十三人を無力化するのはそう難しくはなかった。それが済むと、晴海達はそのままキリハが戦っている敵の側面を突ついた。これによりキリハと埴輪の負担が大幅に減り、孝太郎の援護にくる事が出来るようになったのだ。

「タユマ、これからが本番だぞ」

　キュイィィィィ

　孝太郎の右肩のビームカノンがタユマの方を向く。それと同時に左肩のバリアー発生装置がバリアーの出力を調整する。孝太郎とキリハの距離が再び近付いたので、ＧＯＬはバリアーの範囲を狭めつつ、逆に厚みを増やしたのだ。

「なんだとぉっ!?」

「俺達は怒おこっているんだ………あんた達急進派のやり口に」

　ジャキッ

　孝太郎は再び剣の切っ先をタユマに向ける。するとタユマは激げき昂こうして叫さけんだ。

「怒っているからなんだというのだっ!?」

　そんなタユマに向かって、キリハも薙刀を構える。

「ゆえに覚悟を決めるのだなっ、シジマ＝タユマッ！　我らは汝なんじらの騙る正義を一つ残らず摘んでくれようっ！」

　彼女の両脇は二体の埴輪が固めている。孝太郎もキリハも、ここからが本気だった。その装備の全てが、目の前の敵―――タユマに向けられていた。

「………だとしたら、私も出ない訳にはいきませんね」

「マグズ様!?」

「私は自らの正義を守らなければなりません。あなた方のような、現実から目を背ける者達から………」

　これまで後方に控ひかえて成り行きを見守っていたマグズが、タユマのすぐ後ろまで前進してくる。彼はその両腕で大きな弓を構え、キリハを狙っていた。

「危険です、マグズ様！」

「タユマ、あなたが倒れた場合のリスクが高過ぎます。ここは二人で力を合わせるべきです」

「………分かりました。ただし御身を守る事を最優先にして下さい。マグズ様は我らの希望です」

「心に留めておきましょう」

　孝太郎とキリハ、タユマとマグズ、奇しくも似たような立場にある二組が、互いに武器を向け合っている。両者は並び立たず、片方だけの主張が通る。平和的な解決はない。キリハはそれを避さけようと必死になってきたが、もはや戦う以外に方法は無かった。

「いくぞ、孝太郎っ！」

　キリハが先陣を切って走り出した。そうしながらも、キリハは薙刀を構え、油断なく周囲に視線を走らせている。キリハは平和主義者だが、戦いを決意した以上は、絶対に勝つつもりでいた。

「合わせる！　好きなようにやれっ！」

　孝太郎もキリハに続く。そうしながら、孝太郎は鎧の人工知能に指示を与あたえる。孝太郎はキリハの好きにやらせてやるつもりだったので、鎧やＧＯＬには支援寄りの命令を出しておく必要があったのだ。

「させませんよっ！」

　前進するキリハに向かってマグズが矢を放つ。純じゆん粋すいな霊力をまとい、矢尻の硬度とスピードを引き上げる魔ま法ほうがかかっている矢は、唸りを上げてキリハに迫せまる。弓も動力を備えた甲冑で引く事を前提とした特別製なので、その威い力りよくは大たい砲ほうに匹敵するものだった。

『姐あねさんっ！』

「問題ないっ！」

　咄嗟に埴輪達がキリハを守ろうとするが、それよりも早く彼女は薙刀に秘められた力を発動させた。彼女が発動させたのは電気の力。巨大な電磁場を生み出す事で、矢を逸らすのが狙いだった。

　ボボボッ

　風切り音というよりも、空気をこじ開けるような音をさせながら、マグズの矢はキリハの耳元を掠めていく。電磁場のおかげで事無きを得たが、もし命中していればキリハの華奢な身体など一撃でバラバラにされてしまっていただろう。

「今度はこちらの番だ、マグズッ！」

「そうはさせんぞっ、小こ娘むすめがぁっ！」

　キリハはすぐにマグズへ反撃しようとしたが、その前にタユマが立ちはだかる。タユマは剣を大きく振り回して、キリハを両断しようとした。

「タユマッ、お前の相手は俺だぁっ!!」

　孝太郎は手にしていたシグナルティンを素早く振り回す。するとその切っ先が描えがいた曲線に合わせて、真空の刃が生成される。それは初歩の攻こう撃げき魔法なので、威力は低いしあまり遠くまでは届かない。しかしこの瞬間の足止めには十分だった。

「おのれ小僧っ、何度も何度も俺の邪魔ばかりしおってぇぇぇぇぇっ!!　聞けば十一年前の事件もお前の邪魔だというではないかぁっ!!」

「お前が悪事を企むからだ」

「俺達は正義だ！　その邪魔をするお前達が悪なんだっ！」

「誰が正義でも構わんっ！　それで多くの人が幸せになれるならなぁっ！」

　真空の刃がタユマの足を止めている間に、孝太郎がキリハとタユマの間に割って入る。その隙にキリハは薙刀を振りかざした。すると薙刀はキリハの霊力を強力な電撃に変換して、マグズに向けて放った。

「そうそう好きにはさせんぞ、マグズッ！」

「無む駄だだっ！」

　だがマグズは電撃を避けようともせず、二本目の矢を弓に番える。それも当然で、キリハの電撃はマグズの鎧の作り出すバリアーに触ふれると呆気なく霧む散さんした。これはマグズの鎧は防御を最優先した作りになっているからだった。彼は司令官である上に、使っている武器が静止状態を必要とする長弓。動かずにいてもやられない程、強固なバリアーが必要だったのだ。

「我われが一人であればそうだな」

「なにっ!?」

『ホー！　おいら達を忘れているホー！』

『ライガ君もまだまだだホー！』

　だが次の瞬間、カラマとコラマの攻こう撃げきがマグズを襲う。カラマが火炎を、コラマが電撃を、それぞれマグズに浴びせかけた。

「ぐああああぁぁぁああぁぁぁっ!?」

　炎に焼かれ、感電したマグズが悲鳴を上げる。

　パワーで劣おとるカラマとコラマがマグズを攻撃できたのは、キリハがマグズの注意を引いた事と、埴輪達の身体が小さいおかげだった。キリハがマグズを攻撃するのと同時に、カラマとコラマはマグズの死角で処刑場の床ゆかに着地した。そして歩いてマグズに近寄ると、彼の足元の辺りから攻撃を仕掛けた。甲冑が生み出す強固な霊力のバリアーも、移動の妨げにならないように足元の守りは完全ではない。カラマとコラマの身体のサイズなら、その隙すき間まから攻撃をするのも不可能ではなかった。

「ぐぅぅっ、おっ、おのれえぇぇぇえぇぇぇっ!!　自動人形風情がぁっ!!」

　バリアーの内側への攻撃が可能であっても、マグズの身体を覆っている甲冑自体も強固な装甲を備えている。マグズは火傷の痛みと感電の痺れを感じていたものの、動きが鈍る程のダメージには至っていなかった。むしろ痛んでいたのはプライドの方で、面当ての内側にある顔を真っ赤に染めて、埴輪達を踏み潰さんと反撃に移った。

『怒ったホー！』

『きっと怖こわい顔だホー！』

　埴輪達は素早く宙に浮かぶと、マグズの手が届かない高さまで一気に逃げてしまう。その言動のユーモラスさが更さらにマグズのプライドを傷付け、冷静さを削ぎ落した。彼は次々と矢を番えて埴輪達を狙うが、高速で動き回る彼らの小さな身体に矢を命中させる事は出来なかった。

「マグズッ！」

「くっ、私とした事がっ！」

　ギンッ

　キリハの薙刀がマグズのバリアーに接せつ触しよくする。その一撃はバリアーを破る事はなかったが、それでマグズは冷静さを取り戻もどした。そして彼は埴輪達を追うのを止め、再び狙いをキリハに定めた。

「焦あせって計算が狂ってきているのではないかっ、マグズッ！」

「そんな事はありませんっ！　ここで貴女あなた達を殺せば計算は合う！」

　マグズは渾身の力で引いた弓から、バリアーのすぐ向こうにいるキリハに向かって矢を放った。距離が近いので、命中まで威力の減衰はない。これはマグズの長弓で可能な、最も威力のある攻撃だった。

「それが焦りだというのだ」

　キリハは矢を避けようともせず、突っ立ったまま微笑ほほえんでいた。

「なにぃっ!?」

　矢はキリハの胸に突き刺さる。だがその瞬間、キリハは煙のように掻き消えた。同時に消えたキリハの数十センチ横に、もう一人のキリハが現れる。このキリハこそが本物のキリハ。矢で撃ち抜かれた彼かの女じよは幻げん影えいだったのだ。

「だからこういう事になる」

　キリハの薙刀が突き出される。それは矢を通過させる為ために開けられたバリアーの穴。キリハの薙刀は綺き麗れいにその穴を通ってマグズに命中した。

　バキンッ

「ぐああぁぁっ!?　ばっ、馬鹿なっ、この私が手玉に取られているなどっ!!」

　薙刀はマグズの左手と、そこに握られている弓を痛打した。これにより甲冑の装甲と弓が砕け散り、マグズの左手が剥き出しになった。左手は出血していたが、装甲が身代わりとなって大きな傷にはなっていない。マグズはすぐに新たな武器を構えた。

「だが今度はそうはいかんぞっ！」

　マグズが取り出したのは大型の拳けん銃じゆうだった。この銃は機械兵のものと同じく、魔法を発射する事が出来る。しかも彼の為に作られた特別製。マグズの切り札だった。

「喰らえぇぇぇっ！」

　ドンドンドンッ

　マグズは拳銃を三連射する。その銃口は何な故ぜかキリハではなく、誰もいない明後日の方向を向いていた。だが発射された銃弾―――魔法は、マグズのバリアーを抜けたところで突とつ然ぜん向きを変え、キリハに襲い掛かかった。同時に銃弾は数条の電撃へと姿を変える。銃から発射されたのは電撃の攻撃魔法だった。

「ハハハハハッ、流石にこれはかわせますまいっ!!」

　勝利を確信したマグズが高笑いする中、キリハに六条の電撃が降り注ぐ。マグズの視界は真っ白い閃せん光こうに包まれ、キリハの姿は見えなくなった。

「どんどん行くぞぉっ、クラノ＝キリハァッ!!」

　そうなってもマグズは攻撃の手を休めない。閃光が収まらないうちに、彼は再び引き金に指をかけた。閃光が消えると同時に、次の攻撃をするつもりだった。

「魔法を使ってはいても、魔法戦は素人しろうとのようだな、マグズ」

　だがそこで驚おどろくべき事が起こった。閃光が消えた時、マグズの目の前に忽然とキリハが姿を現したのだ。

「なんだってっ!?」

　マグズは驚きに目を見張った。キリハには電撃を浴びた様子はない。しかもキリハはバリアーの防御圏内にいる。手段は分からなかったが、マグズはキリハにバリアーの内側への侵しん入にゆうを許したのだ。

「これで終わりだ、マグズッ！」

　キリハは薙刀を振り被り、マグズに斬りかかる。

「させるかぁっ！」

　マグズはそうはさせじと銃の引き金を引いた。

　―――この距きよ離りだっ！　甲冑がある分だけ、相討ちでも勝てるっ!!

　先程と同じ三連射。この至近距離では外しようもない。銃弾はマグズの狙い通りキリハに吸い込まれていく。マグズの計算では、絶対に負けはない筈だった。

「………だから素人だというのだ、マグズよ」

「なにぃぃぃっ!?」

　そこでマグズはもう一度驚おどろかされる事となる。斬りかかって来ていたキリハが、再び煙のように消失する。その代わりに、最初に電撃を撃ち込んだ場所にキリハが姿を現す。今度は斬りかかってきたキリハが幻影だったのだ。当然、幻影を狙った銃弾はそのまま素す通どおりして何処どこかへと飛び去って行った。

「ハハハッ、素人はどちらですかな!?　電撃を浴びてボロボロではないですか!!」

　しかし今度のマグズは動揺しなかった。彼にはキリハが電撃でダメージを負っているのが分かっていたのだ。キリハの防御は不完全で、電撃の一部が彼女を焼いていた。だからマグズは勝ちを確信し、キリハを笑ったのだった。

「魔法戦は創造性だよ、マグズ。型にはまった考え方しか出来ないから、汝は負ける事になるのだ」

　しかし深い火傷を負いながらも、キリハは笑っていた。この時点で既に、キリハの勝利は確定していたから。

　ズドンッ

「ぐああああぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　次の瞬間、マグズの甲冑で爆ばく発はつが起きた。爆発したのは背面の動力源から本体へエネルギーを供給している動力パイプ。それは甲冑の数少ない弱点部分だった。そこへの攻撃を受けた事で、マグズとその甲冑は大きなダメージを受けた。バリアーは消失し、甲冑は動かなくなった。

『姐さんは天才だホー！』

『こんな作戦誰だれも思い付かないホー！』

　マグズを攻撃したのは、バリアー内に忍び込んでいたカラマとコラマ。埴輪達がマグズのバリアー内に入り込んだのは、全てキリハの策略によるものだった。

「くっ、そっ、そうかっ、二つ目の幻影はこの為に………」

　マグズはここで自分が罠に嵌った事を悟さとった。

　二体目の幻影は、狙い通りの場所にバリアーの穴を作らせる為のものだった。銃が発射されれば、甲冑のシステムは自動的に射線上のバリアーに穴を開ける。その場所を特定出来れば、開いた穴から埴輪達を侵入させられる。その為に使ったのが二体目の幻影。キリハの要望に応こたえて、孝太郎がシグナルティンで生み出したものだった。

　キリハがマグズと戦う上で必要とした魔法は初歩の幻影が二つきり。たったそれだけで高位の魔法を乱発したマグズを上回って見せた。これは創造性で圧倒的に上回った、キリハの完勝と言えるだろう。

「降こう伏ふくしろマグズ。もはや動けまい」

　キリハはマグズに歩み寄り、薙刀の切っ先を向ける。キリハは全身に火傷を負っていたが、その動きには影えい響きようは見られない。それに対して、甲冑の動力を破は壊かいされたマグズは身動きが取れない。身体を覆う甲冑は、今や彼を拘こう束そくする枷でしかなかった。

「私の返答は分かっている筈です、クラノ＝キリハ」

「指導者を失おうと、あくまで急進派は戦いを続けると？」

「その通りです。私自身による正しい支配は潰えましたが、せめて故郷を奪還するという正義は成されねばならない」

　マグズは敗北を受け入れたが、彼の瞳ひとみの奥おくでは暗い炎が燃え続けている。その狂気が残り火のように燃え続けているのだ。

「残念だ、カスミ＝ライガ」

「いいえ、私はマグズ。急進派の指導者です」

「ならばマグズよ、その責任を取るがいい」

　マグズの狂気が今も健在である事を確かく認にんしたキリハは、彼に向かって薙刀を振ふり下ろした。その一撃は軽いものだったが、解放された電撃の力がマグズを昏倒させた。

「………その強きよう靭じんで不屈の魂たましいを、何な故ぜ民たみ達たちの為に使えなかったのか………」

　こうしてキリハは、マグズを倒たおし戦いに勝利した。しかし彼女の表情は決して明るくはない。キリハは知っているのだ。この戦いは勝ったとしても、本質的には敗北であるのだと。それが彼女には、悲しくてならなかった。










　マグズが倒れると、途端に急進派の兵士達の動きが悪くなった。この時点ではまだ十二名の兵士達が戦っていた。だが司令官のマグズを失った事で動どう揺ようが広がり、士気が落ちて連係が取れなくなっていった。一応機械兵と自走マシンガンが十数機残っているのだが、それを使う人間が慌あわてていては能力は十分に発揮されない。自然と晴海達の攻撃を支え切れなくなり、総崩れとなった。

「何故だっ、どうして勝てないっ!?　十分な兵力があった筈だっ!!　工場での戦いを分ぶん析せきして、勝てるだけの力は揃えた筈だっ!!　なのにどうしてこうなるのだ!?」

　そしてマグズが倒れた事は、タユマにも大きなショックを与えていた。マグズはタユマにとって絶対の正義の象しよう徴ちよう。大きな知性と優すぐれた指導力で、大地の民の未来を切り拓く救世主だったのだ。そのマグズを失い、タユマは大きく動揺していた。タユマは倒れたマグズや急進派の兵達を見回しながら、一歩二歩と後退りする。現実を受け入れられないタユマには、わめき散らす事しか出来なかった。

「当たり前だろう。お前達はあるものを計算に入れていないからな」

「なんなのだ、それはっ!?」

「キリハさんの仲間意識―――つまり、愛情だよ」

「愛情っ!?　馬鹿な事をっ!!　そんなものは不要だっ!!　我々には絶対の正義があるのだからなぁっ!!」

「………そこが分からないから、お前達は負けるのさ。もしお前達が、キリハさんがどれだけ誇ほこり高い指導者なのかを理解していれば、お前達は勝っていたんだ」

　キリハが戦う時は、味方の損耗を可能な限りゼロにしようという気配りがある。そして今回の敵は急進派なので、大きく見れば味方と言える。彼女はどんな時もそれを忘れなかった。キリハはずっと、味方も敵も可能な限り犠牲者を抑おさえるように戦いを進めてきたのだ。

　しかし今日の戦いはそうではない。追い詰められ、後がなくなったキリハは、敵味方双そう方ほうにある程度の犠牲を覚かく悟ごした。それはもちろん本意ではないから、自らにも犠牲を課した。他人に犠牲を強いるなら、自らの犠牲も覚悟する。それがキリハにとって正しい選せん択たくだった。

　従って今の孝太郎達たちは、先日の工場での戦いの時よりもずっと強い。自らと仲間達が傷付く事を恐おそれていないから、危ない橋だって渡る。先さき程ほど孝太郎がタユマに、生きて帰るだけなら簡単だと言ったのは、これが理由だった。

「あるいは逆かな。お前達は仲間の生死に頓着しないから、常に限界の力で戦っている。仲間や同胞の為に力を抑えて蓄えているキリハさん達とは、根本的に違ちがっているのさ」

「認められるかっ、そんなあやふやなものっ！　必要なのは絶対の正義だ！　それによる支配が、永遠の繁はん栄えいを生むのだっ！」

　タユマは急進派の正義と、マグズが支配者となる事を信じていた。だがマグズが敗れた事で、その信念が揺ゆらいでいる。それを認めたくなくて、タユマは声を荒げていた。タユマは自分が信じている世界が崩れるのを、恐れていたんだ。

「降伏しろ、タユマ。お前達が信じた正義は、絶対ではなかったんだ」

　後退りするタユマに、孝太郎は剣けんの切っ先を向ける。それと同時に、孝太郎の背後に晴海達が並ぶ。晴海達の戦いは少し前に終わった。処しよ刑けい場じようの急進派は、タユマ一人を残して全員無力化されていた。

「くっ、くそっ！　しかし増援を呼べば―――」

　タユマは自身の甲冑のシステムを介かいして援えん軍ぐんを呼ぼうとする。タユマにはどうしても負けを認める事が出来なかった。

「何故だ!?　どうして誰だれも答えない!?　緊きん急きゆう事態なのだぞっ!?」

　しかし拠きよ点てんの司令室に繋げた筈の通信回線からは、誰の声も聞こえてこない。マグズの片腕として働くタユマだから、いつもならオペレーターが慌てて返事をしてきたというのに。

「無駄だ。既にこの拠点は穏おん健けん派はの支配下にある」

　困惑するタユマの背中側から、キリハの声がかかった。そしてキリハはタユマの退路を塞ふさぐようにして立つ。キリハはタユマを逃がすつもりはなかった。

「もはや汝に味方はない。降伏しろ、タユマ。戦いは終わったのだ」

　キリハは淡たん々たんとタユマに戦いの終わりを告げた。それは処刑場に限った話ではない。孝太郎達が処刑場に突とつ入にゆうするのと同時に、穏健派の部隊もこの拠点内に侵入した。そして彼らは外部への通信を遮断し、司令室を占拠し、急進派の拠点全体を無力化した。この拠点にはもう、戦う力は残されていなかった。

「いいやまだだっ！　まだ終わらんよっ！　真耶ッ！」

「………はいはい、人使いが荒あらいわねえ………」

　だがこの場所には一人だけ戦う力を残している人物がいた。藍あい色いろの長衣を身に纏った、一人の女性。それは重傷の身体を機械に置き換えて現役に復帰した、ダークネスレインボゥに所属する魔ま法ほう使つかいの真耶だった。

　真耶達たち魔法使いと急進派は、技術供きよう与よをする関係にあるが、それぞれの戦いには基本的に不干渉の立場を取っている。これはそれぞれの作戦が、互たがいの足を引っ張らないようにする為の措置だ。だから真耶は戦いに加わっていなかった。この場所でも、先日の工場でも。

　しかし何事にも例外はある。真耶は急進派に二つの借りがあった。身体を修復して貰った事と、大地の民に関する情報の提供を受けている事だ。その見返りとして、本当に困った時には力を貸す約束になっている。先日のタユマの救出と、今がその時だった。

「真耶っ!?」

「久しぶりね、坊ぼうや」

　真耶はタユマの影の中から染み出すようにして姿を現すと、にこやかに孝太郎に笑いかける。その笑え顔がおがやけに楽しそうだったので、孝太郎は一いつ瞬しゆんだけ今の状じよう況きようを忘れそうになった。

「でも坊やと遊んでいる余よ裕ゆうはないの。残念だけど………」

「真耶っ、俺とマグズ様を逃がしてくれっ！」

　タユマが真耶を呼んだのは、彼女の力を借りてこの場から逃げ出す為だった。魔法の力を使えば、この状況でも脱だつ出しゆつ出来るかもしれないと考えたのだ。

「この状況で二人は無理だわ」

　しかし真耶は首を横に振った。かつての彼女ならば、マグズとタユマの両方を連れて逃げる事も可能だったろう。しかし今の彼女は生身の身体を殆ほとんど失い、魔法を使う能力を大きく減じている。おかげで不慮のトラブルに対応する能力は以前ほどではなくなってしまっていたのだ。

「………仕方ないっ、俺だけで構わんっ！」

「あら、マグズを置いていくの？」

「まだ逆転の方法は残されている！　後で取り返す事も可能なのだ！」

「そういう事ね。了りよう解かいよ」

　事情を察した真耶は軽く頷うなずくと、右みぎ腕うでを持ち上げた。彼女の右腕には小型の魔法の杖つえが内蔵されている。魔法を発動させてこの場から逃げ出そうというのだ。

「孝太郎っ！」

「分かってるっ!!」

　タユマと真耶が逃げ出そうとしている事に気付き、キリハと孝太郎は二人に向かって突とつ進しんする。真の意味で戦いを終わらせる為には、タユマを取り押おさえる必要があった。

「リコール・プレキャスト・テレポート」

　しかし真耶が発動させたのは、事前に詠えい唱しようして待機状態にしてあった魔法だった。おかげで発動が極端に早く、キリハと孝太郎が駆かけ付けた時には、タユマと真耶は魔法の光に包み込まれていた。また同じ理由で、晴海とゆりかの妨ぼう害がい魔法も間に合わなかった。

「フハハハハハハッ、まだ終わらんぞぉっ、小僧っ！　俺達は絶対に勝つ！　俺達は正義だからだっ!!」

「………それじゃあね、坊や。また会いましょう」

　タユマと真耶は、魔力の青い光だけを残して消え去った。真耶が使ったのは瞬間移動の魔法。生身の身体を失った事でかつてよりも移動距離は短くなったものの、緊急時の脱出には十分だった。

「くそっ、逃げられたっ！」

「孝太郎っ、諦めるのは早いっ！　奴やつらは島へ向かった筈だ！」

「そうかっ、地じ震しん兵器を使うつもりかっ！」

　タユマの狙ねらいは、地震兵器を使ってシアルの里ごと穏健派に壊滅的なダメージを与えること。同時に地上との戦争になるので、穏健派は急進派に屈するほかなくなる。自然とマグズは解放される事になるだろう。

「すぐに追うぞっ！　一刻の猶予もない！」

「ああっ、みんな行くぞっ！」

　タユマ達が姿を消した直後、孝太郎達も処刑場から飛び出していく。一刻も早くティア達と合流して、タユマが地震兵器を使う前に叩かねばならなかった。







野望の果て　七月四日（日）







　ティアが率いる地上部隊と、地震兵器―――アースドラゴンを守る急進派の戦いは、一進一退の様相を呈ていしていた。

　地上部隊の兵力は、ティア、ルース、静しず香か、真ま希き、サンレンジャー、これに穏健派の戦せん闘とう部隊八十名を加えた、合計八十九名。これは相当な兵力なのだが、敵はその倍以上の兵力を揃えている。まず通常の兵士が百近く。他に機械兵や自動兵器、戦闘用車両などが合わせて百余り。それが機械兵と戦闘車両を前面に出して押し寄せてきている。非常に危険な状況だった。

　幸いだったのは、地上部隊に編成された面々が、多数の敵と戦うのが得意な者達ばかりだった事だろう。宇宙戦せん艦かんの武装を操あやつるティアとルースはもちろんの事、静香は半竜形態を取れば一人で多数の敵と戦える。真希は精神操作系の魔法で敵を撹乱するので、多くの敵がその実力を発揮出来なくなる。おかげで大きな戦力差がありながらも、戦いは互角に推移していた。

「ルースッ、アースドラゴンの位置は特定出来たかっ!?」

　ティアはルースに語り掛けながら、大口径のビーム砲で大型の戦車を狙う。この戦車は高度に自動化された無人兵器で、ティアのビーム砲のエネルギーを感知すると、素す早ばやく防ぼう御ぎよ用のバリアーを展開した。

『それが殿でん下か、アースドラゴンの放射するエネルギーが感知出来ないのです。兵器の大きさと規模からすると、感知出来ない筈はないのですが』

「猪口才ちよこざいなっ！」

　ティアはビーム砲を連射する。戦車のバリアーは最初の一いち撃げきには耐えたものの、続く二撃目三撃目には耐え切れなかった。流石さすがの陸戦最強兵器も、対宙戦闘用の高出力ビーム兵器で攻撃される事は想定されていない。戦車は綺麗に砲塔だけを吹き飛ばされ、その動きを止めた。

『恐らくこちらの探知の目を欺く為に、シールドが施してあるものと思われます』

「………こちらの手の内は分かっているか………おのれエゥレクシスめ………」

　一進一退の状況を打開する為、ティアは宇宙戦艦『青騎士』に宇宙空間から艦砲射しや撃げきをさせて、アースドラゴンを破壊しようと考えた。しかし宇宙からの艦砲射撃は酷ひどく目立つので、やるなら一度で破壊する必要がある。その為、事前にアースドラゴンの位置を確定させる必要があった。

　ルースが使っている小型の無人戦闘機には、周囲にあるものが放射しているエネルギーを分析する能力がある。その能力を使えば、アースドラゴンの規模からすると、建物の外からでも正確な位置を特定する事が出来る筈だった。

　しかし実際にルースが調べてみると、アースドラゴンを内側に納めていると思おぼしき基地からは、あらゆるエネルギーが感知出来なかった。通常の電子機器が吐はき出す些細な電磁波まで感知出来ないので、基地の外がい壁へきがエネルギー放射を遮さえぎる仕組みを持っている事が予想された。

　これはフォルトーゼの科学力で分析される事を前提とした設計だという事だが、エゥレクシスが絡からんでいる以上はあり得る結果だった。

『それと殿下、悪い知らせです』

　ティアの視界の端で、ルースが遠えん隔かく操作している数機の小型無人戦闘機が、味方の兵士達の代わりに敵の攻撃を受け止める。密集した戦闘機の群れが協力して作り出すバリアーは強固で、自動で攻撃する重マシンガンの銃じゆう弾だんを次々と弾はじき飛ばしていった。

「コータロー達に何かあったのかっ!?」

　ティアの表情が凍り付く。この時の彼女の心配事は、目の前の戦いではなく、手の届かない場所にいる孝こう太た郎ろう達に集中していた。

『そうではありません。地底の戦い自体はおやかたさま達の勝利で終わりました。しかし敵の幹部の一人が逃亡して、こちらへ向かっているそうです。わたくし達も以前戦った事がある、シジマ＝タユマという者だとか』

「あの酷く下劣な男か………」

　ティアはタユマの事を思い出して顔をしかめる。ティアに限らず、六畳間の少女達はタユマを快く思っていない。平気で民間人を攻撃するその心根が気に入らないのだ。特にティアはかつての自分もそうであった自覚があるので、自己の愚かしさを客観的に見せ付けられる気がして、非常に気分が悪かった。

「まずいな、敗戦に逆上したあやつが、ここへきてやる事など一つじゃ」

　そしてそれだけに、ティアにはタユマが何をするのかがよく分かっていた。地震兵器の無差別使用で、気に入らないものを片っ端から破壊する。かつてのティアなら、間ま違ちがいなくやる筈はずの攻撃だった。

　―――そうなのじゃ………わらわの侵しん略りやくは間違っていたのじゃ………しかし皆みなのおかげで、わらわは道を誤らずに済んだ………それを、あやつにさせる訳にはゆかぬ！

　タユマの望みは、ティアの過去の亡霊。彼女はそう感じていたから、何としてもタユマの野望を食い止めようと決意を新たにした。

『殿下、どうなさいますか？』

「もたもたしている余裕はない。強行突とつ破ぱする」

　ティアはそう言いながら、武器を連発式の麻ま痺ひ銃じゆうに持ち替えて、手近な場所にいた急進派の兵士達を銃撃する。その狙いは正確で、銃弾は彼らの胴どう体たいに吸い込まれていった。

　キンッ

　しかし銃弾は兵士達の個人用バリアーに阻まれる。だがティアはきちんとそこまで織り込み済みだった。

「ハァッ！」

　銃撃で足が止まった一団に、静香が突っ込んでいく。静香は火か竜りゆう帝ていの力で半竜半人の姿に変身しており、普ふ段だん以上に強い。薙なぎ払はらうように振り回された彼女の脚あしは、美しい軌道を描きながら次々と兵士達を跳ね飛ばす。彼女の攻撃の前では、霊子力のバリアーも無力だった。

「急いで貰もらうと助かるわ！　私は賛成！」

　次に倒すべき敵を探しながら、静香はティアの意見を支持する。静香の力には時間制限がある。彼女は誰よりも強いが、息切れも早いのだ。そして力を使い切ると、彼女は体重が増大する。それを避ける為にも、速攻が必要だった。

『私もそれがいいと思います。増援は続いているようですし、私の魔法にも限りがありますから』

　ティアの腕うで輪わから声が聞こえて来たのに前後して、ずっと前方に真希の姿が現れる。同時に真希が指揮する二十名の穏健派兵士も姿を現し、彼女と共に攻撃を始めた。その狙いは後方に控ひかえている急進派の部隊長とその周辺にいる兵達。魔法で姿を消して近付き、部隊長を攻撃する事で、敵を撹乱するのが狙いだった。

『突入して下さい！　殿しんがりは俺おれ達サンレンジャーが務めます！』

　サンレンジャーは銃撃で敵を牽制し、真希隊が後退してくる時間を稼かせぐ。これによりティアの周りには地上部隊全員が集結する事となった。

「よし、決まりじゃ！　ならばルース、あれを―――コンバットドレスを使うぞ！」

『コンバットドレスでございますか？　あれはまだテストが済んでおりませんが………』

「今使わずにいつ使うのじゃっ！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス。コンバットドレスを転送します』

　ルースが腕輪を操作すると、ティアの背後に大きな時空の穴が出現する。二人が言うコンバットドレスとは、ティアの新たな武器だった。その武器はティアの身体の半分ほどを覆う機械装置で、確かにどことなくドレスを思わせるデザインをしていた。そして純白と金をベースにしたカラーリングが、その印象を強めていた。

　コンバットドレスはティアの身体を覆うと、小さく唸り始める。同時にティアの腕輪がちかちかと光りだし、ドレスとの通信を開始した。

『レジェンダリィウェポンシステム・シリーズ０２〝コンバットドレス〟とエンゲージ。ドレスは当システムの制御下に入りました。皇女殿下、アクセサリーの選択を』

「アサルトレッド」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　コンバットドレスの表面に赤いラインが追加され、同時に幾いくつかの武装が時空の穴から出現する。そして新たに出現した武装は、ドレスのハードポイント―――武装を保持する為に用意された取り付け部位―――に接続された。これによりティアは赤と金で縁取られた機械式の白いドレスを身に着け、両りよう肩かたには大型の実弾砲、腰こしから大腿にかけてはミサイルランチャー、右みぎ腕うでには大口径のビームライフル、左腕には無反動パイルドライバーという物々しい姿に変わる。これがティアの新しい武器、コンバットドレスだった。

　このコンバットドレスは厳密には武器ではない。ドレス自体の能力は、背面の飛行ユニットでティアに飛行能力を与あたえる事と、武装を取り付ける為のハードポイントだけだ。武装は従来のものをそのまま使うので、厳密にはティアの攻撃力は変化していない。しかしこのドレスを身に着ける事で複数の武器を同時に使う事が出来、同時に高い機動性が得られるのだ。

　元々ティアは武器を呼び出して戦う関係で、武器がある場所から動きにくいという弱点があった。武器自体が自動的に動くものもあるが、その数は少なく、動く速度もまちまちで連れん携けいさせて戦うのが難しい。そこでティアが作ったのが、このドレスだった。ドレスに飛行能力を与え、そこに武装を固定する。そうすればティアは武装と共に自由に飛び回れる。また、使う武器にも制限が少なくなる。つまりこのドレスは、ティアという一人の少女を小型の戦闘機に変貌させる為の道具なのだった。

　オオオオォォォォッ

　重力制御とブースターの力で、ティアの身体が空中へ浮うかび上がる。同時に武装の砲門が開放され、安全装置が解除された。今のティアは、解き放たれた獣けもの。力とスピードを兼ね備えた百獣の王、金色の獅し子しだった。

「皆の者っ、わらわに続けっ！」

　そして言うが早いか、ティアは真正面から急進派の軍勢に突っ込んでいく。ドレスに刻まれた皇家の紋章と、彼女自身の紋章が遠くからでもよく目立っていた。

「大物はわらわに任せよっ！　雑ざ魚こには構うなっ！　全速前進っ!!」

「相変わらずせっかちねぇ、ティアちゃんは………」

「行きましょう、笠かさ置ぎさん」

「皆様にはご迷惑をおかけいたします」

　先行するティアを、静香、真希、ルースが追う。そしてその後に、サンレンジャーや穏健派の兵士達が続く。地上部隊の戦いは、ここが正念場だった。










　攻撃と防御は、同じ水準で行うならば、攻撃側が有利となる。その為、ティアが撃つ実弾砲は、バリアーごと戦車を吹ふき飛ばすのに十分な威い力りよくがあった。そこに人が乗っていれば大変な事になるだろうが、幸いな事に戦車は全て自動兵器。ティアは気兼ねなく砲撃を繰くり返していた。

「これで八つ目！」

　ドゴォォンッ

　ティアの砲撃により、また一つ戦車が吹き飛んでいく。戦いは一方的だった。戦車の砲では空中を自由に飛び回るティアに反撃する事が出来ない。これではティアのいい的だった。

「殿下、二時方向から銃撃が来ますっ！」

「おおっと」

　しかし油断は出来ない。兵士や機械兵は手持ちの火器で武装しているので、上空のティアを狙う事が出来る。とはいえ専門の対空兵器という訳ではないので、命中打は少なく威力も低い。また、適宜ルースの操る無人機が地上の兵士や機械兵を牽制していく。おかげでティアが傷付く事はなかった。

「どんどん行くぞっ！」

　ティアは次々と大型の兵器を破壊しながら前進していく。その姿はこの戦場において極端に目立っている。多くの急進派の兵達が、空中を高速で飛び回り次々と味方を撃破していくティアに目を奪うばわれていた。

「皆さんっ、ばらけないように気を付けて下さいっ！」

「ありがとう、地上の皆さん」

「地上も地底もありません！　今は急ぎましょう！」

「はいっ」

　そしてティアがこじ開けた道を穏健派の兵士達が駆け抜けていく。サンレンジャーはその最さい後こう尾びにつき、殿を務めていた。穏健派の兵士達とサンレンジャーは互いを守り合い、時には文字通りの意味で手を取り合って先を急いでいる。それは対侵略者専門部隊と、地上を侵略しようという地底人の姿にしては、奇き妙みような光景だった。しかし今は誰もそれを奇妙だとは思っていない。全員が一丸となってアースドラゴンを破壊しようと、ただそれだけを願っていた。

「ねえ、藍あい華かさん」

　静香は自らも走りながら、サンレンジャーと穏健派の兵士達の様子を眺ながめていた。そしてその口元に笑えみを浮かべる。静香は両者の様子を好ましいものと捉とらえていた。

「あの様子を見てるとさ、キリハさんの地上侵略はとっくの昔に成功してるんだなって、そんな気がしてこない？」

「確かに、そんな気がしますね………」

　地上と地底の人間が手を取り合い、一つの目標を目指している。どちらかがどちらかを支配するような事もない。両者は互いを尊重し合い、自然と協力していた。それはキリハが懸けん命めいに続けてきた侵略の結果。キリハが地上と地底、双方の誇りを守った事は、間違いではなかったのだ。

「だからこそ、この戦いは勝たなければいけませんね」

「その通りよ、藍華さん。正義は必ず勝つのよ！」

　奇しくも静香は、タユマと同じ正義という言葉を口にした。だがその中身には大きな違いがある。そして今は、その違いを守らねばならない。静香と真希はその思いを胸に走り続ける。基地の入り口はもう目の前だった。










　中にアースドラゴンを納めているので、問題の基地は全体的に強固な作りをしている。その正面ゲートもそうで、分厚い金属製の扉とびらが侵入しようとする者達の前に立ち塞がっていた。だが接合部分に何発もビームを受けた後に、無反動パイルドライバーの直撃を受ければ、いかに強固な扉でも耐えられるものではない。ティアの左腕に装備されているパイルドライバーから強制的に排出された水蒸気が空気に溶けて消えるよりも早く、扉は基地の内側に向かって倒れていった。

「ようやく辿たどり着いたか………」

　やはりティアは先頭に立って基地内へ侵入する。ここへ至るまで、ティアは一度も被弾していない。おかげでその身を覆うコンバットドレスは白いままだった。

「ルース、どうじゃ？」

「反応はあります。ですがやはりシールドされているようで、大まかに前方だというくらいしか分かりません」

　ルースの腕輪が投とう影えいする立体映像には、比ひ較かく的てき大きな範はん囲いで円が描かれている。それがアースドラゴンの予想位置なのだが、台風の予報円程度の信頼性しかなかった。

「とりあえず、前へ進めばいいんでしょう？　分かり易くていいわ」

「そうですね。私達らしいかもしれません」

　静香と真希は頷き合う。ここにいる六畳間の少女達は、ルースを除けば単純な考え方を好む者達だ。その彼かの女じよ達にとって、正面へ進めばいいというのは好ましい展開だった。

「デビル姫ひめさん、あまり悠ゆう長ちようにやっている余裕はないようですよ！」

「急いで、デビル姉ちゃん！」

　殿を務めるサンレンジャーは、基地内に入ってすぐの場所に陣取って、外の急進派勢力と戦い続けている。急進派勢力はティア達を追って殺さつ到とうして来ていた。

「よし、行くぞ皆の者！　ついて参れっ！」

「こういう時のティアさんは頼たのもしいですね」

「以前から妙な迫力だけはあったのよ。今はそれがいい方に働いてる感じね」

「殿下も成長なさっていますから」

　ティア達はすぐに移動を再開した。再びティアが先頭に立って、通路を走る。進めば進むほどアースドラゴンの位置が正確に分かるようになるので、じっとしていてもいい事は何もなかった。

『遂ついに基地の中までおいでになりましたね、ティアミリス殿下』

　そんな時だった。通路の各所に配置されているスピーカーから、エゥレクシスの声が聞こえてきた。ティアはその声を耳にしても足を止める事はなかったが、彼女の表情は厳しさを増した。

「何用じゃ、エゥレクシスッ！」

『客を迎むかえるのが館の主人の役割でしょう。まあ、スピーカー越ごしではいささか不作法ではありますが』

「戯たわ言ごとを！」

『とりあえず、多少のもてなしは用意しておきました。存分に楽しんでいただければと思います』

　エゥレクシスの声はやけに楽しそうだった。それはまるで本当に客を自宅へ招き入れたかのような雰ふん囲い気きだった。彼は本当にそのつもりなのかもしれないのだが、ティア達はそれに大きな反感を抱いた。

「そなたと遊んでいる暇ひまはない。我らは急いでおるのじゃ」

『だとしたら、あと八分以内にこちらへおいで下さい』

「忌いま々いましい奴じゃっ、すぐに殴りに行くから、そこで待っておれっ！」

　ティアは腹を立てていた。遊び半分のエゥレクシスの態度も気に喰わなければ、彼がタイムリミットを教える事も気に喰わない。その時に地震兵器が使用可能になるのだろうというのはティアにも分かる。しかしそれをティア達に伝える神経が分からない。助言してくれているとも思えないから、ティアは馬ば鹿かにされたと感じて怒おこっていた。

『お待ちしております』

　それっきりエゥレクシスの声が途切れる。それとほぼ同時に、強化された静香の感覚が接近してくる何者かの気配を感じ取った。

「ティアちゃん、何か来たみたいよ。あの角の向こうで、ワサワサしてる」

「金属反応とエネルギー反応が多数、防衛用の自動兵器だと思われます」

「多少のもてなしという奴か………」

　程ほどなくエゥレクシスの自動兵器が通路の角から姿を現す。それは土ど偶ぐうや埴はに輪わのような焼き物の装甲に包まれた、ロボット兵器の群れだった。地底の霊子力とフォルトーゼの科学をベースにしつつ、構造の一部に魔ま法ほうを使った豪華な作り。真に重要な場所を守る為ために用意された、特別製のロボットだった。

「………まずいわね………完全なロボットじゃ、私の得意な魔法は効き難にくいし………」

　ロボットの群れを見た真希が顔をしかめる。彼女の得意魔法は精神操作系。精神を持たないロボットには効き難い。つまり得意分野抜きで戦う事になるので、真希には難しい敵だった。だが、問題はそれだけではなかった。

「ふ、ふふ、ふふふふふふふっ」

　ルースの低い笑い声が通路に反響する。普段から大人しく真面目なルースなので、本来は笑い声も控え目で可愛らしい。だからこの妙な迫力のある笑い声には、誰もが戦慄を隠せなかった。

「見ぃ～～～つ～けたぁ～～～」

　ルースの両手にはいつの間にか二本の短い金属棒が握られていた。

　ブゥン

　そしてその棒から、ゆっくりと光り輝かがやく刀身が伸びていく。それはルースが肌身離さず持ち歩いている宝物。青騎士伝説に登場するルースの祖先、フレアラーンが使っていたとされる光の剣―――ビームソードだった。

「副団長？」

「いかん！　ルースっ、気をしっかり持てぇっ！」

「しっかりしていますよぉ、殿下。状況はよく分かっています。分かっていますとも」

「あーあ、私、しーらないっと」

「………おやかたさまのいらっしゃらない時で大変宜しゅうございました………」

　ブンッ、ブブンッ

　ルースは二本のビームソードを両手に一本ずつ構え、まるで竜巻のように振り回す。その竜巻に巻き込まれれば、何人たりとも生き残れない―――そんな鋭するどさを感じさせる太刀筋だった。

「………これだけ大きな個体ばかりの群れを見れば、おやかたさまが一目で心奪われるのは必定………」

　ぴたりと回転を止めたルースが、前方のロボット群を睨にらみ付ける。するとその瞳ひとみが剣呑な光を放つ。あるいはその瞳の輝きの方が、ソードの輝きよりも強く感じられる程だった。

「ならばおやかたさまの目に留まる前にぃぃっ!!　群れごと地獄へ落ちて貰いますよぉぉぉぉっ!!　ヘラクレスちゃああぁあぁぁぁぁぁんっ!!」

　ルースの身体から異様な闘気―――正確には執念というべきもの―――が放出される。闘気の矛ほこ先さきは、カブトムシの形をした自動兵器の群れ。そのあまりの迫力に、心を持たないロボットである筈のカブトムシ達たちも、対応に苦慮して一歩たじろいだ程だった。

「天てん誅ちゆうぅぅぅぅぅぅっ!!」

　ルースは二本のビームソードを手に突撃する。その動きは普段のルースとは異なり、肉食獣を思わせる、圧倒的なスピードだった。

「えぇいっ、仕方がないっ、皆の者っ、ルースを援えん護ごするのじゃっ！」

　ティアは慌あわてて援護射しや撃げきを始める。大切な幼馴染みの危機を放ってはおけなかった。

「………援護、要いらないかもしれないわよ」

　静香は苦く笑しようしていた。

　血筋のおかげで、元々ルースには剣の才能がある。また、日課の剣の訓練を欠かした事はなく、身体能力や技量は上がっていた。彼女が戦いに向かないのは、ひとえに温おん厚こうで平和的な性格が問題なのであって、他に理由はない。そんなルースだから、カブトムシを見て逆上し、性格上の問題がクリアされれば、剣の達人に変へん貌ぼうする。今の彼女は、剣の技量に限れば間違いなく孝太郎を上回っていた。

　それが分かるから、静香は笑う。しかし一人では万が一という事はあるし、逆上している状態では何が起こるかは分からない。だから静香もまた人間の限界を超こえた動きでルースの後を追っていった。

「副団長って、本当は剣でも強いんですね………」

　突っ込んでいった二人に強化と防御の魔法をかけながら、真希は感心する。

　真希はルースの事を優すぐれた上司として尊敬していたが、それはあくまで情報収集や分ぶん析せきの技量に対しての尊敬だった。しかしルースは今、両手の剣を竜巻のように振ふり回し、ロボットの群れを相手に大立ち回りを演じている。それを見た真希は、自らの上司に対する評価を大きく改めた。文武両道、正騎士の名家出身というのは伊達ではない、と。

「………相手がカブトムシの時だけじゃがの」

　真希とは反対に、ティアは呆れていた。普段は温厚なルースも、怒れば怖こわいのは幼馴染みのティアが一番よく知っている。しかしカブトムシに関しては、いささか度が過ぎているように思えるのだ。それだけルースが孝太郎を愛しているという事なのだが、愛情の表現にしては余りに過激すぎる。日ひ頃ごろは過激なティアだが、愛情の表現方法に関しては古風な世界観を持っているのだった。
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「性懲りもなくぅっ、まぁだ出てくるかぁぁぁぁぁっ!!」

　ティア達や穏健派の兵士達の援護を受けながら、ルースは次々とカブトムシ型のロボットを破は壊かいしていく。ビームソードによる情け容赦のない連撃の前に、ロボット達は何も出来ないうちにバラバラに解体されてしまう。ルースが通った後に残るのは、ロボット達の残骸だけ。まるで本物の台風のように、ルースはロボット達を薙ぎ倒たおしていった。

「………あ、あらっ？　わたくしはどうしてビームソードなどを………？」

　通路を塞ぐようにして出現したカブトムシ型ロボットは、実に三十六体に及およぶ。しかしルースがその全てを破壊し尽つくすのに要した時間は、僅わずかに三分間だった。










　予想外のルースの活かつ躍やくもあり、ティア達はタイムリミットよりも早くアースドラゴンの近くまで辿り着いていた。

「殿下、間違いありません。このドアの向こうに、アースドラゴンがあります」

「そうか。皆の者、ここまでよく頑がん張ばった！　あと一息じゃ！」

　エネルギー反応の分析結果から、目の前のドアを抜ければそこにアースドラゴンが存在している筈だった。それを破壊すれば、ティア達の長い一日も終わる。決着は目前まで迫せまっていた。

「辛つらいのは分かる。じゃが、もうひと頑張りじゃ！　アースドラゴンを破壊し、揚々と凱旋するぞ！　よいなっ、皆の者っ!!」

　ドコォンッ

　ティアは仲間達の返事を待たず、大砲と杭くい打うち機きを使って扉を破壊する。仲間達の士気は高く、返事など聞くまでもなかったから。彼らの身体には多くの傷が刻まれ、服は泥や油で汚れていたが、戦いの終わりが迫っているという事が、彼らの気分を高揚させていた。彼らは強い使命感を胸に、扉をくぐって部屋の中へ飛び込んでいった。

「ようこそ、ティアミリス殿下。それに他の皆さんも」

　そんな一行をエゥレクシスの明るい声が出で迎むかえた。エゥレクシスは大きな部屋の中央に作られた、まるでビルのような巨きよ大だいな装置の前に立っていた。その巨大な装置こそが、ティア達が破壊せんと狙っている地震兵器―――アースドラゴンに違ちがいなかった。

「エゥレクシス！」

「………よく言う。歓かん迎げいなどしておらぬ癖くせに」

　エゥレクシスの顔を見た瞬しゆん間かん、ルースとティアの表情が厳しくなる。ルースにとって、エゥレクシスは政敵に加担した見合い相手。ティアにとっては、自身や孝太郎、仲間達の命を狙う許し難い敵。自然と彼に対する拒きよ絶ぜつの感情が表に出てきていた。

「これは手厳しい」

　エゥレクシスは余裕の笑顔を崩くずさない。しかしこれは、ティア達に勝つ算段があるからではない。彼は本当にティア達の到来を歓迎していたのだった。

　―――無差別破壊など、何も生み出しはしない。本当によくおいで下さった、ティアミリス殿下、ルースカニア様………。

　エゥレクシスの美意識からすると、アースドラゴンを使った地上と地底の無差別破壊は望むところではなかった。再生には破壊がつきものではあるが、完全に何もなくなったところから再生するのは効率的ではないからだ。何も生み出さない、感情を満たす為だけの破壊は、エゥレクシスにとって唾棄すべきもの。しかし契約して技術を提供した以上、急進派がやるというならやらねばならない。ティア達はそんな彼の前に現れた。エゥレクシスがティア達を歓迎しているのは、それが理由だった。

「エゥレクシスと言ったわね！　真ま耶や様は何処どこっ!?」

　そしてティアやルースとは違う感情を抱かかえていたのが真希だった。この場所へ来れば、師し匠しようの真耶と会えるかもしれない。使命を果たす以外にも、そういう個人的な感情が真希の背中を押していた。だから真希は誰だれよりも厳しい声をエゥレクシスに叩たたき付けた。

「君が真希か………真耶が言う通り、真面目で気が強い子のようだ」

「言葉遊びがしたい訳じゃないわ！　真耶様はどこ!?　ここにいるんでしょう!?」

「彼女は―――」

　エゥレクシスは素す直なおに真耶の事を伝えようとする。ここへ来たら教えるという約束だったから。しかし実際にそうする前に、エゥレクシスの声は新たな人間の声で遮られた。

「ここよ、真希」

　新たに部屋に姿を現したのは、問題の真耶だった。しばらく前から地底にいた真耶だったが、このタイミングでここへ戻もどって来たのだ。

「真耶様っ!?」

　その姿を目にした途と端たん、真希は大きく目を見張る。真耶は真希の命の恩人で、しかも魔法を教えた師匠。そして先代のダークネイビーでもある。今は敵味方に分かれているが、真希にとって決して無視出来ない特別な存在だった。

「真希、相変わらずせっかちね………いずれ戦う場は用意すると言ったのに」

　真耶の方にも、少なからずそういう気持ちはある。運命はこの師匠と弟で子しを敵味方に分けたが、真耶はそれまでの関係を否定するつもりはなかった。大地の民たみの急進派は、地底で積み重ねられた歴史を否定し、敵味方に分かれた穏おん健けん派はを憎悪している。真耶と真希の関係は、それとは一線を画すものだった。

「真耶様は、地上と地底を破壊するつもりなのですかっ!?」

「私は別にそうするつもりはないんだけど………協力者はそのつもりのようだから、やる事になるでしょうね」

「そうだとも！」

　この場所には、もう一人の人間の姿があった。シジマ＝タユマ。真耶と一いつ緒しよに地底から脱出してきた、急進派の重臣だった。

「地上と地底は破壊され、その瓦礫の中から新しい歴史が始まるっ！　我ら大地の民が故郷を取り戻し、人類全体を次のステップへと導く、輝かしい歴史がなっ!!」

　タユマはあくまでアースドラゴンを使うつもりだった。地上と地底を広範囲に破壊する事で、大地の民全体を否応なしに戦争へ巻き込む。そうすれば大地の民同士で争う意味はなくなり、マグズを取り戻せる。そして取り戻したマグズが中心となり、新たな秩序を打ち立てる。優れた者による正しき支配と、劣った者の無垢なる従順。大地の民には、輝かしい未来が待っている筈だった。

　その未来の実現は正義。そして正義の為なら、あらゆる手段が許される。アースドラゴンによって生じる犠ぎ牲せいなど、大義の前には些細な問題だった。

「そんな事はさせないぞっ、邪悪な侵略者めっ！　地上と地底の未来の為に、俺達サンレンジャーがお前を止める！」

　ザッ

　レッドシャインの堂々とした言葉と共に、サンレンジャーの五人が身構える。その姿にはかつてのような不安はない。紛まぎれもないヒーローの姿がそこにあった。

「太陽の輝きはっ、俺達の未来を照らす！」

「フハハハハハッ、輝く未来が欲ほしいなら黙だまって見ていろっ！　もっとも、どちらにしろもう手て遅おくれだがなぁっ！　アースドラゴンはもう作動する！　お前達は間に合わなかったのだっ！」

　タユマは大たい笑しようしながら勝ち誇ほこった。先さき程ほどエゥレクシスが口にしたタイムリミットは、もうすぐ訪れる。その時にエネルギーのチャージが終わり、アースドラゴンが作動する。それでこの戦いは終わる。地上と地底に大きな犠牲を払って。

『お待たせいたしましたわ、ティアミリスさん』

「待ちかねたぞ。こちらへ回せ！」

『もうやっていましてよ』

　しかしティアはまだ諦めていなかった。クランと通信して、何らかのやり取りを続けていた。

「何をする気だ小こ娘むすめ!?　今更攻こう撃げきしたところで、アースドラゴンが作動する前に破壊する事は出来んぞっ!?」

　もはや多少の攻撃をしたところで、アースドラゴンは止められない。この場にいるティア達が一丸となって攻撃しても、間に合わない筈だった。タユマは自分と急進派の勝利を確信し、諦めずにいるティアを嘲笑った。

「いいや、我らの勝ちじゃ」

「なんだとっ!?　今更負け犬が吠えて何の意味がある!?」

「殿下、火器管制システムへの座標入力が完かん了りよう」

「愚か者めっ、見えているものだけが我らの力と思うてかっ！」

　ティアは笑う。彼女が敵にだけ向ける、肉食獣に似た凶暴な笑え顔がおで。それは負け犬などではなく、百獣の王たる獅子の笑顔だった。

「『青騎士』っ、入力座標へ向けて対地砲撃！　主砲を撃うち込んでやれぇっ!!」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　地球の人間も馬鹿ではないから『青騎士』が何度も砲撃すれば気付かれてしまう。だからこの戦いで『青騎士』が地上を砲撃するチャンスは一度きり。しかもその一度で、アースドラゴンを確実に破壊しなければならない。その為にはティア達はアースドラゴンに近付く必要があった。そしてそこで得たデータと設計図を元に、クランが砲撃ポイントを算出。そして今、宇宙空間を漂う鋼鉄の騎士が、地の底でうごめく竜りゆうへ向けて剣けんを振り下ろした。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ

　それは音というよりも衝撃波と振動だった。『青騎士』が発射した主砲は、巨大なビーム砲だ。発射されたビームは真上からやって来て、地殻と基地の天てん井じようごと、アースドラゴンを貫いた。ビームは音速を遥はるかに上回るから、超音速で空気を引き裂き衝撃波を生み出した。また着ちやく弾だんの衝撃で、激しく大地が揺ゆれる。それはまるで地じ震しんが起こったかのような有り様だった。

「なっ、何なのだっ、これはっ!?」

　衝撃波と振動に揺られながら、タユマは愕然となっていた。タユマは自分の目に映っているものが信じられない。巨大な光の柱が、天井ごとアースドラゴンを刺さし貫いている。光の柱が現れたのはほんの僅かな時間の出来事だったが、それが引き起こした結果は僅かではなかった。光の柱が貫いた穴からは黒煙が吹き出しており、内部が大きく破壊されている事は一目で分かる。実際、制御用のコンピューターは機能停止を叫び続けていた。

「一体何が起こったというのだっ!?　これは本当に現実なのかっ!?」

　タユマは一歩二歩と後退り、そのまま尻餅をつく。タユマにとって、にわかには現実とは思えない光景だった。しかもそれを現実と認める事は、タユマが―――急進派が敗北した事を認める事でもある。彼には受け入れられる筈もなかった。

「爆ばく発はつ、延焼、共になし。クラン殿でん下かのシミュレーション通りの結果です」

「うむ、見事じゃ。助かったぞ、クラン」

『わたくしが言うのも何ですけれど………自国民を平気で攻撃できるような人間は許せませんわ。幾らでもお助け致いたしましてよ』

　今の『青騎士』による砲撃は、クランによって綿密に計算されたものだった。

　アースドラゴンは大地震を引き起こす為の兵器なので、溜め込んでいるエネルギーは途と方ほうもない量に及ぶ。砲撃をする際には、それを爆発させてしまわないように気を付ける必要があった。

　先日侵しん入にゆうした工場で手に入れた設計図をクランが分析した結果、どこを撃ち抜けば爆発させずに機能を停止させられるかは判明していた。そしてティアとルースによってアースドラゴンの位置と向きが確定したので、クランは砲撃に必要なデータを作って『青騎士』に届けた。クランの計算は正確で、撃ち込まれたビームはアースドラゴンの機能を停止させつつ、二次的な被ひ害がいを引き起こさなかった。鮮やかな砲撃と言えるだろう。

「どうなの、エゥレクシス」

「駄目だね。魔ま力りよくと霊子力を変換するコンバーターだけを綺き麗れいに撃ち抜かれてる。これじゃあエネルギー不足でまともに動かない。やってもそうだね………震度二ぐらいかな」

　制御用のコンピューターを弄いじっていたエゥレクシスが降参とばかりに肩かたを竦すくめる。『青騎士』の砲撃が撃ち抜いたのは、エネルギー源となる魔力を霊力に変換するアースドラゴンの心臓部と言うべき装置。エゥレクシスの見立てでは修理に最速でも二週間はかかる。アースドラゴンは完全に使用不能の状態だった。

「ふっ、ふざけるなぁっ、認めんっ、こんな結果は認めないぞっ！」

「おおっと」

　エゥレクシスを押し退けるようにして、タユマがコンピューターを弄り始める。エゥレクシスはタユマの為に場所を空けると、真耶の方にもう一度肩を竦めて見せた。すると真耶は小さく苦笑して首を傾かしげる。現実を認められないタユマは、アースドラゴンを動かそうと必死だった。だがエゥレクシスと真耶には、それが徒労で終わる事が分かっていた。そして結果は、二人の予想通りだった。

「くそぉっ、どうしてだっ、どうして上う手まくいかないっ!!」

　バンッ

　タユマの拳こぶしが、操作用のパネルに叩き付けられる。その表面が割れて操作不能になったが、どの道アースドラゴンは動かないので問題はなかった。

「どうして何もかもが奴やつらの味方なのだっ!?　正しいのは俺達の筈はずなのにっ!!　虐げられて来た者が、自らの権利を取り戻そうとしているだけではないかっ!!」

　ようやくアースドラゴンが破壊されたという現実を受け入れたタユマだったが、感情はなおも荒れ狂っていた。タユマには自分達が負けたのだという現実を、受け入れる事が出来なかった。

「降こう伏ふくせよ、タユマ！」

「降伏などないっ！　我らは誇り高き大地の民だっ！」

　ティアの降伏勧かん告こくに対し、タユマはきっぱりと首を横に振った。屈くつ辱じよくに身を任せるぐらいなら、自ら死を選ぶ。何もかもが全て逆のタユマとキリハだが、その誇りの高さだけは同じだった。

「エゥレクシスッ、真耶っ、どうにかならないのかっ!?　俺おれ達たち急進派は、ここまでなのかっ!?　地底に繋つながれ、何も出来ないまま、消えていくしかないのかっ!?」

　ここから栄光の日々が始まる筈だった。大地の民は太陽の光のもとへ帰り、全能の指導者マグズのもとに、永遠の繁はん栄えいを享受する筈だった。そしてそれは全人類に対する恵みとなり、人類を一段高いステージへと引き上げる筈だった。

　その未来が閉ざされようとしている。このままでは再び暗い闇の中に引きこもるか、または地上の人間と同化して消えていくしかない。どちらもタユマにとっては破は滅めつでしかないから、それらの結末を避さけるべくあがき続けるしかなかった。

「………一つだけ、ない事はないけれど」

「真耶？」

　アースドラゴンの代案を口にした真耶に、エゥレクシスは怪訝そうな視線を向ける。エゥレクシスはそんな話は聞かされていなかったのだ。

「それだ！　それを頼む！」

　それとは反対に、タユマは喜びの表情を浮かべた。今はどんな希望にも縋りたい心境だった。たとえそれが、どんな結末をもたらそうとも、このまま穏健派に敗れ去るよりはずっとマシな筈だった。

「ただし、身の安全は保障しないわ。それであなたは勝てるのかもしれないけれど、あなた自身も無事では済まない筈よ」

「構わんっ！　どうせこのままでは死んだも同じっ！　大地の民の栄光の為なら、この命喜んでくれてやろうっ！」

「その覚かく悟ごがあるなら、やってみるわ」

　真耶は右みぎ腕うでを頭上に持ち上げる。すると右腕の中に組み込まれた小型の魔法の杖つえから、彼女の魔力が溢れ出していく。そして溢れ出した魔力を呼び水にして、大量の魔力が彼女の右腕の先に集まっていく。その魔力はアースドラゴンが地震を起こす為に使う筈だったもの。天地を揺るがすほどの魔力がそこに集まって来ていた。

「いけないっ！　真耶様を止めなくてはっ！」

　その膨大な魔力の恐おそろしさは、魔法使いである真希が一番よく知っていた。ただ爆発させるだけでも恐ろしい事が起こるのは明らか。だから真希は自身の杖を大剣に変じさせると、真耶に向かって突っ込んでいった。身体を強化する魔法を使っているので、真希の動きは弾丸のように速く、真耶との距きよ離りは一いつ瞬しゆんで詰まる。そして真希の赤く輝く大剣が、唸りを上げて真耶に襲おそい掛かかった。

「真耶っ！」

　だが大剣が真耶に触ふれる直前、エゥレクシスが真耶を庇うように立ち塞がった。エゥレクシスは身に着けていたバリアー発生装置を使って、真耶を守ろうとしたのだ。

　ビキィィィッ、ボンッ

　真希の大剣とエゥレクシスのバリアーが接せつ触しよくする。すると真希の一いち撃げきに耐えかね、エゥレクシスのバリアーが崩ほう壊かいした。ダメージの許容量をオーバーして、発生装置が壊れてしまったのだ。装甲服に付いているような大出力のバリアーではないので、真希の一撃を耐たえるのは不可能だった。

「どきなさいっ！」

「うおぉっ!?」

　真希はエゥレクシスを突き飛ばすようにすると、改めて真耶へ斬りかかる。

「パーマネントメタモルフォーゼ・モディファー・オーバードライブ」

　だが真希の斬撃よりも、真耶の魔法が発動する方が僅かに早い。真耶が操あやつる魔力は全てタユマに注ぎ込まれていった。

「きゃあっ!?」

　発動した魔法の余波で、真希は弾き飛ばされる。真耶が操った魔力は、それほどまでに膨大なものだった。そしてその魔力の中心にいるタユマは、何が起こっているのかが分からずに戸と惑まどっていた。

「かっ、身体が熱いっ!!　真耶っ、これは一体何だっ!?」

　タユマはオレンジ色の光に包まれながら、不安そうに周囲を見回している。彼には魔法の知識がないので、未知の現象に幾いくらか恐きよう怖ふしていた。

「タユマ、あなたの身体が別のものに変化しようとしているのよ。あなたの求めるものを思い描きなさい。魔法はそれに応こたえるわ」

「そういう事か！　フハハハハハッ、分かるっ、分かるぞっ！　俺おれの中に莫大な力が存在している事がっ！」

　タユマが状じよう況きようを理解し、受け入れた事で、魔力が彼の身体に流入し始める。彼の身体は周囲の魔力を取り込む事でオレンジ色に輝き始める。そして周囲の魔力を全て取り込み終えると、その輝きは最高潮となり、直視出来ない程に輝き始めた。

「勝てるっ、これなら勝てるぞぉっ!!　俺は究極の力を得たっ!!　神に選ばれし至高の存在になったんだぁっ!!」

　タユマが求めるものは、不老不死と究極の知性。そして他者を強ごう引いんに従わせる為の、破壊的な戦せん闘とう能力。それは独裁者の歪んだ夢、永遠の支配を実現する為に必要な、三つの要素だった。

　タユマの身体は彼の願望に従って、大きく強くなっていく。オレンジ色の魔力が彼の身体を作り替え、巨大化させているのだ。その過程で身体を包んでいた甲かつ冑ちゆうはバラバラに砕け散ってしまった。しかし今の彼には甲冑など必要ない。それを大きく上回るだけの力をその身に備えつつあった。

「真耶、君は彼に何をしたんだい？」

「アースドラゴンが溜め込んでいた魔力を、彼が自由に使えるようにしてあげたのよ。それ以上でもそれ以下でもない。何かしているのは彼自身。あの姿は彼が望んだものよ」

　エゥレクシスと真耶は、姿を変えていくタユマを一緒に見つめていた。二人が言葉を交かわす間にも、タユマの身体は大きく膨れ上がっていく。その大きさは既すでに十メートルを超えようとしていた。タユマの力への渇望は、留まる事を知らなかった。

「そういう事か。だが真耶………どうしてもう一度手を貸す気になったんだ？　彼のやり口は、君も好みではなかったろう？」

「今もそうよ。ただ、こうして彼自身がリスクを負うなら、それほど悪くもないわ。それになんだかんだで付き合いも長いしね」

「最後の餞別といったところかい？」

「あら、そんなに気の利いた女に見えるかしら？」

「ああ。私は君のそういう妙みように義理堅いところも気に入っている」

　二人はそこでタユマに背を向けた。この場をタユマに任せ、二人は脱だつ出しゆつするつもりだった。既に協力者として十分な義理は果たした。あとはタユマ自身の問題だし、二人にも目的がある。ここが引き際だった。

「本気かしらね。あなたのそういうところに騙だまされた女は多そうだわ―――って、あれはっ!?」

　だがこの場を去ろうと数歩歩いたところで、真耶は背後から異様な気配を感じて慌てて振り返った。すると真耶の目が驚きに大きく見開かれる。真耶の目に飛び込んできたのはタユマの姿。しかしその姿は真耶の予想を大きく超えていた。

「どうした!?」

　真耶の様子を察して、エゥレクシスも背後を振り返る。するとエゥレクシスにもタユマの姿が見えた。タユマの身体を覆っている光は、いつの間にかオレンジから漆黒へ変わっていた。黒い光というのは表現として誤っている。しかしエゥレクシスにはそういう風にしか見えなかった。そしてその黒い光の中で、巨大化したタユマが人間の姿から別の姿へと変わろうとしていた。それはどうやら、四本足で歩く獣けもののようだった。

「何をしたのかは分からないけど、タユマは高次元の力を呼び寄せているの！」

「高次元の力？」

「どこかの神か悪あく魔まの力だと思う！　あるいは自分がそうなろうとしているのかもしれない！　いずれにせよ危険だわ、すぐにここから離はなれるわよっ、エゥル！」

「分かった、急ごう！」

　真耶とエゥレクシスは再びタユマに背を向ける。タユマが何になろうとしているのかは分からない。しかしこの場に留まる事が、決してプラスにならない事だけは、誰の目にも明らかだった。










　タユマの異常を察したのは、真耶だけではなかった。ティアはタユマの大きさが十メートルを超えたところで、仲間達に後退を命じた。アースドラゴンが設置された部屋は大きかったが、十メートルを超える巨人から逃げ回るには狭すぎる。そしてタユマの身体が黒い光を放ち始めた時点で、ティアは迷わず撤退を命じた。得体の知れない相手で、しかも十メートルを超える巨体。戦うにしろ、もっと広い場所が必要―――ティアの決断は早かった。

「あっ、藍華さんっ、あのタユマって人っ、どうなっちゃったのっ!?」

　半竜状態の静香には、タユマが異常な状態である事はすぐに分かった。そして分かるだけに、その混乱は小さくなかった。

「真耶様がアースドラゴンに蓄たくわえられていた魔力を使って、変身の魔法をかけたみたいなんだけど………途と中ちゆうから何か、別の力が作用し始めて………予想外の化け物に変わっていったみたい、です」

　真希も戸惑っていた。魔力自体は膨大であったものの、真耶が使ったのはあくまで通常の変身魔法だった。発動した魔力もきちんと変性系のオレンジ。しかし何な故ぜか魔力は途中から真っ黒に変化した。通常の魔法では有り得ない出来事だった。だが真希には、その有り得ない出来事に覚えがあった。

　―――あの黒い魔力………私が一〇六号室の力を奪った時と似ているけど………もしかして同じものなの………？

　真希にはタユマが纏っている黒い力に見覚えがあった。昨年、最初に一〇六号室を攻撃した時に、部屋に溜まっていた魔力を一部コントロールした。その時の魔力の色が黒だったのだ。

　―――どうしてあれがここに………ううん、同じものと考えるのは早計ね………でも膨大な魔力と歪んだ欲望が、似た種類の力を招き寄せたのは事実………もしかしたら、私も化け物になっていたのかしら………？

　あの時の真希は、小規模ながら黒い魔力を振るっていた。しかも強い怒いかりや憎しみに駆かられて。もしあの時、真希が他人にではなく、自分自身に向かって黒い魔力を使えば、タユマと同じように化け物に変じていたのかもしれない。それを思うと、真希は寒気が止まらなかった。

「どうしたのじゃ、マキ。遅おくれておるぞ？」

「ティアミリスさん………」

　考え事に気を取られて走るスピードが落ちていた真希。それに気付いたティアは、真希の手を掴つかんで一緒に走り始める。そんなティアの手のぬくもりを感じて、真希は安あん堵どの息を吐き出した。

　―――今の私は大だい丈じよう夫ぶ………あんなものには呑まれたりしない！

　かつて真希が黒い魔力を振るった時、ティアは『青騎士』の砲撃で応じた。しかし今、真希が黒い魔力を見て不安に駆られていると、ティアは心配して手を握にぎってくれた。憎しみには憎しみが、友情には友情が返ってくる。それが分かるから、真希はもう恐れない。ティアの手を握り返し、走るスピードを上げた。










　ティア達が基地の外へ出るまでに、何度か急進派の部隊と遭そう遇ぐうした。しかし彼らもマグズが敗れ、アースドラゴンが破壊され、基地内に正体不明の化け物が姿を現した事を知っていた。また指揮系統も滅茶苦茶で、何をすればいいのかが分からない。そこで急進派の兵達はティア達とは一定の距離を取り、基地の外へ脱出を始めた。彼らは状況が分からないままティア達と戦うリスクを避けた。急進派にも家族がいる。彼らも無意味に死にたい訳ではないのだ。もちろんティア達も一刻も早く逃げ出したいので、攻撃してこない急進派を攻撃する事はなかった。

「ふぅ………ようやく外へ出られたわね」

「あっ!?」

「ケンイチ、何処へ行く!?　あの化け物が来るぞ!?」

　基地の外へ出たところで、レッドシャインが一行から離れていく。ブルーシャインが慌てて呼び止めるが、彼は戻らなかった。

「怪け我が人にんがいるんだ！　手を貸してくれっ！」

　レッドシャインが一行を離れたのは、怪我をして動けないでいる人達を見付けた為ためだった。この状況で放っておくのは危険だったので、助けに向かったのだ。

「でもケンイチ兄ちゃん、あれは急進派の兵士だよ？」

「それがどうしたっ!?」

　残る四人のサンレンジャーは怪我人が急進派の兵士達だったので、ほんの一瞬だけ迷った。しかしレッドの一いつ喝かつですぐに彼のもとへ向かう。するとそんな彼らに、数人の穏健派の兵士達が続いた。

「サンレンジャーの皆みなさん、私達も手伝います！」

「助かりますっ！」

　サンレンジャーと穏健派の兵士達は怪我人達のもとへ駆け付けると、協力して運んでいく。怪我人はそれほど多くはなかったので、彼らだけで特に問題はなかった。この時一番活躍していたのがイエローシャイン。両りよう肩かたに一人ずつ怪我人を担いでいた。すると穏健派の兵士の一人が、イエローシャインを見上げながら、感心した様子で話しかけた。

「………サンレンジャーの皆さんは、不思議な方達ですね」

「なにがだい？」

「我々穏健派はともかく、急進派にまで救いの手を伸のばすとは………」

「あはは、それはケンイチ君の影えい響きようだよ」

「レッドさんの？」

「ケンイチ君はね、子供達たちが泣くような事をすると、鬼のように怒おこるんだ」

「子供達………あなた達は本当に、正義のヒーローなんですね」

「そうなりたいって、いつも思ってるよ。さあ、行こう！　遅れないようにさ！」

「はいっ！」

　怪我人を連れた彼らは、再び走り始める。怪我人を担いだ事でその足は遅おそくなっている筈なのだが、不思議と彼らの足取りは軽かった。










　基地の外は明るい。そこはまだ大空洞の中なのだが、太陽の代わりをする大型の照明が設置されているので、むしろ基地の中よりもずっと明るかった。その強い光に照らされて走り続けていたティア達だが、大空洞の出口まで残り半分の距離まで来たところで、一いつ旦たん足を止めた。

「マキ、どんな感じじゃ？」

「そろそろ出て来る筈です。魔力はなおも増大中」

「問題は出て来た時の大きさじゃが………」

　ティア達が足を止めていたのは、この場所でタユマを迎げい撃げきする為だった。このまま地上へ逃げ出せば、タユマはその後を追って地上へ出て来る。その場合、地上に大きな被害が出る事は明らか。ティア達はここでタユマを倒す必要があった。

「音響センサーに反応！　殿下、来ます！」

　ドゴォォォォ………

　次の瞬間、轟音と共に基地の前半分が倒壊した。これによりアースドラゴンの本体が、ティア達がいる場所からも見えるようになる。そして崩れた基地の残骸の中から、何かがゆっくりと立ち上がっていく。

「何という事じゃ………」

「なんなのあれっ!?　どう見ても五十メートル以上あるわよっ!?」

　ティアは絶句し、静香は悲鳴を上げる。それもその筈で、立ち上がったその何かは余りに大き過ぎた。真後ろにあるアースドラゴンを覆い隠すほどの大きさなので、静香が言うように五十メートルを超えているのは明らかだった。

「観測結果によれば体高五十五メートル。体重は三千トン程度のようですが、重力場に干渉があって正確な数字が分かりません」

　かつてタユマであったものは、黒い犬の姿をしていた。鋭い牙きばと爪つめを持ち、筋肉質の引き締まった身体を持つ、猟犬のようなシルエット。それだけでも驚きだが、その大きさも尋常ではなかった。黒い犬は生物の限界サイズを遥かに上回り、映画の中に登場する怪獣と同じような大きさをしていた。静香がその身に宿す火竜帝アルゥナイアもかなりの大きさだが、その倍以上の大きさだった。

「………怪獣並みの犬とはな………マグズへの忠義だけは本物であったか………」

　真希の話では、タユマが望む姿に変身を遂とげたという。だとしたらタユマが犬の姿を選んだのは、その忠誠心の現れなのかもしれない。タユマは選民思想と独裁政治に染まった歪んだ魂たましいの持ち主だが、マグズへの忠誠だけは本物であったのだろう―――ティアはそんな風に考えていた。

「だがその忠義、果たさせてやる訳にはいかん！　『青騎士』っ、先程の指定座標から南へ十五メートルの位置へ対地砲撃っ！」

　ティアは自身の宇宙戦せん艦かんに、黒い犬への砲撃を命じた。黒い犬の強さが尋常ではないのはその巨体を見れば分かる。ならば動き出す前に、砲撃で倒たおしてしまうつもりだった。

「お待ち下さい殿下っ！　何度も砲撃しては『青騎士』の存在が地球の人々に―――」

「それどころではないのだルースッ！　わらわを信じよっ！」

　しかしこれは大きな賭けでもあった。度重なる砲撃は、地球の人間の注意を引く事になる。その事はティアも重々承知していた。しかし彼かの女じよはそのリスクを覚悟の上で、砲撃する必要があると考えていたのだ。

「撃てぇっ！　『青騎士』っ！」

『仰おおせのままにマイプリンセス』

　ティアはルースの反対を押し切って、砲撃を強行した。ルースの方もそれ以上止めようとはしない。きちんと考えた上での行動であると、分かっていたから。

　オオオオオオォォォォォォッ

　大気を震ふるわせながら、二度目の砲撃がやってくる。ビームは先程の穴の近くにもう一つの穴を穿ち、黒い犬の頭上から降り注いだ。

「ガアアァァァァァァッ!!」

　だが黒い犬もただではやられない。黒い犬が一声吠えると、その頭上に黒いエネルギーの円盤が現れた。それは黒い魔力を集めて作り出した盾たて。そして盾は頭上からやってきたビームの前に立ちはだかった。

　キィンッ

　そこで思いがけない事が起こった。黒い盾はまるで光を跳ね返す鏡のように、飛んで来たビームを跳ね返した。

「跳ね返したっ!?」

「殿下っ、ビームの向かった先に『青騎士』がっ！」

「馬ば鹿かなっ!?」

　ビームは飛んで来たルートをそのまま戻って『青騎士』に命中した。

「『青騎士』はオートで歪わい曲きよく場ばを緊きん急きゆう展開、損傷はありません」

『ティアミリスさん、あの犬は空間を捻じ曲げてビームの向きを変えたようですわ』

「………やれやれ………とんでもない事をしよるのう………」

　ティアはクランの説明を聞いて苦く笑しようする。直接の被害はなかったが、『青騎士』の主砲が効かなかった以上、通常の攻撃が通用するとは思えない。それはティアの力では黒い犬は倒せない事を意味するのだ。

『フハハハハハッ、効かんっ、効かんぞっ！　俺は最強だっ！　無敵の身体を手に入れ、選ばれし存在になったんだぁっ!!』

　アースドラゴンを一撃で沈黙させた攻撃にさえ、タユマの新しい身体は耐えて見せた。その期待以上の力にタユマは興奮を隠かくし切れず、思わず喜びの声を上げた。

『貴様らを踏み潰してっ、俺は新たな世界を創る！　無力な地上人には、俺を止める事は出来ないぞっ!!』

　その声は喉から出たものではない。犬の身体になった事で、その喉は人語を話す事に適さなくなってしまっていた。彼の声は魔ま法ほうの力を介かいして周囲へ広がったものだった。

「………愚か者め。たとえどれだけ大きな力があろうと、そんな姿になった者に誰だれが従うというのだ………」

　ティアはそんな黒い犬―――タユマに憐みの眼まな差ざしを注ぐ。過去の歴史を見ると、恐怖で築いた支配が長続きした事はなかった。今のタユマの姿は、どう考えても恐怖の象しよう徴ちようにしかならない。だから仮にタユマが地上を支配しようとも、それが長続きする事はないだろう。それは地球とフォルトーゼ、双そう方ほうの歴史が証明していた。

「………汝なんじは強大な力を得た事で、自ら支配の芽を摘んだのだ………」

　タユマにはもはや勝利はない。ティア達に勝ったとしても、地上を支配したとしても、それは短期的な勝利でしかない。ティアはそれが憐れでならない。だが逆に幸福だとも思う。未来が閉ざされている事を知らずにいる方が、人は幸せに生きられる筈だから。

「マキ、何か対策はないか？」

　だが自ら破滅を選んだタユマの運命に、わざわざ巻き込まれてやる謂れはない。ティアはあくまでタユマを倒すつもりだった。そこで彼女は物理的な攻撃以外に通じた真希に助言を求めた。

「魔法を解呪するか、霊力で突とつ破ぱするかだと思います」

　黒い犬は空間を捻じ曲げる魔法で身を守っているので、その魔法自体を解除するか、空間の影響を受け難にくい霊力で攻撃するかの二択になる。

「現状でアレに対抗できるのは、笠置さんだけだと思います」

「えっ、わっ、私っ!?」

『正確には儂だ。全力でゆくぞ、シズカ！』

　火竜帝アルゥナイアは魔力、霊力共に人間の限界を大きく上回っている。この状況で勝つ為には、アルゥナイアが全力で攻撃する以外に方法はなかった。

「仕方ないかぁ………やっちゃって、おじ様！」

　静香は覚悟を決める。アルゥナイアが魔力を使い果たすと静香は困った状況に陥るが、今はそんな事を言っている場合ではない。このまま黒い犬を放置すれば、地上が大変な事になってしまうのだから。

『………儂だけで何とかなればよいが………』

　アルゥナイアは蓄えていた魔力を活性化し、静香の身体を包み込む。そして静香の身体を核にして、魔力で自身の巨きよ大だいな身体を作り上げていく。この段階で身体の主導権はアルゥナイアに移り、静香の精神は助言役に回る事になる。要するにそれぞれが得意なサイズの時に主導権を握る訳だ。こうして静香の身体は二十メートルを超こえる赤い竜に変化し、地響きと共に大地に降り立った。

『こうして見ると壮観だな。儂より大きい陸上生物など、生まれて初めて見たぞ』

　黒い犬と向かい合ったアルゥナイアは思わず嘆息する。アルゥナイアは陸上生物としてはほぼ限界に近い大きさの身体を持つ。にも拘かかわらず、黒い犬はそれに倍する大きさの身体を持っている。魔法で強引に作り替えたが故ゆえの異常な巨体。自然界のルールの外側にいる存在なので、流石さすがのアルゥナイアも驚きは隠せなかった。

『おじ様、急がないと』

『そうだな、あまり驚おどろいてばかりもいられん』

　アルゥナイアが竜の身体を維い持じ出来る時間はそう長くはない。魔力が尽つきる前に決着を付けなければならないのだ。アルゥナイアは一度大きく息を吸い込むと、黒い犬に向かってその大きな前まえ脚あしを一歩踏み出す。そしてアルゥナイアが黒い犬に飛び掛かろうとした、まさにその時だった。

『お待ちになって下さいまし、アルゥナイアさん』

『っとっ、クラン皇女か？』

『援えん軍ぐんが―――ベルトリオンが来ましたわ』

『おのれ青騎士め………また儂を除け者にして面白そうなものに乗っているな？』

　天井に開いた大穴の一つを通り抜ぬけて、非常に鋭えい角かく的てきなデザインの飛行機らしきものが大空洞内に飛び込んでくる。大きさは二十メートル余りだが、それはあくまで最長部の長さの話であって、体高五十メートルの黒い犬と比較すると余りに小さい。機体に刻まれた記号や文字は大地の民たみのもの。この飛行機らしきものは、穏おん健けん派はが万が一に備えて開発していた、空中戦用の機動兵器だった。










　機体が大穴に飛び込んだ直後、周囲が一気に明るくなった。これまでしばらく夜の闇の中を飛んで来たので、洞窟内の明るさは孝太郎の目に染みた。

『ホー、フィルターをかけるホー』

『目が慣れた頃ころに外すホー。心配要いらないホー』

　しかし機体のコンピューターに接続されたカラマとコラマがすぐにモニターの映像の明度を下げてくれる。おかげで孝太郎の目が眩む事はなかった。

「あれがタユマか………完全に怪獣だな」

「巨大な力を求め、自分を大きく見せようとした心の現れだろう」

　クランを通じて情報は逐一報告されていたので、孝太郎もキリハもここで何が起こっているのかは分かっていた。だからこそ、この機体に乗ってやって来たのだ。

「孝太郎、ゆりかがティア達に合流したみたい」

　オペレーター席に座っていた早さ苗なえが、仲間達の様子を教えてくれる。孝太郎が早苗の傍そばにあるモニターに目を向けると、無事を喜び合うゆりかとティア達の姿が映っているのが見えた。機体の外に取り付けられているカメラで撮影している映像だった。

「良かった、皆さん無事みたいですね」

　ティア達の元気そうな様子を見て、晴はる海みは安堵して微笑ほほえんだ。

　この機動兵器には全部で四人の人間が乗っている。まず、操縦席にいるキリハ。キリハがこの機体の操縦を担当している。そしてオペレーター席には早苗が座っている。だが早苗はそこに座っているだけで、実際にはオペレーターの仕事はカラマとコラマがやっている。埴はに輪わ達は機体のコンピューターに直に接続されているので、この機体は厳密にはオペレーターを必要としないのだ。残る二人、孝太郎と晴海は予備シートに座っている。二人はいわゆる乗客で、この機体の制せい御ぎよには関わらない。

　この機動兵器はキリハと二体の埴はに輪わによってコントロールされている。これは元々そうやって使う為に開発された機体だった。

　その陽気で軽い性格に惑わされがちだが、代々クラノ家に仕えてきた二体の埴輪には膨大な量の戦闘データの蓄ちく積せきがある。従って彼らに『適切な武装』を与えれば、非常に効果的に戦う事が出来る。そしてこの機動兵器はその『適切な武装』にあたる。二体の埴輪が大規模な戦闘に参加する際に使う、重戦闘モジュールなのだ。

　この重戦闘モジュールには『オオヒメ』という名前が与あたえられている。大地の民の神話に出てくる創世の女め神がみの名を冠したこの機体は穏健派の切り札。明日の夜明けを守る、希望の女神だった。

『でも喜んでばかりはいられないホー。やっぱり出力があがらないホー』

『おいら達では霊格が足りないんだホー。百年早かったホー』

　しかしこの機体はまだまだ未完成だった。おかげでメインシステムと霊子力ジェネレーターが起動出来ていない。今はサブシステムと通常動力で動いているので、飛ぶだけで精せい一いつ杯ぱい。とてもではないが戦闘は出来ない状況だった。

　メインシステムと霊子力ジェネレーターが起動出来ないのは、ひとえに霊力不足が問題だった。キリハと二体の埴輪が放射する霊力だけでは、システムを呼び覚ますには至らなかったのだ。このままでは、重戦闘モジュールなど宝の持ち腐れ。敵にぶつけるぐらいしか使い道がなかった。

「心配ない。その為に早苗に乗って貰ったのだ」

「あたし？　なんで？」

　急に自分に話の矛先が向き、早苗は不思議そうに目を瞬かせる。反対に埴輪達はその意味がよく分かっていて、まるで戦いに勝ったかのように陽気に踊り始めた。

『なるほど、流石さすが姐あねさんだホ！　目から鱗うろこだホ！』

『確かに早苗ちゃんの乙おと女めちっくぱわぁなら、動きそうな気がするホ！』

「早苗、その席の正面にある勾玉に触れて、カブトンガーに変身してくれないか？」

「いいけど………そんなんで、設計ミスがどうにかなるの？」

「恐らくは。頼たのむ、早苗」

「ウン。………よぉしっ、へ～～～～～んしんっ!!　カブトンガ――――ッ!!」

　ゴオッ

　元気な掛け声と共に、早苗の身体が莫大な霊力に包まれる。そのあまりの密度に、集中した霊力の一部が光に転換して早苗の身体を輝かがやかせていた。キリハと早苗が言うカブトンガーへの変身とは、実際に衣装を身に着けたりするという意味ではない。霊力で身体能力を引き上げる事の、比喩的な表現だった。

『きたきたぁっ、きたホーッ！』

『メインシステムが起動したホー！』

　早苗の膨大な霊力が勾玉を経由して『オオヒメ』のシステムに流れ込んでいく。すると大半が沈黙したままだったパネルが息を吹ふき返し、作動状況を示すランプが次々と点灯していった。

『いけるホッ！　霊子力ジェネレーターコンタクトッ！』

『出力上昇っ、臨界点突破、霊力の自己励れい起き状態に入ったホ！』

　霊子力ジェネレーターが動き始めると、機体が僅わずかに振動を始める。

　ドッ、ドッ、ドッ

　それは最初、人の鼓動を思わせる緩やかな振動だった。しかしそれはすぐに早鐘のような勢いに変わる。そしてその振動が一定のラインを超えると、途と端たんにぴたりと揺ゆれが収まった。制振装置が働いて振動を打ち消したのだ。

『出力なおも上昇、三十………四十………五十………ジェネレーターを通常動力から霊子力に切り替かえるホ！』

『姐あね御ごッ！』

「うむっ！　モード変へん更こう、『オオヒメ』を巡航モードから戦闘モードへ！」
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『了りよう解かいだホー！』

『お任せだホー！』

　埴輪達の重戦闘モジュール『オオヒメ』には、二つの動作モードがある。一つは多くの機能を制限した、移動する為だけの巡航モード。もう一つは霊子力ジェネレーターの莫大なエネルギーを背景に、全ての機能を利用する戦闘モードだ。

「行くぞみんなっ、しっかり掴まっていろっ！」

　キリハは『オオヒメ』のモードを戦闘モードに切り替え、全ての制限を解き放った。おかげで『オオヒメ』の飛行速度は急激に上昇し、まるでジェットコースターのような複雑な軌道を描えがいて宙を駆けていった。










　かつてはタユマであったので、その黒い犬にも接近してくる『オオヒメ』に関する知識はあった。マグズを通じて穏健派の情報は逐一手に入れていたのだ。だから一目その姿を見た瞬しゆん間かんに、そこにキリハが乗っているのだという事を理解した。

『来たなぁっ、クラノの娘むすめぇっ！　またしても俺の前に立ちはだかるかぁっ！』

　黒い犬は数十メートルの巨体を揺らして咆ほう哮こうする。それは大空洞全体を揺るがすほどの轟音だった。その吠え声の向こう側から、タユマの意思が伝わってくる。巨大な犬に変じたタユマは人語を話せなくなっていたが、魔法は周囲に彼の意思を伝えていた。

「汝が人を害す以上、我は何度でも立ちはだかる！」

『人を害す？　違ちがうなっ、俺は大地の民を導こうというのだ！　かつての栄光の日々を取り戻すのだっ！』

「気付いていないのかっ!?　汝は導く筈はずの民を、踏み付けにしているっ!!」

『なんだとっ!?』

　黒い犬はそこで初めて自分の足元を見た。するとそこにはバラバラになった基地の残骸と、その残骸に埋もれるようにしている多くの遺体があった。それらは全て、マグズとタユマを信じて基地を守っていた急進派の兵士達だった。

「汝には民を導くつもりなどない！　踏み付けにして利用するだけだ！」

『それがどうしたというのだっ!?　俺は選ばれし支配者！　マグズ様と共に、全てを支配する者！　支配されるモノの生死は、俺が決めるのだ！』

　しかし黒い犬―――タユマには、急進派の仲間達を殺してしまった事に対する自責の念はなかった。歪んだ願いの果てに魔獣へ変じ、莫大な力を得た事で自身を見失い、ひたすら自己の欲望を満たそうとする。今のタユマは急進派の正義も、マグズへの忠誠も、独裁政治の理想も、自分を正当化する為の道具でしかない。必要な時にだけ取り出し、邪じや魔まな時にはしまっておく。今の彼は、酷ひどく歪み果てた、利己主義の権化だった。

「………そこまで堕したか、タユマよ………」

　キリハはタユマに対する失望を禁じ得なかった。マグズも狂気を孕んだ歪んだ思想の持ち主だったが、それでも急進派の人々に対して仲間意識を持っていた。マグズは思想と目的に歪みはあれど、指導者としての矜持は持ち合わせていたのだ。だがタユマにはそれがない。全てが自分の欲求に根差している。気に入らない現実をねじ伏せる為に、あらゆるものを利用しているだけなのだ。そういう人間が相手では、言葉は届かない。キリハは己の限界を感じると共に、タユマを倒す意思を固めた。

『クラノの娘っ、お前の生死を決めるのも俺だっ！　今ここで死ねぇぇぇぇっ!!』

　黒い犬が再度咆哮する。するとその身体の周囲に、幾つも黒い球体が現れた。そして黒い犬がもう一度咆哮した時、球体は『オオヒメ』に向かって突とつ進しんを始める。それは黒い魔ま力りよくを固めて作った、エネルギー弾だんだった。

「そうはいかないっ！　世界は汝のおもちゃではないっ！」

　キリハは『オオヒメ』の操縦桿を操あやつり、飛来する黒い球体を次々とかわしていく。『オオヒメ』の動きはジェットコースターのようで、その航跡に残された飛行機雲はあたかもコースターのレールのようだった。

『ほらほらどうしたぁっ！』

　キリハの巧みな操縦で黒い球体は次々と回かい避ひされたが、黒い犬は『オオヒメ』が回避する度に新しい球体を生み出すのできりがない。おかげでキリハはひたすら回避を続けるしかなかった。

『緊急警報だホ！　霊子力ジェネレーターが不安定になっているホ！』

「この忙しい時にっ！」

　そこへトラブルが重なる。『オオヒメ』は未完成のまま出しゆつ撃げきしたので、いきなり全力で飛行した事で不具合が生じていたのだ。その結果『オオヒメ』の動きは酷く単調なものになってしまった。動力に異常をきたし、大きく向きを変えるだけの推進力が得られなくなっていたのだ。

『フハハハハハハッ、死ぃねぇぇぇぇぇぇっ!!』

　そんな『オオヒメ』に向かって、黒い球体が殺さつ到とうする。その数はこれまでの倍以上。黒い犬は、この機会に『オオヒメ』を確実に仕留めるつもりなのだ。このままでは球体の多くが直撃する。黒い犬は『青騎士』のビームさえ跳ね返す力を持つ。これだけの球体が直撃すれば『オオヒメ』は跡形もなく消し飛んでしまう可能性が高かった。

『霊子力ジェネレーターを再起動するホ！』

『早苗ちゃん頼むホー！』

「こんじょ～～～～！」

　その時だった。オペレーター席に座っていた早苗が、再び霊力を高めた。その膨大な霊力は再び『オオヒメ』を駆け巡り、出力が低下していた動力を叩たたき起こした。

　ゴォォォォォッ

　動力を再起動した『オオヒメ』は、弾はじかれたように加速を始める。早苗が放出した霊力の助けもあって、そのスピードはこれまで以上に速い。おかげで大量の球体を後方に置き去りにした。

『まずいホ！』

『一発だけ避さけきれてないホ！』

　だが球体の数は余りに多く、その内の一発を振ふり切る事が出来なかった。球体はまっしぐらに『オオヒメ』に迫せまる。

『案ずる事はない』

　シュゴォォォォォォォンッ

　しかし結局、黒い球体が『オオヒメ』に命中する事はなかった。超高温の火炎が『オオヒメ』に迫る球体を消滅させたのだ。

『味方だホ！』

『怪獣のおじさんだホ！』

　埴輪がすぐに火炎の出所を見せてくれる。コックピットのモニターには、大きな翼を羽ばたかせて上昇してくる真紅の竜りゆうの姿が映っていた。

「アルゥナイア殿どの！」

『青騎士、儂も一いつ緒しよに戦うぞ』

　距きよ離りはあったが、その声は孝太郎の右手の甲に刻まれた紋章が伝えてくれていた。火竜帝アルゥナイアは、孝太郎達たちを助ける為にやってきた。この局面では、強大な力を持つアルゥナイアは、心強い援軍だった。

『おのれぇ、何度も何度もぉ………』

　黒い犬は肩かたを並べた『オオヒメ』とアルゥナイアの姿を見て、苛いら立だたしげに唸り声を上げた。勝ったと思ったところに邪魔が入ったので、タユマは怒りを隠せない。また今日は何度か似たような事があったので、その怒りは特に強かった。

「今度はこちらから行くぞっ！　霊子力砲、砲門開放！」

『ハイだホー！　霊子力砲に動力伝達、チャージ完かん了りようまで五秒！』

『早苗ちゃん、またお願いだホー』

「また気合？」

『そうじゃないホー。霊子力砲は霊力で誘ゆう導どうできるんだホー』

「なんだかよくわかんないけど、当てればいいの？」

『いいだホー』

　埴輪達の重戦闘モジュールなので『オオヒメ』は武装されている。そのメインとなる武装が霊子力砲だった。『オオヒメ』に二門搭載されているこの武器は、メイン動力が発生させる膨大なエネルギーを直接放出するビーム兵器だった。発射されるビームは剥き出しの霊力なので、黒い犬にも通用する筈だった。

「アルゥナイア殿っ、こちらで仕し掛かけます！　援えん護ごを頼たのみます！」

『心得た！』

　アルゥナイアは生物としては速く飛べる方だが『オオヒメ』よりは遅い。そこで高機動の『オオヒメ』が前に出て、アルゥナイアはその援護に回る事になった。

「突っ込む！　擦れ違いざまに霊子力砲を斉射！」

　基本的にエネルギー兵器は、目標が遠くなればエネルギーの損失が大きくなり、威い力りよくが損なわれる。そこでキリハは『オオヒメ』の機動性を生かして黒い犬に接近し、至近距離から砲撃するつもりでいた。

「早苗、頼むぞ！」

「りょーかい！　ぴかぴか早苗ちゃんきゃのん、エネルギー充填百二十ぱーせんと！」

　キリハは黒い犬に向かって『オオヒメ』を加速させた。すると黒い犬は『オオヒメ』を近付かせまいと次々に黒い球体を発射する。黒い犬や球体には通常の武器が通用しないので、キリハはその全てを操縦技術だけで回避する必要があった。

　―――どれだけ力を得ても、心は結局人間のままか………。

　黒い犬に変じたタユマは、強大な攻撃力と正確な知覚力を得た。しかしそれを扱う精神の方は普ふ通つうの人間のまま変化していない。そこでキリハはタユマの癖くせを読み、機体の進行方向を目まぐるしく入れ替えながら、球体による攻撃を回避していった。

　シュゴォォォォォォッ

　そしてかわし切れないものはアルゥナイアが掻き消してくれるので、『オオヒメ』は球体の攻撃を受ける事なく黒い犬に肉薄した。

「今だ早苗っ！」

「あぁぁぁぁぁたぁぁぁぁぁれぇぇぇぇぇっ!!」

　キュキュゥンッ

　機体に取り付けられている二門の霊子力砲が同時に火を噴ふいた。霊子力ジェネレーターと直結しているこの兵器は、全長二十メートルの機動兵器が装備している武器としては破格の威力を秘めている。連発は出来ないものの、その威力は『青騎士』の副砲に匹敵するものだった。

『させるかぁっ!!』

　黒い犬は『青騎士』から砲撃を受けた時のように、漆黒の盾を生み出して身を守った。だが、そこで思いがけない事が起こった。黒い犬に向けて発射された二条のビームが、まるで意思を持っているかのようにその軌道を曲げ、漆黒の盾を大きく回り込んで黒い犬の身体に直撃した。これは早苗の誘導によるものだった。

『グアアアァアァァァッ!?』

　ビームの直撃を受けた黒い犬は、痛みのあまり激しく吠えた。ビームが直撃した箇所には大きな穴が開き、そこから大量に出血している。期待以上の効果だった。

『効いてるホ！　でもまずいホ！』

『新しいバリアーが出てきたホ！　黒いけど霊子力フィールドみたいだホ！』

　黒い霧状の何かが、犬の身体を包み込むようにして広がっていく。盾で攻撃を防ぐ事が出来なかった黒い犬が講じた、新たな防ぼう御ぎよ手段だった。それは埴輪の言葉が正しいのなら霊力によるバリアーの筈だが、埴輪達の黄色いそれとは違って、色は真っ黒。おかげで黒い犬のおどろおどろしさが大きく増していた。

「なんだとっ!?」

　キリハは血相を変える。魔法と霊力、二つのバリアーで身を守られたら、手の出しようがなくなる。エネルギーの総量では黒い犬が圧倒しているので、同じ種類のエネルギー同士がぶつかり合えば、黒い犬が勝ってしまうのだ。

「どういう事だっ!?　真耶の魔法で強化されただけじゃないのか!?」

「里さと見み君、タユマという人は霊力の機械に関する知識を持っていますから、魔法でそれを再現しているんだと思いま―――きゃああぁぁぁっ!?」

　ドガァァァッ

　大きな衝撃が『オオヒメ』を襲おそう。擦れ違いざまの攻撃を狙ねらっていたのはキリハだけではなかった。黒い犬は盾の裏側で用意していた球体を、擦れ違って離はなれていく『オオヒメ』の後方部分に向けて放ったのだ。

『霊子力フィールド崩ほう壊かい！　右舷後方第一第二装甲大破、でも一次装甲だけだホ！』

『ギリギリセーフだけど、次はアウトだホ！　気を付けるホ！』

　幸いな事にこの一いち撃げきに『オオヒメ』は耐えた。『オオヒメ』の方にもバリアーがあった事と、命中したのが一発だけであった事が幸いしていた。しかしこういう幸運は何度も続かない。次に同じような事があれば、間ま違ちがいなく撃墜されるだろう。

「早苗、頼むっ！」

「ほいきたっ！　え～～～いっ！」

　キリハは『オオヒメ』を大きく旋回させると、再び霊子力砲で黒い犬を砲撃する。距離があった事もあり、この二発は黒い犬の新しいバリアーに接せつ触しよくすると、呆あつ気けなく拡散して消えていった。

「カラマ、コラマ、どうだ!?」

『計算終しゆう了りようだホ！　今の攻撃から、向こうのフィールドの強度を算出したホ！』

『手詰まりだホ！　至近距離から最大出力で撃うっても、向こうのフィールドを突破出来ないホ！』

　二度目の砲撃は今後の戦い方を決める為ためのものだった。その結果は芳しくなく、このまま砲撃戦を続けていても勝ち目がない事を示していた。

「キリハさん、どうする!?」

「個々に戦っても勝ち目はない。全員で力を合わせる」

「………難しいぞ？」

「分かっている。しかしあれを地上へ出す訳にはいかない」

　孝太郎もキリハも、状じよう況きようはよく理解している。黒い犬に勝つ為には、相当危ない橋を渡らねばならない。だがそれでも、黒い犬を地上へ出す訳にはいかない。二人はしっかりと頷うなずき合うと、最後の賭けに出た。










　キリハが考え出した作戦は、最後の賭けに相応しく無謀極まりないものだった。だから作戦の内容をティア達に伝えた時、返ってきたのは呆れ顔だった。

『そなたらはアホか』

「賢く振舞って、あれを地上に出す訳にはいかないだろ？」

『それはそうじゃが………』

「何とかやってみるさ。手を貸してくれ」

『分かった。ただし、忘れるでないぞ』

「何をだ？」

『そなたらが死んだら、嘆き悲しむ者は多いのだという事を』

「覚えておくよ」

　キリハが立てた作戦では、最も大きなリスクを背負うのは『オオヒメ』に乗っている四人だ。だからティアは彼らの身を案じている。呆れ顔はその現れだった。

「向こうはオーケーだ。あとは俺おれ達次第だな」

　孝太郎はティアとの通信を終えると『オオヒメ』の予備シートから立ち上がった。孝太郎にはこれから大事な仕事があった。そしてコックピットから出て行こうとする孝太郎の背中に、キリハの声がかかった。

「済まない孝太郎、馬鹿な事をさせる」

　キリハは申し訳なさそうな声と表情でそう言った。キリハは自分の立てた作戦で孝太郎を危険に晒す事が我が慢まんならない。しかしそうしなければ何も守れない。孝太郎を見送らねばならない状況を作った自分の浅慮が恨めしかった。

「言いっこなしだろ、そういうの」

　対する孝太郎の方は気楽だった。自分にとってとても大切な人が、こうする事が必要だと言っている。だとしたら孝太郎はそれをやる。やらなければ無事でいられるかもしれないが、その場合はきっと激しく後こう悔かいする筈。あるいは死んでしまう以上に。それが分かっていたから、孝太郎は自分がリスクを負う事に何の問題も感じていなかった。

「怖くはないのか？　失敗したら、汝は―――」

「その時はみんながそうさ。そういう状況で、キリハさんはいい加減な事は言わない」

「孝太郎………」

「それに俺おれは信じる事にしたんだ」

　孝太郎はコックピットのハッチを開けたところで一度背後を振り返り、キリハに笑いかける。その表情を見て、キリハは孝太郎の覚かく悟ごの深さを感じ取った。

「俺達の未来は、決して暗くはないって」

　それは六畳間の少女達が、孝太郎に教えた事だった。人を大切に思うという事は、その人との未来を信じる事だ。ただその命や約束を守っていればいいという訳ではない。どんな事をしていても構わない。その過程で、互たがいの未来に期待する事こそが、一番大切なのだった。そしてその思いは、キリハにきちんと伝わった。

「ならば我も信じる事にしよう。我と孝太郎、そして他の皆みなの未来は―――きっと、明るく輝いていると」

　だからキリハは、笑え顔がおで孝太郎を送り出した。




　これが終わりである筈はない。

　キリハ達の幸せな日々は、ここから始まる。




　今はキリハも、固くそう信じているのだった。










　コックピットを出た孝太郎は、そのまま『オオヒメ』の外へ出た。そして鎧よろいの重力制御を利用して『オオヒメ』の機体を歩いていく。目的地は『オオヒメ』の機首部分。『オオヒメ』の大きさは二十メートル余りなので、何十秒とかからずに孝太郎は機首へ辿たどり着いた。

「ああは言ったものの、無茶は無茶だな」

　孝太郎が機体の外を移動しているせいで大分速度を落としているが、それでも『オオヒメ』は時速数百キロで飛行している。重力制御とバリアーのおかげで吹き飛ばされないでいるが、本来であればこんな場所に立っているだけでおかしいのだ。バリアーの向こう側から聞こえてくる風切り音は、もはや爆ばく音おんの域だった。

『そんなの、今に始まった事じゃないじゃない』

「それもそうだな」

　孝太郎が配置に付くと背中に『早苗ちゃん』がしがみつく。『早苗さん』をコックピットの中に置いたまま、彼かの女じよだけでやってきたのだ。早苗がしっかりと孝太郎にしがみついたのに前後して『オオヒメ』が大きく旋回する。すると正面に黒い犬の姿が入ってきた。その黒い犬―――タユマは、身体の周りに二重のバリアーと、多くの黒い球体を浮うかべ、『オオヒメ』とアルゥナイアがやってくるのを待ち構えている。それを確かく認にんした孝太郎は両手を黒い犬の方へ伸ばした。

「『青騎士』、俺の剣けんを寄越せ」

『仰おおせのままに、マイロード』

「来いっ！　シグナルティンッ！　サグラティンッ！」

『コールサイン確認、座標軸固定、シグナルティン、サグラティン、転送開始』

　孝太郎が伸ばした両手の先に、それぞれ一つずつ時空の穴が出現した。そしてその穴の中から、一本ずつ剣が姿を現す。右手側の穴から出現したのは、銀色に輝く剣、シグナルティン。左手側の穴から出現したのは、金色に輝く剣、サグラティン。どちらも孝太郎が愛用している剣だった。

『オプションでガーブオブロードの使用が可能』

「それも寄越せ」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎が両手に一本ずつ剣を握ると、新たに六つの時空の穴が出現する。その穴の中に出現したのは六つに分かれたＧＯＬのパーツだ。それらは穴から飛び出すと、自動的に孝太郎の鎧に合体した。

『おやかたさま、当艦「青騎士」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御身の御武運と栄光をお祈り致いたします。そしてティアミリス皇女殿でん下かと守護騎士ルースカニアは、共に御ご無ぶ事じでの御帰還を、心よりお待ち申し上げております』

　最後に『青騎士』はルースの声でメッセージを残して通信を切った。

「ありがとう」

　孝太郎はメッセージに礼を言いながら、両手の剣を構える。右手のシグナルティンを前に出し、左手のサグラティンをやや左後方に置く構え。二本の剣の切っ先は、共に黒い犬に向いていた。

「ティア、そっちはどうだ？」

　自分の準備が整うと、孝太郎は仲間達に声をかけていった。

『問題ない。タイミング合わせに手間取ったが、何とかなりそうじゃ』

「アルゥナイア殿は？」

『儂は暴れるだけだから気は楽だ。静香は体重が増えると泣いているが』

「後で慰なぐさめておきます」

『頼む』

　仲間達も準備は整っていた。それを確認した孝太郎は、最後にキリハを呼び出した。

「キリハさん、準備が出来た」

『分かった。こちらももう少しで終わる』

　孝太郎が準備完了を伝えると、キリハの硬かたい声が返ってくる。やはり大地の民の運命を左右する最後の攻撃を前にして、緊きん張ちようは隠かくせない様子だった。

「余り気負うなよ。キリハさんは優し過ぎるだけじゃなくて、真面目過ぎる」

『そう言ってくれるのは汝なんじだけだ』

「たまには甘えてくれていいんだぞ」

『そうしよう』

　キリハの声から僅かに緊張が抜ける。孝太郎はその事に満足すると、真正面にいる黒い犬の巨体を睨み付けた。黒い犬は体高だけで言えば五十メートル余りだが、身体の大きさという話になると百メートル近い。ざっと『オオヒメ』の五倍の大きさだった。まるで大人と子供。まともにやって勝てる相手ではない。孝太郎達の総力を結集して、挑むべき相手だった。

『孝太郎、こちらも準備が整った』

「始めてくれ」

『皆、行くぞ！　これで全てに決着を付けるっ！』

　ゴォォォッ

　キリハの力強い宣言と共に『オオヒメ』が加速を始める。目標はもちろん黒い犬。キリハは真正面から全速力で『オオヒメ』を突撃させた。

『来るか、クラノの娘ぇっ！　何をするつもりかは知らんがっ、何をしても無む駄だだ！　今の俺は何よりも強い！　たとえ創世の女神であっても、俺を倒たおす事は出来ん！』

　黒い犬はその大きな足を一歩踏み出し、キリハを威嚇せんと大きく咆哮した。黒い犬から『オオヒメ』までの距離は、数百メートルといったところ。『オオヒメ』の推進力なら何秒もかからない距離だった。

「真希ちゃんっ！」

「ええっ！」

「マジックシールド・モディファー・エフェクティブタイムトワイス！」

「グレーターライトニングリフレックス！」

　突撃と時を同じくして、孝太郎に二つの魔ま法ほうがかかる。それらはゆりかと真希によるもので、鎧の防御力と孝太郎の反射神経を向上させるもの。どちらも孝太郎の身を守る為に必要なものだった。

　ドンッ

　その瞬間『オオヒメ』が音速を超え、音の壁かべを突つき破った。その時に生じた轟音は大空洞全体を揺らし、天てん井じように開いた穴を一回り大きくした。

『では儂も行くとしよう』

　それを合図にして、アルゥナイアも行動を開始した。突とつ然ぜん、その真紅の身体が青い光に包まれる。それはアルゥナイアが発動させつつある魔法の光だった。その光はどんどん強くなり、やがてアルゥナイアの姿を覆い隠してしまう。

『参る！』

　唐とう突とつに青い光が消え失うせた。すると青い光と共に、そこにいた筈のアルゥナイアの姿まで消え失せてしまう。

『なっ、なんだっ!?　何な故ぜこいつがここにっ!?』

『決まっているだろう。貴様を倒す為だ！』

　アルゥナイアが使ったのは瞬間移動の魔法だった。彼は瞬間移動でバリアーの内側へ飛び込むと肉弾戦を仕掛けた。

『いきなりやって来て驚おどろかされはしたが、結局力はこの程度かっ！』

『ぬぅぅぅっっ!!』

　だが黒い犬とアルゥナイアの肉弾戦は、最初からアルゥナイアの劣勢だった。やはり身体の大きさが半分以下では不利は明らか。また扱う事が出来る魔力にも制限があるので、魔法で差を埋うめるのも難しかった。

『浅はかな奴やつめっ、その程度の力でこの俺に挑もうとはなぁっ!!』

　圧倒的な腕力と体重の差のせいで、アルゥナイアは呆気なく振り解かれてしまう。そしてアルゥナイアは思い切り突き放される。黒い犬は一いつ旦たん距きよ離りを取り、黒い球体―――攻撃魔法でアルゥナイアを始末するつもりだった。

『浅はかなのは貴様だ。………いや、あの娘の頭が良過ぎるのかもしれんが………』

『なにぃっ!?』

『タユマぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　その時だった。キリハの操縦する『オオヒメ』がアルゥナイアと擦れ違うようにして黒い犬に向かって突っ込んでいった。
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『無駄な事を！　貴様らの攻撃など、俺には通用せん!!』

　黒い犬はキリハを嘲笑する。彼が魔法と霊力で作り上げたバリアーは強固で、キリハ達が使うあらゆる武器を跳ね返す力があった。だから『オオヒメ』が突撃してきたところで何も問題はない筈だった。

『どうかな!?　確かに数秒前までは、何をやっても通用しなかった!!』

『何を言って―――そんな馬ば鹿かなぁっ!?』

　黒い犬の目の前で、有り得ない事が起こっていた。バリアーは確かに『オオヒメ』の突撃を受け止めた。だが受け止めた筈の『オオヒメ』の機体が、少しずつバリアーの内側に侵しん入にゆうして来ていたのだ。

『何をしたのだっ、貴様ぁっ!?』

『我は何もしていない。したのはお前だ、タユマ』

『俺が!?』

『そうだ。何の事はない。お前が自分でバリアーを解いたのだ。アルゥナイア殿を突き飛ばす為にな』

　アルゥナイアがバリアーの中へ飛び込み、肉弾戦を挑いどんだ理由はここにあった。

　もしアルゥナイアがバリアーの中へ侵入すれば、黒い犬はまとわりつかれた状態を嫌きらってアルゥナイアをバリアーの外へ叩き出す。密着状態でプラズマ火炎を浴びれば、いかに黒い犬でも大きなダメージを受けるからだ。そしてバリアーの外へ叩き出そうとすれば、バリアーを部分的に解除せざるを得ない筈―――それがキリハの計算だった。

　そして黒い犬が部分的に解除したバリアーが完全に回復してしまう前に、タイミングを合わせた『オオヒメ』がその部分へ突っ込んだ。『オオヒメ』の機首には、二本の剣を構えた孝太郎がいる。二本の剣は徐じよ々じよに黒い犬のバリアーを分解していった。

　もし黒い犬のバリアーが完全な状態であれば、二本の剣は歯が立たなかっただろう。そうならなかったのは、アルゥナイアが捨て身でバリアーをこじ開けてくれたから。つまりは、キリハの作戦勝ちだった。

『そういう事かっ！　だがまだ負けた訳ではないっ！』

　黒い犬は周囲を漂っている黒い球体に攻撃を命じた。『オオヒメ』はバリアーを破る為に動きが止まっている。今攻撃すれば簡単に倒せる筈だった。

『………真に負ける時というのは、実際に結果が出るその時まで、負けていると感じさせて貰えないものだ』

　だが黒い犬は既すでにキリハの術中にあった。球体が『オオヒメ』に向かって発射されようとしたまさにその時、突然凄まじい閃せん光こうが起こり、黒い犬の視界を塞ふさいだ。それは『オオヒメ』に同乗している晴海が魔法で作り出した閃光だった。

『ぐあぁぁっ!?』

　球体を誘導するのは他ならぬ黒い犬自身だ。突然視界を奪うばわれた彼は、球体を『オオヒメ』に誘導する事が出来なくなった。おかげで球体の大半は『オオヒメ』とは関係のない場所へ向かって飛び去っていく。数発が命中コースに残っていたが、それらはアルゥナイアが火炎の息で掻き消した。

『ティアミリスさん、空間の歪わい曲きよく率りつが落ちましたわ。今なら攻撃が通じる筈でしてよ』

「いよいよ真打ち登場というところじゃな」

　そしてこの時をじっと待ち続けていたのがティアだった。ティアは攻撃力こそ高いものの、使っているのがただの兵器であるがゆえに漆黒の盾たてを破れなかった。しかし今、黒い犬の鉄壁の防御は綻びつつある。ティアは不敵に笑うと、傍かたわらのルースに命じた。

「ルース、『青騎士』の対地巡航ミサイルを使うぞ」

「殿下、設定は？」

「誘導は光学と重力を併用、起爆は人工知能。あとのパラメーターは任せる」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　すぐにティアの周囲に八つの時空の穴が出現する。その直後、穴の中から一発ずつミサイルが飛び出していく。そのミサイルはティアよりもずっと大きい。本来ならば基地や大型兵器に向かって撃ち込む為の、強力なミサイルだった。

「グレーターエンハンスウェポン・モディファー・マルチプルターゲット」

「アンチマジックシールド・モディファー・エリアエフェクトラージ」

　そのミサイル群に真希とゆりかの魔法がかかる。真希の魔法がミサイル群の攻撃力を高め、ゆりかの魔法がミサイル群を守る。元々強力であったミサイルは、魔法の助けを借りて更さらに危険性を高め、まっしぐらに黒い犬に向かって飛んでいった。

「………思うに」

　噴ふん射しや炎えんの尾を引いて飛んでいくミサイル群を見送りながら、ティアは腕うで組ぐみをする。

「わらわ達は強力な武器を持っていたり、魔法が使えたりして、一見危険なのじゃが」

　するとミサイル群を撃ち落そうと、黒い球体が殺到する。だがミサイル自体がそれほど大きくない事と、施ほどこされた防ぼう御ぎよ魔法が球体の接近を阻み、結果的にミサイルは二発破は壊かいされただけで済んだ。そして残る六発のミサイルはあっという間に宙を駆け抜け、黒い犬に命中する。

「その実、最も危険なのはキリハじゃろうの。個人としては大した力は持たぬが、次から次へと途と方ほうもない事を考えよる」

　黒い犬のバリアーは弱まっているが、それでもまだ何割かは機能している。おかげで六発のミサイルのうち二発が漆黒の盾によって向きを入れ替えられてしまい、ティア達の方へ戻もどってきた。

「キリハなら木の棒で武装した百名の部下で、我らを倒せるやもしれぬの」

　だが戻ってきた二発のミサイルは、自ら再び方向転換する。誘導型の兵器ならば、向きを変えられたところで再誘導すればいい。漆黒の盾はビームやレーザー、銃じゆう弾だんに対しては無類の強さを誇るが、ミサイルに対しては今一つ効果が薄かった。

「キリハ様が味方で宜しゅうございました。敵にとっては悪夢でしょうが………」

　漆黒の盾の防御を突とつ破ぱしたミサイル群は、次の防御に突き当たる。黒い霧状の霊れい力りよくのバリアー。だが霊力のバリアーは、物理的な攻撃に対して比ひ較かく的てき弱い傾けい向こうがある。そこでミサイルは人工知能の命令に従い、バリアーとの接触前に起爆した。

「まったくじゃな。ヤツも今、そう感じている事じゃろう」

　方向転換させられた二発のミサイルのうち、戻ってこれたのは一発だけ。おかげで黒い犬の傍で爆ばく発はつしたミサイルは五発だった。このミサイルの爆圧は全て正面に向かうように作られているので、元々攻撃力は高い。それが魔法に強化された状態で黒い犬に襲いかかった。ミサイル群は五条の火炎の槍やりと化し、黒い霧状バリアーごと、黒い犬の胴どう体たいを刺さし貫いた。










　黒い犬―――タユマは自分の身に起こっている事が信じられなかった。自分は巨きよ大だいな力を得て、人間を超越した筈はずだった。現に全て敵を圧倒していた。一対一で戦えば、簡単に捻り潰す事が出来る敵ばかりだった。なのに今、タユマは敵の攻撃を受けて大地に倒れ伏ふしている。受けたダメージは大きく、身を守る為のバリアーを作る事さえ出来なくなってしまっていた。

『有り得ん………こんな現実は有り得んっ！　俺は力を得たんだぞっ!?　支配者として神に選ばれたのだぞっ!?』

　傷付いた黒い犬の身体以上に、タユマとしての精神が悲鳴を上げていた。自分の思い通りにならないなら死んだ方がましだというわがままな考えの持ち主であるから、全てを思い通りに出来るだけの力を得てもなお敗れつつあるという現実は、彼のプライドを酷く傷付けていた。

『何かの間違いだっ、こんな事があってたまるかっ！　間違いなんだぁぁぁぁっ!!』

　傷付いたプライドを守る為、タユマは懸けん命めいに立ち上がる。タユマの場合、身体の苦痛はまだ我慢できる。早々に敵を薙ぎ倒して、プライドの痛みを払拭せねばならなかった。黒い犬の身体は、タユマの意思に従ってフラフラと立ち上がった。

「タユマ、まだ戦うつもりなのか？」

　その様子を『オオヒメ』のコックピットから見つめていたキリハは、タユマ―――黒い犬は既に戦える状態ではないと感じていた。またタユマが戦う事は、戦い全体の結末を左右しない。平和主義者のキリハとしては、これ以上の戦いは望んでいなかった。

『当たり前だろう！　俺は支配者なのだぞ!?　決して退かぬ!!　誰にも媚びぬ!!　俺は大地の民たみの英雄なのだからなっ!!』

　だがタユマはあくまでプライドを守ろうとした。けれどこれは大地の民のプライドを守る為ではない。ただタユマ個人のプライドを守る為でしかなかった。

　先さき程ほどキリハとダイハが降こう伏ふくを拒否したのは、あくまでそれが戦いの結末を左右するからだった。守ったのは大地の民であり、そして同どう胞ほうを裏切らないという大地の民としてのプライドだった。だから条件が異なれば、キリハもダイハも降伏したのかもしれない。

　しかしタユマはそうではない。自分が負けるのが嫌だから、それを認めるぐらいなら死を選ぶ。ゲームに負けるのが嫌で、ゲーム盤ばんをひっくり返す子供と同じだ。だからタユマはどういう状況にあっても降伏しないだろう。

　タユマは結局、ただの子供なのだ。だから今も必死で自分が負けないで済む方法を探している。きょろきょろと犬の首を巡らせ、大空洞の中にある物の中から逆転の手段を見付け出そうとしていた。

『そ、そうだお前達っ!!　お前達がいたっ!!』

　そうしてタユマが見付け出したのが、基地を守っていた急進派の兵士達だった。兵士達は戦いに加わらず、少し離れた場所からその行方を見守っていた。

『何をしているっ！　はっ、早く戦え！　俺を守り、奴らを殺すんだっ！』

　兵士達はまだ十分な人数が残っている。また、兵器群もそれなりに残っている。彼らがティア達に攻撃を仕掛ければ、逆転の可能性は決して少なくはなかった。

「うっ、うわあああぁぁっ、化け物がこっちを向いたぞっ!!」

「唸ってるっ！　俺達を狙ってるんじゃないかっ!?」

「殺されるっ、殺されるぞっ!!　第二小隊の連中みたいにっ!!」

　だが兵士達は戦おうとはしなかった。むしろその逆に、恐おそれをなして散り散りに逃げて行く。タユマの為に戦おうという者は、一人として現れなかった。

『お前達っ、何処どこへ行くっ!?　逃げずに戦えっ!!　敵に恐れをなしたかっ!?』

　タユマは訳が分からなかった。ほんの少し前までは、命令を下せば兵士達は手足のように働いてくれた。その時に向けられる尊敬と忠誠、そして一ひと握にぎりの恐きよう怖ふが心地よかった。だが今は何故かそうならない。兵士達は我先にと逃げ出して行く。タユマの声が聞こえていないのか、それとも穏おん健けん派はを恐れたのか、彼が想像出来たのはその程度だった。

「分からないのか、タユマ」

　だが、キリハには兵士達が何を恐れているのかがよく分かっている。そしてそれが理解出来ないタユマを、憐あわれだと思っていた。

「兵士達は………汝を恐れているのだ」

　タユマの声は兵士達にも届いていた。それだけの魔ま力りよくを今のタユマは持っている。だが兵士達には、その声が目の前の怪かい物ぶつのものであるとは分からなかった。彼らはタユマが怪物に変じた事を知らないから、耳に届く犬の咆ほう哮こうとその巨体に怯え、逃げ出してしまったのだ。なお悪い事に、兵士達は黒い犬が基地から出てくる時に味方を踏み潰したのを見ている。だから彼らは、最初から黒い犬が味方だとは思っていなかった。戦いの行方を見守っていたのだって、仲間を殺した黒い犬が倒されるのを期待しての事だったのだ。

『嘘うそだっ!!　俺は支配者だぞっ!?　マグズ様と共に、大地の民を導く英雄だぞ!?　なのに何故その俺を恐れる!?』

「汝が少しでも仲間の事を思い遣っていれば、こうはならなかった。なのに汝は自分の正義と力だけを追い求めた。だから誰も汝に従わない。急進派の兵士達にとって、汝はただの怪物でしかないのだ」

　真耶がタユマに力を与えたあの時。タユマは自分の事しか考えなかった。だからただ大きな身体と凶暴な姿を選んだ。それはタユマが内に秘めていた支配そのもの。暴力と恐怖による支配を、極限まで体現した姿。兵士達はそれに耐え兼ね、逃げ出してしまった。

　だからキリハは思う。

　もしタユマが力を抑おさえ、多少なりとも意識を仲間達の方へ向ける事が出来ていたら、タユマは真の意味で支配者になり得たのかもしれない、と。

『嘘だっ、嘘だぁっ!!　お前達っ、逃げるなぁっ、戻って戦えぇぇぇっ!!』

　タユマは繰くり返し兵士達に呼び掛けた。しかしその声は、黒い犬の喉のところでただの吠え声に変わってしまう。それは兵士達を怯えさせる、魔獣の咆哮。タユマの声はその咆哮に掻き消され、兵士達の心には届かなかった。

『絶対の正義である支配者に従わないものは、全て処しよ刑けいするっ！　今なら許してやるっ、戻って戦えぇっっ！』

　タユマは黒い魔力を得た事で、一気に理想の支配を完成させた。だが瞬く間に人心は離れ、支配は崩壊した。タユマが英雄、あるいは支配者でいられた時間は、僅わずかに数分間。それはあまりに儚い、砂上の帝国だった。

『お前達ぃっ、これだけ言っても分からないのかぁっ！　だったら死ねぇっ！　みんな死んでしまえぇぇっ!!』

　タユマは口から真っ黒い炎ほのおを吐き出して、逃げていく急進派の兵士達を攻撃した。

　彼はもう、正気を失っていたのかもしれない。支配者に相応ふさわしい力を得たにも拘かかわらず、キリハに勝てず、仲間達は逃げていく。何もかもが気に入らない。だから仲間を攻撃している意識すらない。彼はただ、現実の全てを否定しようとしていたのだった。

『キリハさんっ！』

「分かっている！」

　通信機から孝太郎の声が飛び出してくるのと、キリハが『オオヒメ』の推進器を全開にしたのはほぼ同時だった。キリハは急進派の兵士達を守るつもりだった。先程まで敵対してはいても、急進派はあくまで同胞であったから。

「カラマ、コラマ、霊子力砲のリミッター解除！」

『ラジャーだホ！』

『でもすぐ壊れるホ！』

「それでいい！　我は一人ではない！」

　この言葉こそが、キリハとタユマを分ける本質だろう。キリハは人を愛している。人を愛し、愛される意味を知っている。だから多くの者達が続く。ティア達やサンレンジャーはもちろん、穏健派の兵士達も。彼らはキリハが何も言わないうちから、自然と急進派の兵士達を守ろうと駆け出していた。そしてそこへ、黒い犬に攻こう撃げきされていない急進派の兵士達が加わる。急進派の兵士達とて、仲間を救いたい気持ちは同じなのだ。

『何故だっ、どうして俺に従わないっ!?　そんな小こ娘むすめに従うっ!?　勘かん違ちがいするなっ、強いのは俺だっ！　凄いのは俺なんだっ！　偉大な俺に、忠誠を誓えぇっ!!』

　そんな人々の行動が、尚更タユマの感情を逆さか撫なでる。今やそこにいる全ての人間がタユマを否定していた。より正確には、タユマ以外の人間を肯定していると言うべきだろう。タユマに対する否定は、その結果現れるもの。仲間達を守る為に、タユマを倒す必要があるのだった。










　人々の先頭に立っているのは、意外にもサンレンジャーだった。一応、対侵しん略りやく者しや部隊として正規の訓練を積んでいるので、彼らは救助や応急処置の技術を持っている。その技量は、この場の人間の中では最高水準にあり、彼らが主導する形で怪け我がをした人々の救助と治療にあたっていた。

「ダイサク、俺と一いつ緒しよにあの瓦礫をどけてくれないか？　下に人がいるんだ」

「分かった。コタロー君、僕ぼくの代わりにメグちゃんのお手伝いを頼たのめるかい？」

「ハヤト兄ちゃん、この人のこと一人で運べる？」

「任せろ。見た目より力がある。大だい丈じよう夫ぶだ」

「という訳だから、メグミ姉ちゃんの事は僕に任せて」

「助かるわ、コタロー君。そっちの人の傷口を洗ってくれる？」

「ケンイチ君、行こう！」

「ああ、急ごう！」

　そんなサンレンジャー達を守っているのが、ティアに率いられた怪我をしていない者達だった。彼らは全員で銃じゆうを取り、迫り来る黒い犬に向かって攻撃を繰り返していた。

「ねぇ、ティアちゃん、あれだけ大きな相手に、銃を撃って効きますかねぇ？」

「効くかどうかは後で考えればよい。それとも何もせずに逃げて、あやつらを見殺しにするか？」

「………分かりましたぁ。私も頑がん張ばりますぅ」

「副団長、急進派にも武器を渡わたしてしまって良かったんですか？」

「彼らが何者であるかは、生き残ってから考えましょう」

「そうですね。私もそう考えるようにします」

　守る者、守られる者、その立場は様々。穏健派、急進派、地上人、魔法使い、異星人、ありとあらゆる人間が区別なくそこにいた。彼らにはもはや、自分達が何者であるのかは問題ではなかった。周囲にいる仲間を守り、一人でも多くの命を救う。彼らの思いは綺き麗れいに重なっていた。

『どうして誰も言う事を聞かないんだ!?　ここに唯ゆい一いつ絶対の存在がいる事が分からないのか!?』

　タユマは人々の様子を見ながら歯噛みする。そしてそれを認めたくなくて、彼らに向けて黒い火炎を吐き出した。

「ちっとも分からんな。タユマ、お前は物事が思い通りにならなくて喚いている、ろくでなしだ」

　吐き出された黒い火炎の前に『オオヒメ』が立ち塞がった。その機首に立った孝太郎がシグナルティンを大きく振ふり回すと、黒い火炎はバラバラになって掻き消えていく。シグナルティンが黒い火炎を構成する魔力を分解したのだ。

『小僧ぉっ、お前だぁっ、お前が現れてから全部おかしくなった！　何もかも、お前のせいだっ！　お前がいなければぁぁぁっ!!』

「今度は俺のせいか？　お前自身に反省するところはないのか？」

『俺は正義だ！　唯一絶対の正義には、反省など必要ない！』

「………お前は本当に救いようのない男だな………」

　孝太郎は鋭い目でタユマを睨にらみ付けると、二本の剣を構える。タユマにはもう、何もさせない。キリハにも、他の誰にも、指一本触れさせない。あまりに身勝手なタユマを前にして、孝太郎の胸には激しい怒いかりが渦巻いていた。

『救いがないのはお前だぁっ！　すぐに死ねぇぇぇっ！』

　タユマの方もそれは同じで、胸の中に抱かかえた身勝手な怒りを漆黒の炎に変えて、その大きな口から吐き出した。

「キリハさんっ！」

『行くぞ孝太郎っ!!』

　次の瞬しゆん間かん、孝太郎達たちを乗せた『オオヒメ』がタユマに向かって突とつ進しんを始めた。『オオヒメ』は全速で飛行しながら、霊子力砲で砲撃する。リミッターを解除したおかげで、これまでにないスピードでの連続砲撃だった。このままでは、霊子力砲の回路が焼き切れるのも時間の問題だった。だが、実際にそうなる前に孝太郎達は次の手に打って出た。

『里見君っ、好きなタイミングで攻撃して下さいっ！　こちらで合わせますっ！』

『孝太郎っ、らぶらぶ早苗ちゃんそーど、エネルギー充填五百ぱーせんとっ！　気持ち的にっ！』

『青騎士、儂の残りの魔力を貸そう。紋章に送り込むぞ』

『カラマ、コラマ、霊子力ジェネレーター回路反転！　早苗経由で孝太郎に霊力を供給しろっ！』

『がってん！』

『お任せだホー！』

　機首に立つ孝太郎の両手で、二本の剣が輝き始める。それは目も眩むような銀と金の輝きだ。しかしどうしてか、その輝きには不思議なやさしさとあたたかさがある。漆黒の炎から感じるものとは正反対だった。

『死ねっ、死ねぇっ、死ねぇぇっ!!　偉大な支配者の前に滅ほろび去れぇぇぇっ!!』

　恨うらみ、妬み、憎悪、欲望、狂気。他にも多くの黒い感情を内包して、タユマの瞳ひとみはギラギラと輝いている。そんなタユマが吐き出した漆黒の炎。それは剥き出しになったタユマの精神そのものだった。

「ひとりきりのお前がどれだけ強大な力を得ようとっ！　その力で何をしようとっ！」

　孝太郎は二本の剣を同時に頭上に掲げる。すると二本の剣の先から、銀と金の輝きが頭上へ向かって伸のびていった。そして数百メートルまで伸びたその輝きは、螺旋状に絡まり合って一つの光の柱へと変化する。銀と金、二つの色が混じり合ったその光は、まるで太陽のように明るく輝いていた。

「何百人も仲間がいる俺おれ達たちにぃっ、敵う訳ないだろうがぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そうして孝太郎は頭上に掲げた二本の剣を、タユマに向けて振り下ろした。するとそれに伴ともない、太陽のように輝く光の柱が、タユマに向かって倒れ込んでいく。それは多くの人間の力を束ねて生み出された光の剣。暗い闇を切り裂く、夜明けの光だった。

『嘘だぁあぁあぁぁぁぁぁっ!!』

　タユマは絶叫する。彼が吐き出した炎など、瞬く間に掻き消された。身を守ろうと咄嗟に新たな魔法を使おうとするが、その為ために集めた魔力自体が光の剣の輝きの前に消滅していった。

　この光の剣の力は、孝太郎達の力を超こえたものだった。その総エネルギー量は、孝太郎達全員の力を集めたものよりも桁けた違ちがいに多い。孝太郎達の力を呼び水にして、何処かより呼び集められた力だった。あるいは孝太郎が言うように、この場で必死に生きようとしている人々全員の、希望の光だったのかもしれない。

『俺は万ばん物ぶつの頂点に立ったんだぁっ、偉大な支配者になるんだぁっ!!　シジマ＝タユマの名を歴史に刻むんだぁぁぁぁっ!!』

「安心しろ。その願いは叶う。歴史はお前を記録する。………反面教師としてな」

『うあああぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁっ!!』

　そうして光の剣は振り抜かれた。その光には何の攻撃力も備わっていない。だが、タユマが操あやつる黒い魔力に対しては絶大な効果を持っている。タユマの黒い犬の身体は、黒い魔力によって変質したもの。その光に触ふれると対消滅を起こし、黒い犬の身体は消滅していった。










　タユマは身体が魔力によって完全に変質してしまっていた為に、光の剣で魔力を相殺された時点で、身体が完全に分解されて実体を失う事となった。しかし生への執着と、力への渇望が彼の存在を辛かろうじて現世に繋つなぎ止めていた。

『ハァ………ハァ………ハァ………死んで、たまるかぁ………ハァ………ハァ………』

　身体を失って魂たましいだけの存在―――幽ゆう霊れいになったので、タユマには呼吸は必要ない。だが生への執着がそれをさせる。だから彼はまるで辛うじて危機を逃のがれた人間のように、荒あらい呼吸を繰り返していた。

『………俺は死なんぞ………ハァ、ハァ………生き延びて、さ、再起を図る。クラノの娘むすめも、あの小僧も、いずれこの手で殺してやる………ハァ、ハァ………』

　その強い恨みと生への渇望、力への執着は、幽霊の資質としては十分。この様子であれば、立派な悪霊としてその望みを叶える事が出来そうだった。

『………』

『うん？　誰だ、俺を呼ぶのは………？』

　そんな時だった。タユマは誰かに呼ばれたような気がして、背後を振り返った。

『誰もいない………おや、なんだこれは？』

　背後には誰の姿もなかった。だがその代わりに奇き妙みようなものが存在していた。それは空中に浮かぶ、小さな黒い渦。その渦は最初数センチほどの大きさだったが、どんどん大きくなっていく。不思議に思ったタユマが覗のぞき込んだ時には、既にその大きさは一メートル近くまで成長していた。

『………なんなのだこれは………渦、なのは分かるが………』

　不思議に思ったタユマが顔を近付けると、再び声が聞こえてきた。

『………』

『えっ？　何だ、この渦が喋っているのか？　それとも誰か、この中にいるのか？』

『………』

『取り立て？　何の話をしている？』

『………』

『因果律改編の反作用？　消費したエネルギーの補充？　そんな事を俺に言うな。俺には関係ない』

『………』

『ふざけるな！　俺にはやる事があるんだっ！　すぐに奴らを殺して―――うわああぁぁぁぁぁっ、やめろぉっ、やめろぉぉぉっ!!』

　黒い渦は、突然渦を巻くスピードを上げた。するとまるで渦潮か何かのように、タユマの事を引き寄せ始める。最初は抵抗していたタユマだったが、渦のスピードは上がる一方で、引き寄せる力もそれにつれてどんどん上がっていった。

『おっ、俺にはやることがぁっ!!　あいつらを殺して、地上と地底を支配―――やめろやめろぉぉぉっ!!　うあああぁぁぁぁっ、誰か助けてくれぇぇぇぇぇっ!!』

　タユマは渦に吸い寄せられ、遂ついにはその中へ落ちてしまう。巨大化した渦は既に十メートル以上の大きさになっており、タユマは本当に渦潮に落ちたかのように、渦の中をぐるぐると回転しながらゆっくりとその中心点に向かっていった。

『嫌だぁぁぁぁっ、マグズ様ぁぁぁっ!!　クラノの娘ぇぇっ!!　誰でも良いっ、助けてくれぇっ!!　いやだぁっ、俺はまだ生きていたいんだぁっ!!』

　タユマは渦から脱出しようと懸命にもがくが、渦の力は圧倒的で彼の努力はまるで意味を成さない。助けを求めて繰り返し叫ぶも、声に応こたえるものは現れなかった。そうしてタユマは渦の中心に向かって滑すべり落ちていく。

『俺は………俺は………死にた―――』

　中心に到達すると、タユマは忽然と姿を消した。これも渦潮と同じだ。中心まで行ったものは、そのまま渦の中へと引き込まれる。タユマはここではないどこかに引き込まれ、この世から完全に姿を消した。

『………』

　タユマを吸い込み終えた渦は、現れた時とは反対に少しずつ小さくなっていった。十メートルから五メートルへ、やがてはほんの数センチに。そこからはあっという間で、幾いくらもしないうちに完全に見えなくなってしまった。見えない程ほどまで小さくなったのか、それとも消滅したのか、それは誰にも分からない。はっきりしているのは、黒い渦がタユマをこの世界の外へと連れ去ったという事だった。

　タユマには自分に何が起こったのかを理解する暇ひまはなかっただろう。だが、それは救いであったのかもしれない。生への執着が強いタユマだから、自分が死んだ事を理解せずにいる事は、幸せであるに違ちがいなかった。







キリハの侵略　七月十日（土）







　タユマが姿を消したのを契機に、急進派の武装蜂ほう起きは終息へ向かい始めた。

　指導者のマグズは捕えられ、切り札のアースドラゴンも失った。拠り所となるものを同時に二つも失い、急進派は急激に勢いを失っていった。

　また、アースドラゴンに絡からんだ決戦に参加した急進派の兵士達の多くが、武装解除に応じた事も大きかった。彼らはあの戦いで何かを悟さとったようで、不思議と穏健派に協力的になっていた。また地上の人間に対する憎悪も薄れたようで、彼らからは地上人討つべしという声は上がらなくなっていた。

　決戦に参加していた兵士達は特殊な例だったが、戦いを嫌う傾向は他の場所の兵士達にも広がっていた。急進派は武装蜂起したものの、戦い続けるうちに同胞へ銃を向ける現実を理解し始めた。つまり戦争をした事がない大地の民が、ようやく戦争の何たるかに気付いた、という事になるだろう。

　マグズとアースドラゴンが健在ならば、カリスマ性と力を背景に、急進派の勢いを支える事も出来ただろう。しかし残念ながら両方とも穏健派の手に落ちた。この状じよう況きようであえて戦い続けようという意見は少なく、停戦ムードが高まった。これにより武装蜂起から一週間ほどで、大地の民を二分した戦いは終結したのだった。










　戦いが終わっても、マグズは自分の信念を曲げなかった。地上の武力侵しん略りやくと、優すぐれた者による支配が必要だという考えは、穏健派に負けたぐらいでは変わらなかった。

　だがアースドラゴンでタユマが辿たどった運命を知ると、マグズはトーンダウンした。優れた力を持つ者による支配を、急進派の兵士達が自ら否定したという事実が、マグズに少なからずショックを与えたのだ。そうなった原因がタユマにあるとしても、マグズが支配体制の中にタユマを組み込んでいたのは事実。どちらにせよマグズの正当性を揺るがす、深刻な問題だった。このおかげか、マグズは自説の積極的な主張を止め、淡たん々たんと処分が下るのを待つようになった。

　そうなってようやく、マグズ―――ライガは、父親のコウマが求める面会に応じるようになった。それを聞いた者達は、ライガには辛うじて人の心が残っていたのだろうと話し合った。

　そのコウマは、息子むすこのライガがマグズだと知った時から、酷ひどく落ち込んでいた。ライガが捕えられた時には、自分の命で詫わびると自殺を図はかった程だった。しかし寸前のところでカラマとコラマが止めに入り、自殺は未遂に終わった。自殺に失敗したコウマは、隠居を申し出た。ダイハの相談役という重職を退く事で、ライガの父親として、コウマなりのけじめを付けようとしたのだ。しかしこれはダイハとキリハが止めた。コウマほど優秀な忠臣もいないので、二人は彼に引き続き大地の民の為に働いて欲ほしいと求めた。コウマはこれを受け入れ、これまで通りにダイハの右みぎ腕うでとして働く事となった。だがコウマは、それによって得られる給料を全て返上する事に決めた。それが一人の父親としての、けじめだった。










　地上の政府は約束を守った。その約束とは、この戦いで穏健派への協力が非公式で小規模なものになる代わりに、穏健派が勝った場合にはその存在を黙認するというものだ。

　サンレンジャーが穏健派の勝利を報告すると、有給休暇は今日で終わりだから早さつ急きゆうに戻ってこいとの指示が出た。おかげでサンレンジャーは戦いが終わるのと同時に、風のように去っていった。去った理由はともかく、その去り際はヒーローらしいものだった。

　そうやってサンレンジャーが姿を消した日から、政府は本当に大地の民を放置するようになった。この結果、大地の民と地上の政府は距きよ離りを取り、お互たがいが騒動を起こさないように気を配り始めた。騒動を起こす事はどちらの為にもならない。つまりは、近所付き合いをしないただの隣人である事が、お互いを繁はん栄えいさせる最良の手段となるのだった。

　こうして大地の民と地上の政府の関係は決着をみたが、サンレンジャーは時折地底世界を訪れるようになっていた。これは政府の指示ではなく、彼らは独自に大地の民に協力していく事に決めたのだ。乗り掛かった舟でもあるし、そうした方が彼ら自身の為でもあった。大地の民との戦いが決着した事で、彼らは再び暇になったのだ。何もせずに基地でごろごろしているよりは、大地の民に協力する方がいい。今の彼らは、敵がいなくなってもヒーローらしさを失わなかった。

　だからだろうか。彼らが地底を訪れると、多くの者達が歓かん迎げいする。特に歓迎するのは子供達だ。子供達は大人達からサンレンジャーの活かつ躍やくを伝え聞き、本物のヒーローだと尊敬してくれていた。サンレンジャーはそれが照れ臭くもあるのだが、子供達が自分達を見る時には必ず笑え顔がおを見せてくれるので、その笑顔を守るべく今日も胸を張るのだった。










　今回の急進派の武装蜂起により、大地の民は戦いが何も生まない事を再認識した。だから彼らはこれまで以上の熱心さで、地上への融和的な侵略を進めていくに違いない。同様に急進派も戦いを放ほう棄きし、現実的な範はん囲いで大地の民の誇ほこりを守る方法を模索するようになった。急進派は今後、大地の民の独自文化を継承する活動に力を入れていくという話だった。

　こうして多くの危機を乗り越え、大地の民には平和な日々が戻ってきた。おかげでダイハとキリハも、ただの父と娘として過ごす時間が取れるようになっていた。

「なあ、キリハよ」

「はい」

「こうして無事に戦いが終わった訳だが………汝なんじはこれからどうするつもりだ？」

　急進派との騒動は一段落した。緊きん張ちよう状態ではなくなったので、地上侵略の指揮官はキリハでなくても務まる。だからダイハは、愛する娘を年ねん齢れいに見合った生活に戻したいと考えていた。

「地上へ戻ります。あそこには大事な仕事と、友人がおります故ゆえ」

　しかしキリハの方は、引き続き地上侵略の指揮を執とるつもりでいた。今のキリハには、それが何よりも大切な事だった。そんな娘の答えを聞いたダイハは大たい笑しようした。

「ははは、正直に申せ。あの孝こう太た郎ろうという小僧のところへ帰りたいと」

「孝太郎のところへ帰ります。あの人の傍そばが、私の居場所です」

　キリハは臆する事無くきっぱりとそう言い切った。その為に十年以上生きてきた。地上の融和的な侵略にも真しん摯しに取り組んだ。今更父親に隠すような内容ではない。キリハは誇らしげに笑っていた。

「ならば行くがいい。その理由であれば、あいつも満足だろう」

　ダイハは大きく頷うなずくと、壁かべにかけられている写真に目をやる。そこには若き日のダイハと幼いキリハ、そしてダイハの妻でキリハの母親でもある女性の姿が写っていた。

　父親としては複雑な気分だが、キリハが地上へ向かう理由が初恋の成就なら、年齢に見合った生活と言えるだろう。その理由であれば、今は亡きキリハの母親も、キリハに指揮官を続けさせる事を許してくれる筈だった。

「はい、行って参ります」

　キリハはにっこりと微笑ほほえむと、ダイハと一緒になって写真に目を向ける。キリハの母親は写真の中で微笑んでいる。彼かの女じよと一緒に写っている昔のキリハとダイハは、今の二人と同じように微笑んでいた。だからキリハは、きっと母親も天国で同じように笑ってくれているだろうと思うのだった。










　急進派との戦いが終わった日から、キリハは一〇六号室に姿を見せなくなっていた。その理由が戦いの事後処理であるのは明らかだった。だがその期間が一週間に及およぶと、孝太郎にも寂さびしい気持ちが湧き上がってくる。

　目を覚ました時に、あるいは高校から帰ってきた時に、台所にキリハの姿がない。みんなでお茶を飲んでいる時に、湯呑みが一つ余る。食後に行うゲームの得点計算が、いつもと違う。

　毎日の生活が、少しずつ噛み合わない。孝太郎はそれを寂しく思っていた。だから自然と視線がそこへ向く。六畳間へ入ってすぐにある畳。それがひっくり返って、下から彼女が姿を見せてくれないものだろうか―――孝太郎は畳を眺ながめながら、ぼんやりとそんな事を思っていた。

「さ～～と～みさんっ」

　すると孝太郎の視線の先に、ゆりかが現れた。風呂上がりでパジャマ姿の彼女は、両膝を抱えるようにしてしゃがむと、孝太郎に視線を合わせた。

「また、キリハさんの事、考えてたんですかぁ？」

　ゆりかは小さく微笑むと、普ふ段だんはなかなか見せる事のない、あたたかく優しい瞳を孝太郎に向ける。ゆりかは孝太郎に少し元気がないと心配していたのだ。

「そんなところだ。なんとなく、顔が見たくなってさ」

　孝太郎は素す直なおに認めて苦く笑しようした。孝太郎とゆりかの関係も大分変化してきており、最近では二人きりになると、こうして真面目な話をする事も少なくなかった。

「心配しなくても、すぐに帰ってきますよ。問題は無事に解決したんですからぁ」

　ゆりかは優しげに目を細めると、軽く小首を傾かしげる。

「それを心配しているんじゃないんだ。ただ単純にさ、顔が見たくなったんだよ」

「そっちもすぐですよ。キリハさんだって、里さと見みさんやみんなに会いたいって、思っている筈はずですからぁ」

　今、孝太郎とゆりかは二人きり。孝太郎が寂しそうにしているなら、元気付けるのはゆりかの役目。そう考えた彼女は、努めて明るい表情で孝太郎に笑いかけた。

「ゆりか………」

「もしかしたら、もうこっちへ向かっているかもしれませんよ。だから―――」

　そしてゆりかが、勇気を出して孝太郎に近付こうとした、まさにその時。

　ドバァンッ

「きゃあぁああぁぁあぁぁぁぁぁぁっ!?」

　足下の畳が跳ね上がり、ゆりかは派手に吹き飛ばされた。

　ゴスッ

「ぎゃふっ!?」

　そのままゆりかは部屋の端はしまで転がっていき、柱に激げき突とつして動かなくなった。突とつ然ぜんの事に驚おどろいた孝太郎は、何も出来ないままその様子を黙だまって見送った。

「………また、やってしまったか………」

　しかし続いてその声が部屋に響くと、孝太郎は慌あわてて畳の方に視線を戻もどした。

「やぁ、孝太郎」

　すると孝太郎は、そこで見付けた。孝太郎が顔が見たいと思っていた、少女の姿を。

「………」

「どうした？」

　孝太郎が沈黙したままだったので、キリハは不思議そうに首を傾げる。すると彼女を飾るアクセサリーが軽く擦れあい、鈴を鳴らすような音が響いた。

「なんだか懐なつかしいなって思ったんだ。キリハさんが初めて来た時も、こうだったろう？」

　孝太郎が黙っていたのは、会いたいと思っていた時にキリハがやって来たので、驚いたからだ。しかし照れ臭くて素直にそう言う事が出来ず、孝太郎は二番目に感じていた事を口にしていた。

「そうだな………」

「ゆりかもつくづく運のない奴やつだ」

　照れ臭さを隠す意味もあって、孝太郎はゆりかに歩み寄ると、気絶している彼女を抱だき上げた。そして押入れの中にある彼女の寝床へ運んでいく。

「あの時は………迷惑な女でいる必要があったから、上に人がいるかどうかはあえて確かく認にんしなかった」

「今回は？」

　孝太郎はゆりかにタオルケットをかけてやると、押入れのふすまを閉じた。怪我をした様子はなかったので、ゆりかは明日になれば普段通り起きてくるに違いない。

「どうも緊きん張ちようしていてな。確認する余よ裕ゆうがなかった」

「緊張………？　って、どうしたんだ？　上がらないのか？」

　孝太郎がキリハの方に向き直ると、彼女は何な故ぜか上半身だけを地下から六畳間に出した状態で、孝太郎を見つめていた。

「お邪じや魔ましていいだろうか？」

「今更だろ。………本当にどうした？」

「言ったろう？　緊張していると」

　孝太郎はキリハの顔を見た事で普段の調子を取り戻していたのだが、キリハの方は逆に緊張の度合いを深めている。顔を見せた直後と比べても、すぐにそれと分かるぐらい表情が強張っていた。

「キリハさんが緊張なんて珍しいな。………ともかく上がってくれ」

「ありがとう、孝太郎」

　キリハはここでようやく六畳間へ上がった。そして慣れた手つきで畳を元に戻すと、孝太郎の方に向き直った。

「あれ？」

　孝太郎はそこで初めて、キリハの服装が普段とは全く違っている事に気が付いた。

　全体的な雰ふん囲い気きは、普段着ている巫女のような装束によく似た雰囲気なのだが、全体的に個々の部位がたっぷりと長めに取られている。配色は殆ほとんどが白だが、赤や金糸をふんだんに用いており、シンプルさの中にも上品さと豪華さが窺うかがわれた。その服は明らかに、普段着として着るには勿体ない代しろ物ものだった。

　また、キリハが部屋の照明を浴びた事で分かるようになったのだが、彼女は衣装に合わせた化粧をしていた。こちらもシンプルだが、キリハの美しさをよく引き立てていた。

　加えてキリハは、身体の至る所に金色に輝くアクセサリーを身に着けている。キリハは元々、装飾品を身に着けていたので、数が増えた印象はない。しかしそれが明らかに高級品に入れ替わっていた。

　衣装といい、アクセサリーといい、どう見ても安物ではない。どれか一品だけでも目玉が飛び出るぐらいの高級品である事は、こうしたものの知識がない孝太郎でもすぐに分かった。それでいて全体がシンプルさと清潔さを軸にまとめられている。おかげで普段の女性らしい印象が薄れ、巫女や宮司を思わせる神聖さを漂わせていた。

「珍しい格好をしているな。そんなの初めてじゃないか？」

「ふふ、これは母様の形見でな」

　キリハは自分の胸に手を当てると、誇らしげに笑う。

「お母さんの………」

　孝太郎はキリハの家庭事情を知っている。そして自身も母親を亡なくしているから、その服装に込められた特別な感情は、孝太郎にもよく分かった。

「うむ。これは我ら大地の民たみが嫁入りの時に着る、伝統的な装束だ」

「そいつは嫁入り衣装なのか？」

　孝太郎は目を丸くする。特別なものだという事は薄々分かっていたが、それが嫁入り衣装だとは思っていなかったのだ。

「キリハさん、まさか何処どこかへ嫁に行くのか？」

「いや、嫁になど行かない」

「そうだよな。そんな話聞いた事もないし。だったら何でそんなもの着てるんだ？　汚したら大変だろう？」

　キリハには嫁入り衣装を着る理由などない。だとしたら、きっと特別な理由がある。遊びで着るには、母親の形見の嫁入り装束は不似合いだった。

「我は侵略しに来たのだ」

「侵略って………この部屋をか？」

「いいや、もう部屋は要いらない。ここを侵略しなければいけない理由はなくなった」

「そういやそうだったな」

　キリハが一〇六号室を侵略しに来たのは、急進派の暴発を防ぐ為の方便だった。その急進派との間にあった問題が解決した為、キリハにはもう一〇六号室を侵略する理由はなくなっていた。にも拘かかわらず、キリハは侵略するという。孝太郎には意味が分からなかった。

「じゃあ、何を侵略するつもりなんだ？」

「実はその事に関して、汝に話がある」

　キリハは孝太郎の真正面にやって来ると、畳の上に正座して姿勢を正した。その表情はこれまで以上に硬い。その表情だけで、キリハの真剣さが、孝太郎にもよく分かった。

「どうしたんだ、改まって」

　そんなキリハを前にして自分だけ立っている訳にもいかず、孝太郎もすぐに向かい合うように正座した。そしてキリハは孝太郎が座ったのを確認すると、膝の少し前の辺りに両手を突つき、深々と頭を下げた。

「里見孝太郎様、一つお願いがございます」

　いつになく他人行儀な言葉と、酷く真剣な声。母親の形見の装束と、深々と下げられた頭。キリハが特別な事を言おうとしている事は孝太郎にも分かった。

「キリハさん？」

　しかしそこまでする必要のある用件とは、果たして何なのか。孝太郎の胸に一抹の不安が過よぎった。急進派との決着が付いたので、一いつ旦たん地底へ帰ると言い出すのかもしれない、孝太郎はそんな事を思っていた。

「どうかこの私に、貴方様の人生を侵略する事をお許し下さい」

　だがここでキリハが口にした言葉は、孝太郎の想像を大きく逸脱するものだった。

「なっ、なんだってぇ………？」

　不安も何も、頭の中からすっぽ抜ける。孝太郎はキリハの言葉の意味がまるで分からなかった。

「もしお許し頂けないなら、もはや二度と御前には姿を現しません。それだけの覚かく悟ごで、申し上げております」

　言いたい事を最後まで言い切ったキリハは、両手を畳に突いたまま顔を上げる。そしてじっと孝太郎の瞳を見つめた。この言葉に対して、孝太郎が何と答えるのか―――キリハはその答えが欲しくて、ここへやってきた。そして答えがキリハの望んだ通りになるとは限らないから、ずっと不安を感じていた。だから今のキリハは、孝太郎の一挙手一投足に注目していた。この瞬間に、彼女の全てがかかっていたから。

「そ、そいつは………」

　初めはただ混乱していた孝太郎も、キリハの瞳を見た事で次し第だいに彼女の意図が分かってくる。キリハが言う侵しん略りやくがどんな意味なのか、そして何故、あえて侵略という言葉を使ったのか。そうした事情を理解していくにつれて、孝太郎はだんだんおかしくて仕方がなくなってきていた。

「………まったくもう………」

　限界を迎むかえ、孝太郎は笑い始める。キリハが孝太郎へ向ける想おもいの強さと深さに感動しながらも、彼女の周到さに呆れていた。これはお願いなどではない。非常に巧こう妙みようで遠回りな、脅きよう迫はくだった。

「キリハさん、君は本当に俺の事をよく分かっているんだな」

　孝太郎は苦笑しながら、やれやれと言わんばかりに肩かたを落とした。

　キリハが望んでいる事、それは十一年前から少しも変わっていない。孝太郎に添い遂とげる事。支え合って生きていく事、ただそれだけだった。だからこそ嫁入り衣装で孝太郎を訪問した。

　だがもし今、キリハが直接その言葉を口にしたら、孝太郎は断る事が出来る。年齢的にも経済的にも、まだ嫁を貰もらうには早いし、ティアやゆりかの問題も片付いていない。だから孝太郎は現状では断る筈だった。

　だからキリハは『添い遂げさせて欲しい』ではなく『人生を侵略させて欲しい』と言うのだ。問題点をぼやかしつつ、キリハはずっと孝太郎の傍にいる根拠を作り出そうとしている。孝太郎がこの要求を断るのは難しい。何故なら彼女は、断れば二度と会わないと脅迫しているからだ。孝太郎はキリハと会えなくなるのは寂しい。そして侵略者の少女達もそうだろう。これでは孝太郎にノーと言える筈もなかった。

「君はこれまで俺に色々な事を言ったけれど………これが一番酷いな」

「十年以上待ち続けた時が、今、目の前にあります。そのチャンスを、みすみす逃がすつもりはございません。たとえ、どんな卑怯な手を使おうとも………」

「それで………侵略か」

「はい。何としても侵略致いたします。貴方様の人生を………」

　キリハは孝太郎に逃げ道を提供しつつ、退路を断とうとしている。今ここでキリハの願いを聞き入れれば、たとえ孝太郎がどんな人生を選ぼうと、キリハが常にその周囲にいる事を許す事になる。これは実質的に、キリハを嫁に貰うに等しい。この彼女のお願いは、人間関係を利用した巧妙な脅迫―――あるいは絆きずなと愛情だけで編み上げられた、限りなく透明で純じゆん粋すいな、侵しん略りやく行こう為いだった。

「………政治的な配慮はあるんだろうな？」

「もちろんです。私は貴方様を本気で困らせてまで、強ごう引いんにお傍にいるつもりはございません」

「至れり尽くせりだな、まったく………」

　ここでもキリハは孝太郎に逃げ道を与え、それでいて退路を断った。キリハには人間関係を強引に改めるつもりはない。彼女にとっては、孝太郎がずっと傍にいていいと、許してくれる事こそが大切だったのだ。いうなれば、真ま希きにとっての騎き士し団だんと同じ。孝太郎の隣に、自分の居場所が欲しかったのだ。

「………分かったよ。俺の負けだ。好きなだけ侵略しろ、もぅ………」

　孝太郎はここで観念した。孝太郎には断れないし、本音では断りたくなかった。キリハの顔が見られなかったこの数日間は、間ま違ちがいなく寂しかったから。しかしそれを正面から認めるのも悔しいし、恥ずかしい。言葉が幾らかぶっきらぼうになってしまうのは、仕方のない事だった。

「ありがとうございます。誠心誠意、侵略させて頂きます」

　そしてキリハは、大おお粒つぶの涙なみだを流しながら微笑んだ。出会ってから十一年間、想い続けた日々が報われたのだ。しかもキリハが愛した人は、キリハの事を必要としてくれている。キリハにとって、これほどまでに嬉うれしい事はない。だから涙はとめどなく溢れ続けた。おかげで間近にいる孝太郎の顔さえ、見えない始末だった。

「そう言えば忘れてた。はい、これ」

　孝太郎はポケットから取り出したものを、泣き続けるキリハの手に握らせた。

「………こ、れは………」

　涙で何も見えなかったが、キリハには手触りだけで分かった。それはキリハの名前が書き込まれた、カブトンガーのレアカード。十一年前に孝太郎から貰った宝物だった。

　ダイハが人質に取られた際、死を覚悟したキリハはカードを孝太郎へ返した。孝太郎はそれを大事に持っていて、今、再びキリハのところへ舞い戻ったのだ。

「………うっ、うぅっ、これ、ぐすっ、これ………わ、たし………うぅっ………」

　カードを再び手にしたキリハは、これまでよりも更さらに激しく泣き始めた。彼女はまるで子供のように泣きじゃくっていた。

「お、おい、なんでそんなに泣くんだ？」

　孝太郎は彼女を泣き止ませようとカードを渡わたしたつもりだった。なのに結果はその逆。泣き止むどころか、完全に火に油を注いだ格好だった。

「分かってない………ぐすっ、おにいちゃんは、なっ、何も、分かって、ないよぉっ」

「えっ？」

「こんな時にっ………こん、なの、渡されたら………うぐっ、わたしっ、ぜったいっ、ぜったいにぃっ………うぐぅっ、うぅっ、うあぁぁっ、ああぁぁあぁぁぁぁっ!!」

　そこからはもう、言葉にならなかった。心の奥底から際限なく溢あふれてくる激しい愛情。しかしそれはキリハの喉のところで泣き声に変わってしまうから、最愛の人に上う手まく伝える事が出来なかった。

「うああぁぁぁぁっ、あああぁぁっ、うわあぁぁぁぁんっ、うぁぁぁぁっ!!」

　だからキリハは孝太郎に飛び付いた。そして両りよう腕うでで思い切り抱き締しめる。今の彼女にはそうする以外に自分の気持ちを伝える術がなかった。キリハの胸の中には複雑で繊細な愛情が渦巻いている。なのにそれを単純な腕の力の強弱だけでしか表現出来ない事が、キリハにはもどかしくてならなかった。

「………大きくなっても、甘えん坊のままなんだな」

　懸けん命めいにしがみついてくるキリハを、孝太郎はしっかりと抱き返した。キリハはこれまでずっと指揮官の重責を担ってきた。だから孝太郎は、キリハが望むものが決定的なものに変わるまでは、自由にさせてやりたいと思っていた。

　―――そう、いえば………。

　そうやって孝太郎が言葉を発した時、キリハの視線は自然と目の前で動いている口に吸い寄せられていた。そしてそれを眺めているうちに思い出した。以前、孝太郎とある約束を交わした事を。

『全部終わった後に、笑顔でキスの一つもしてくれれば俺おれは満足だ』

『ふふ………言ったな？　では早々に解決して、キスの雨を降らせる事にしよう』

　その約束を思い出した事で、キリハは理解した。




　涙で言葉が使えない時に、内に秘ひめた愛情を表現する方法は、どうやら抱き付く力の強弱だけではないらしい、と。
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　夏休みに入ると、気温はぐんぐん上昇。日中の気温は三十度を超え、汗の止まらない毎日が続いていた。とはいえそこは地方の吉きつ祥しよう春はる風かぜ市。日が沈めば気温が下がり、大分過ごし易くなる。だが、物事には常に例外があった。

「………あ、暑い………」

　孝太郎はそう呟つぶやくと、ちゃぶ台に突っ伏ぷした。その額には汗がにじんでいる。一〇六号室の気温は、夜になってもなかなか下がらない。その理由は高過ぎる人口密度。たった六畳の部屋に十人の人間がいるので、人体が発する熱がこもるのだ。人間一人の身体が発する熱量は百ワット程度と言われている。だから十人いれば千ワット。大型の家電製品並みのパワーで部屋を暖め続けている計算だった。

「意地張らないで、真ま希きに魔ま法ほうかけて貰えばいいのに」

「お安くしておきますよ？」

「………魔法なんてのはな、使わないに越こした事はないんだ」

　孝太郎以外の多くは、様々な方法で暑さをしのいでいる。フォルトーゼ勢は身に着けるタイプの個人用エアコンを使っている。晴はる海みはＰＡＦがその機能を備えている。静しず香かはその気になれば宇宙空間へ出られるので、夏の暑さくらいは平気だ。真希は自身の魔法で身体を冷やしていて、早さ苗なえもその魔法をかけて貰っている。

　そうした手段を取っていないのは、孝太郎とキリハの二人だけだ。孝太郎は意地を張っているだけだが、キリハは生まれつき暑さに強い。だから孝太郎は暑そうにしているが、キリハは普段通りだ。同じく空調を使っていない二人だが、その姿は対照的だった。

「あんまり意地を張っていると、ゆりかみたいになるよ？」

　早苗はそう言って部屋の端を指さした。ゆりかは魔法で涼しくなるのは、魔法の私的利用にあたるので我が慢まんした。その結果、押し入れの中の暑さに負けて目を回してしまった。

「いいんだよ。人間、楽をしようとすると堕落するんだ」

　実は孝太郎が魔法の使用を避さけるのは、ゆりかの為ためでもあった。孝太郎はゆりか一人に我慢をさせたくないのだ。だがそれを言ってしまうのもプライドに関かかわる。ここはやせ我慢の一手だった。

「ふふ………」

　同じく空調を使っていないキリハが孝太郎に笑いかける。そのキリハの笑顔は限りなく優しい。急進派との闘争が終わった事で、キリハは年とし頃ごろの少女らしい顔を多く見せるようになっていた。外見上はそう違ちがいはないのだが、親しい者に向ける表情が、より奔放なものへと変わっていた。六畳間の少女達たちはあえてそれを指し摘てきしないが、誰もが良い事だと歓迎していた。

「ならば孝太郎、こういうのはどうだ？」

　キリハは懐ふところから四つ折りにした紙を取り出すと、孝太郎の目の前で広げる。そこには青い空と透き通る海、白い砂浜と輝く太陽が写っている。商店街にある旅行会社のパンフレットだった。

「海へ遊びに行くなら、構わないだろう？」

　パンフレットには二泊三日の旅行プランが記されている。昼は海で遊び、夜は豪華なディナー、そして宿泊先のホテルで温泉を満喫。それは確かに魅力的な提案だった。だが孝太郎には心配もあった。

「でも、福引きで当たった訳でなし、お金がかかるだろ？」

「ケチケチするでない。わらわの払った俸給が、全額残っておるじゃろうが」

「だってあれは―――」

「貯めておいて何に使う？　そなたの事じゃ、貯めておいても使わぬじゃろう？」

　孝太郎はこれまで、ティアが支払った騎き士しの俸給を一円も使っていなかった。ティアと自分の関係から生じたものに手を付けるのが躊躇われたのだ。

「分かったよ。確かに何にも使わずに貯め込んでおくより、みんなで楽しく使うのが前向きだな」

　孝太郎はすぐにそう結論した。ティアの言葉はもっともだと感じていた。

　―――今後もこういう風に使っていけばいいんだな。難しく考え過ぎたか………。

　ティア自身を含む大切な人達の為であれば、俸給の使い道としては悪くない。むしろ理想的な使い道と言えるだろう。

「やったー、海だー!!　ゆりかゆりかっ、海だってぇっ!!」

「ふ、ふがが………」

『ゆりかちゃんまだ寝てるホー』

　ぷにぷに

『ねぼすけだホー』

　つんつん

「ふげっ、ふげげっ」

「もー、新しい水着だって買わなきゃいけないのにぃ、呑気なんだからー！」

　真っ先に喜びの声を上げたのは早苗だった。昨年は幽ゆう霊れいと病人に分かれていたので、海で泳ぐ事には誰よりも強い思い入れがあった。

「ハルミ、海ですって。あなた泳げまして？」

「泳げはするんですけど………体力がもつかどうか」

「心配要りませんわ。ＰＡＦは水中でも使えましてよ。とはいえ、水中での稼か働どう試験はまだですから、データは取らせて下さいましね？」

「はいっ、是非！」

　クランと晴海は、海で実験を行うつもりだった。このところ二人の関係は、クランが開発した発明を介かいして大きく変化しつつある。きっと海へ出で掛かけた時にも、よりよい変化が起こる筈だった。

「海………」

　逆に戸と惑まどっていたのは真希だった。その表情の変化を読み取って、ルースとティアが話し掛けた。

「マキさん、海へ行くのは初めてですか？」

「はい………実はこれまで、海で遊ぶという発想がなくて」

「そうか、そなたは魔法の国の生まれじゃったのう」

　真希はフォルサリアの貧民街に生まれ、ずっと戦いの中に身を置いてきたので、海へ出掛けて遊ぶなど考えた事もなかったのだ。

「だったらいい機会じゃない。里さと見み君はああいう人だから、海にはよく出かけるわよ。なのに家臣の藍あい華かさんが海に行きませんじゃ、務まらないでしょ？」

「それもそうですね。頑がん張ばります！」

「うむ、その意気じゃ。あやつはアホじゃから、そなたが一いつ緒しよなら安心じゃ」

「しっかりお勤めを果たして下さいね、マキさん」

　だが静香がフォローしてやると、途と端たんに真希の雰囲気が明るくなる。孝太郎の家臣という表現を使うと、真希は途端に元気になる。彼女が落ち込み気味の時にはよく効く魔法の言葉だった。

　―――やっぱり、これが正解なんだな………。

　海の話題に花を咲かせる少女達を、孝太郎は満足げに眺めていた。すると隣となりに座っていたキリハが、孝太郎のＴシャツの袖そでを引っ張った。

「なぁ、孝太郎、我はどんな水着を着たらいいだろうか？」

「なんで俺に訊くんだ？」

「理由はない。ただ汝に決めて欲ほしいだけだ。いけないか？」

「そ、そんな事はないが………」

「すぐでなくていい。傍にいると嬉しいデザインを教えてくれ」

「ああ………」

　こうして孝太郎達は海へ出掛ける事になった。昨年も海には出掛けたが、今年は人数も雰囲気もまるで違っている。騒々しく、底抜けに明るい。だが、その変化にわざわざ気を留めるものはいない。何故ならそんな事を気にするより、みんなで大騒ぎして楽しむべきだと、誰もが知っているからなのだった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、作者の健速です。

　今回も無事に一六巻をお届けする事が出来ました。今回も前回同様に「祝！『六畳間の侵略者!?』アニメ化決定！」という状況です。でも本編でページを食って、あとがきは二ページなのでさっさと進みたいと思います（笑）

　ここ半年ばかりはアニメに絡んで忙しくしていたのですが、放送開始が近付くにつれて段々と余よ裕ゆうが出て来ました。これは当たり前の話で、アニメを制作する上で私に割り当てられた仕事は、放送が近付けば徐々に終わっていく訳です。それが嬉しくもあり、寂しくもある今日この頃です。この本の発売日は六月三十日か七月一日のあたりらしいので、アニメの放送はまだ始まっていないのでしょうか。あ、皆さんがこの本を読んで下さったタイミングによっては、既に放送中かも知れません。ともかく私も皆さん同様に、アニメの放送開始を今か今かと楽しみに待っています。




　さてアニメの事ばかりではなく、この巻の内容にも少し触れておきましょう。この十六巻では遂ついに大地の民を二分する戦いが巻き起こります。穏健派と急進派は、擦すれ違ちがいが行き付く所まで行き付いてしまったが為に、もはや戦う事で自らの意見を通すしかありません。穏健派は平和を合言葉にまとまった人々なので、それを率ひきいるキリハはこの状況に胸を痛めています。穏健派は武器を取った時点で、本質的には敗北なのです。それでも武器を取ったキリハ達が辿たどり着く結末とは、一体どんなものなのか―――それは皆さん自身の目で確かめてみて下さい。既に読んだという方は、ご満足いただけたのでしょうか？　そうであれば幸いです。




　それでは最後にいつもの御挨拶を。この作品の執筆並びにアニメ化に際して御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、関係各社の皆様、イラスト担当のポコさん、声優の皆様、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に篤あつく御礼申し上げます。




　それでは十七巻のあとがきで、またお会いしましょう。


二〇一四年　六月

健速
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